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久保田・道々芽木遺跡全景
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久保田 1地区 第5号竪穴建物出土の金銅製海老錠



序文

本書は、山梨県土木部による新環状・西関東道路の建設に伴う埋蔵文化財包蔵地の記録保存のために

発掘調査が実施された久保田・道々芽木遺跡の調査成果をまとめたものであります。

本遺跡の所在する甲府市横根町周辺は、甲府盆地の北縁に位置しており、古代甲斐国の成立と展開を

考察する上で欠くことのできない重要遺跡が数多く分布する地域として知られております。

近隣の代表的な遺跡だけ挙げても、圏内有数の規模を誇る横根・桜井積石塚古墳群、白鳳期の銅造観

世音書薩立像を出土した東畑遺跡、県内最古の白鳳期寺院である寺本廃寺への瓦供給窯である川田瓦窯、

甲斐国分二寺への瓦供給窯である上土器瓦窯、「甲斐国山梨郡表門J刻書土器をも出土した平安期の土器

生産遺跡である大坪遺跡など、枚挙に暇がないほどの質と量であります。

このような地域で実施された今回の発掘調査は、平成11年度に当センターが実施いたしました道々芽

木遺跡の発掘調査に引き続く第2年次調査にあたり、平成12年4月から10月までの約6ヶ月間を要した

発掘調査の結果、本遺跡には古くは縄文時代早期~中期から、弥生時代後期、古墳時代前期~後期、白

鳳~奈良・平安時代、中世へ至るまでの長大な時期におよぶ人々の営みの痕跡が確認されております。

特に注目すべき出土遺物としては、久保田 l地区第5号竪穴建物から出土した鍍金を施したセミ状装飾

をもっ金銅製海老錠を挙げることができ、これは山梨県内初の発見事例であることはもとより、全国的

にも出土が極めて希な資料として、本遺跡周辺の歴史的特性を物語る重要資料となりました。

本書にはこの他にも、甲府盆地北縁では出土事例の希であった古墳時代前期の古い段階のS字状口縁

台付聾などを含む土器資料群、平安時代全般におよぶ土器資料群、土師器生産地の近隣地特有の未焼成

の可能性のある土師器資料およびそれらを出土した各種の遺構など学術的にも、地域の歴史探究にも大

いに重要なデータが含まれております。本書が地域の歴史を紐解く契機となり、多くの方々に幅広くご

活用いただければ幸甚であります。

末筆ではありますが、久保田・道々芽木遺跡の発掘調査につきまして、様々なご協力を賜った関係機

関および関係者の皆様に厚く御礼申し上げる次第であります。

平成14年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重



例員

1.本書は、山梨県甲府市横根町875番地他に所在する久保田・道々芽木遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査目的は、山梨県土木部による「新環状・西関東道路Jの建設に伴う埋蔵文化財包蔵地の記録保存であり、

同土木部からの委託に基づき、山梨県教育委員会が実施したものである。

3.発掘調査および報告書作成は山梨県埋蔵文化財センターが実施した。

4.本遺跡については、平成3年 (1991年)以降「久保田遺跡jおよび「道々芽木遺跡」として周知されてお

り、以下の調査履歴がある。

平成6年 (1994年) 久保田遺跡と道々芽木遺跡が甲府市遺跡調査会により発掘調査される

(伊藤正幸 1998年「東畑遺跡Jr山梨県史』資料編1 826~827P 山梨県)

平成11年 (1999年) 道々芽木遺跡が山梨県教育委員会により発掘調査される

(山梨県教育委員会・山梨県土木部 2000年『道々芽木遺跡j)

5.本遺跡は久保田遺跡および道々芽木遺跡として周知されているが、遺跡内容や地形等から一体の遺跡と考え

るべきであることが判明したため、「久保田・道々芽木遺跡」と統合した名称を採用した。

6.本遺跡の発掘調査は、浅JII-郎・森原明贋が担当し、本書の編集・執筆は、森原が担当した。

7.本書に掲載した写真のうち遺構写真の撮影は、浅川・森原が、遺物写真の撮影は森原が担当した。

8.発掘調査に係る基準点測量および遺物出土点のコンピュータデータ処理業務は有限会社東雲測量に委託し

た。

9.航空写真の撮影および部分的な写真測量業務は株式会社シン技術コンサルに委託実施した。

10.発掘調査で得られた資料の理化学的分析業務を下記のとおり委託実施した。

-久保田・道々芽木遺跡出土金銅製海老錠の化学分析業務

(株式会社川鉄テクノリサーチ分析・評価事業部)

・久保田・道々芽木遺跡出土土師器の胎土分析業務

(パリノ・サーヴェイ株式会社)

-久保田・道々芽木遺跡出土土器の胎土顕微鏡観察業務

(山梨文化財研究所)

-久保田・道々芽木遺跡出土土器の胎土X韓国折およびESCA分析業務

(帝京科学大学理工学部環境マテリアル学科 中篠利一郎研究室)

11.本遺跡出土資料および各種記録は一括して山梨県埋蔵文化財センターが保管している。

12.本遺跡の発掘調査および報告書作成に関わる組織は下記のとおりである。

調査主体 山梨県教育委員会

調査担当 山梨県埋蔵文化財センター(副主査文化財主事浅川一郎・主任文化財主事森原明贋)

調査員平順孝

作業員 赤岡敦、雨宮昭人、飯田みづほ、石部祖代、市村誠、牛山透、加賀美昌友、久保田明義、越石力、

小林健甫、五味護、斉藤和彦、酒井玄暁、佐藤武光、志村昌昭、菅沼芳治、鈴木幸子、鈴木紀治、

平美与枝、田中朋子、田辺秋太郎、千野富子、手塚房子、手塚盛明、中込幹一、林竜太郎、慶瀬

晶子、深沢春美、深沢芳郎、古屋清美、増田あき子、宮久保朝乃、望月直、山下勝美、山下正子、

依田政子、米元明日美、渡辺初恵、猪股順子、大原美和、川住たまみ、佐々木富士子、清水真弓、

名取洋子、新津多恵、早川紀子、望月厚子 (順不同・敬称略)

13.本遺跡の発掘調査および報告書作成にあたって、次の方々からこのご教示ご協力を賜った。記して感謝申

しあげる。

甲府市教育委員会、山梨英和短期大学、望月清隆、星野保則(野田市教育委員会)、松本太郎(市川市教育

委員会)、櫛原功一・平野修・鈴木稔(山梨文化肘研究所)、合田芳正(中央大学)、大蔦正之・小坂隆司

(敷島町教育委員会)、信藤祐仁・伊藤正幸・平塚洋一(甲府市教育委員会)、瀬田正明(一宮町教育委員会)

(順不同・敬称略)



凡例

1.遺構番号は地区ごとに遺構種別かつ発見順に付したものであるため、遺構の所産時期とは無関係である。ま

た、検出途中あるいは報告書作成中の精査により遺構としての報告がふさわしくないと判断したもの等につ

いては、欠番としている。よって最終遺構番号と遺構数は合致しない。

2.遺構図中のスクリーントーンおよびドットマークについては各国内に凡例および文字表記したとおりであ

る。なお、各図面間での統一はしていない。

3.遺構図のうちセクション図・エレベーション図脇の数値は標高を示す。

4.遺構図はグリッドの南北ラインを基軸にレイアウトしており、真北方向はNで示した。

5.個別に示した遺構図の縮尺は下記を基本としたが、例外もあるため各国のスケールを参照されたい。

また、全体図等についても各図のスケールを参照されたい。

竪穴建物跡・.1/50 竪穴建物跡遺物出土状況図・・ 1/50 竃.. 1/25 

土坑・・・・・ 1/25 溝.. 1/50 

6.遺物図中のスクリーントーン等の用例は下記のとおりである。

弥生土器・土師器の内外面に見られる赤彩色範囲・・・・薄いトーン

土師器の内外面に見られる黒彩色および黒色処理範囲・・濃いトーンーーーーーーー

土師器の内外面に見られるタールや炭の付着・・・・・・黒塗り潰し・・・・・・・

須恵器の断面・.. . . . . . . . .・・・・・・・・・黒塗り潰しー

灰紬陶器の断面・. ..... ..・・・・・・・・濃いトーンー・・園田・・

灰紬陶器の施紬範囲・.. . . . . . . . .・・・・・・薄いトーン!

7.遺物の縮尺は、 1/4に統ーしたが、一部に 1/2.5縮尺がある。

8.土器の実測図は、断面を右側に、正面を左側に示すことを基本とした。

9.回転復元実測した土器については各国の上部に・をマークしている。

10. 遺物観察表 (Tab.12~21) 中の法量は、口径/底径/器高の順に示し、推定数値は( )で示した。なお、

種類欄に器種名(杯・聾など)のみを記載したものは土器あるいは土師器である。

11.出土遺物観察表中にある収納箱番号は、山梨県埋蔵文化財センター収蔵の本遺跡出土遺物整理収納箱の整

理番号に合致する。なお、整理収納箱内の遺物は本書の遺物図版 (Fig.)番号順に整理収納しである。

12.土壌色および土器胎土色の説明には、『標準土色帖 (1999年版)j(農林水産省農林水産技術会議事務局監

修・財団法人日本色彩研究所色票監修)に基づき記載した。また、遺物観察表 (Tab.12~21) で用いた色

調については、 Tab.21末尾に凡例を付した。

13. Fi g. 1およびFig.2で使用した地図は国土地理院発行の 1: 25，000地形図「甲府北部JI塩山JI甲府」
「石和」である。
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第I章調査に係る経緯と経過

第1節調査に至る経緯
調査対象となった山梨県甲府市横根町875番地他の土地周辺は平成3年(1991年)に甲府市教育委員会が実施

した遺跡詳細分布調査の結果、文化財保護法にいうところの「埋蔵文化財包蔵地Jとして認識され、平成6年

(1994年)には山梨英和短期大学建設に先立ち、甲府市遺跡調査会が「道々芽木遺跡」および「久保田遺跡Jと

して調査を実施した経過があるところである。よって山梨県土木部によるこの土地周辺への新環状・西関東道

路建設にあたっては、事前の埋蔵文化財の記録保存のための発掘調査が必要であることとなり、平成10年度以

前から県教育委員会と県土木部聞で建設工事と埋蔵文化財保護の調整が図られ、必要箇所については発掘調査

を順次実施していくことが相互に確認され、法手続き等も行われた。これらの流れを受け、平成11年4月27日

から 6月28日には先行工事箇所となる取り付け道路部分(道々芽木遺跡)が山梨県教育委員会によって発掘調

査され、平成12年4月には発掘調査報告書が公刊されるに至った。今回の調査はこの平成11年度調査に継続す

るものであり、調査対象となる工事箇所は①山梨英和短期大学進入路新設地点、②パスロータリー新設地点、

③新環状・西関東道路新設地点の3地点であり、①が道々芽木遺跡に、@@が久保田遺跡に該当する。

今回の発掘調査は平成12年4月21日から10月30日までの約6ヶ月間実施し、以降平成14年3月の報告書刊行

まで整理・報告書作成を実施した。文化財保護法に基づく書類手続きは下記のとおりである。

平成12年4月 文化財保護法第58条の2に基づく「発掘通知Jを山梨県教育委員会教育長に提出

平成12年11月 埋蔵文化財発見届を甲府警察署長あてに提出

第2節調査の経過
発掘調査は道路工事に伴う諸手続き(周辺道路の切り回しゃ各種の土地整理等)の進捗状況と調整を図りな

がら順次実施した。調査は度重なる降雨による水没や夏の猛暑による極度の土壌乾燥硬化などに阻まれながら

も、事前協議で確認されていた予定期間内に完了させることができた。以下、調査の経過について日誌抄録を

記載する。

平成12年4月21日 道々芽木地区北側から調査を開始。

4月24日 コンピュータによる遺物取り上げを開始する。

5月8日 溝・土坑などの遺構プランが確認され、各遺構の検出・記録に着手する。

5月22日 山梨英和短期大学守衛室移転地の測量と表土除去を開始する。

6月1日 道々芽木地区南側まで精査し、各遺構の検出・記録を継続する。

6月16日 確認された土坑が100基、溝が13条となる。

6月22日 久保田 l地区の除草、グリッド設定、基本土層の事前確認のための試掘を開始。

6月27日 道々芽木地区の空中写真の撮影を実施する。

久保田 1地区の西側より調査を開始する。

7月3日 道々芽木地区の調査を完了する。

基本土層確認のための深掘り試掘を調査区北側で実施後に埋め戻しを開始。

7月4日 深掘りトレンチに見られた火山灰層につき、河西学氏(山梨文化財研究所)に現地指導を

いただく。

7月5日 道々芽木地区の埋め戻しを完了する。

7月6日 久保田1地区で平安時代の1号竪穴建物他を確認し、検出に着手する。

7月日日 春日居中学校生徒が遺跡見学および体験発掘を実施。

7月27日 2Hー30グリッド周辺で古墳前期の土器集中区を確認、記録と取り上げ開始。



7月28日 久保田 l地区の西側部分 (27ライン以西)がほぼ完了する。

8月1日 久保田2地区の除草作業を実施する。

8月2日 甲府東中学校生徒および豊富小学校児童が遺跡見学。

8月4日 久保田 l地区西側部分の空中写真撮影を実施する。

8月10日 Z -32グリッド周辺で古墳前期の土器集中区を確認、記録と取り上げ開始。

8月17日 久保田 1地区南側の精査に着手する。

8月21日 久保田 1地区の東側部分 (35ライン以東)の重機による表土除去を開始。

8月23日 2H-30土器集中区の調査を完了する。

9月1日 久保田 l地区で平安時代の5号竪穴建物を確認し、検出に着手する。

9月4日 5号竪穴建物から「海老錠」が出土。

9月11日 合田芳正氏(中央大学)に「海老錠Jの現地指導をいただく。
9月13日 久保田2地区の測量を実施し、人力での掘り下げに着手する。

9月14日 久保田 l地区の東側および南側部分の空中写真撮影を実施する。

9月25日 久保田 l地区の東側部分の調査を完了し、埋め戻しに着手。

9月28日 久保田2地区にて平安時代の9号竪穴建物を確認し、検出に着手する。

10月16日 久保田2地区の南側部分の空中写真撮影を実施する。

10月17日 久保田2地区の北側部分の精査を開始する。

甲府市レインボ一大学および山梨看護士会が遺跡見学。

10月24日 山梨英和中学校生徒が遺跡見学および発掘体験を実施。

10月27日 久保田2地区の調査を完了し、埋め戻しに着手。

10月30日 発掘機材等を搬出し、発掘調査をすべて終了した。

第E章遺跡の環境

久保田・道々芽木遺跡は、山梨県甲府市横根町875番地他に所在する。以下、本遺跡へのアクセス、地理的環

境、歴史的環境について記述する。

第1節遺跡へのアクセス
本遺跡、は東西走する国道140号線(青梅街道)と新環状・西関東道路の交差点である十郎橋西交差点から北上

し、山梨英和短期大学キャンパスに至るまでの約200m区間の両側に展開している。平成13年時点での最寄り駅

は]R中央線酒折駅であり、遺跡から西側へ約1.5kmである。なお、酒折駅の東隣となる石和温泉駅は遺跡から

東側へ約2kmである。

第2節地理的環境 (Fig.1 ) 

本遺跡、の所在する山梨県は日本列島のほぼ中心部に位置し、内陸型盆地である甲府盆地とその周囲に関東山

地、富士山、南アルプス、八ヶ岳などに代表される山々を擁する地形を呈している。甲府市は甲府盆地の北側

および関東山地の南端に市域を置く行政単位であり、横根町は甲府市東部地区の一角を占める小行政区画であ

る。横根町の北西側には八人山 (572m)、北東側には大蔵経寺山 (715m)が聾え、その聞を大山沢川が南流す

る。大山沢川は上中流域において山地の急斜面を南聞きに扇状地を形成し、下流域では南東聞きに小扇状地を

形成する。遺跡はこの南東聞きの扇状地右岸の標高約263m付近に立地する。この扇状地は南東側の笛吹川扇状

地の扇端と今回の調査地点(久保田 2地区)付近で境を接する。大山沢川は十郎川となり西流した後、濁川と
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合流し南流の後、旧笛吹川流路である平等川に合流し、さらに南西流しながら笛吹川に合流する。

第3節歴史的環境 (Fig.2 ) 

遺跡の所在する甲府盆地の北部から東部にかけての地区(甲府市東部地区から東山梨郡春日居町・東八代郡

石和町・御坂町・一宮町)は山梨県の古墳時代から古代・中世にかけての重要遺跡が濃密に分布する地域であ

る。本遺跡では弥生時代後期・古墳時代前期・古墳時代後期・白鳳~奈良・平安時代の遺構・遺物が検出され

ており、周辺の各ゾーンとの関連で培われたものと考えられる。ここでは遺跡周辺を便宜上分割したA~Hの

各ゾーンについて、その歴史環境を概観し、本遺跡理解の一助とする。なお、時代順にみた歴史環境等は既刊

の報告書『道々芽木遺跡.1(2001・山梨県教育委員会ほか)を参照されたい。

Aゾーン:久保田・道々芽木遺跡(1 )を含む。大山沢川扇状地の扇央部から扇端部を一括する。現在の山梨英

和短大キャンパス内に白鳳期小金銅仏を出土するなど弥生後期から平安時代におよぶ豊富な遺跡内容

を持つ東畑遺跡(2 )、横根山田古墳・横根村内 l号墳・同2号墳(3 )もある。なお、本遺跡の平

成11年度調査では弥生後期から平安時代におよぶ遺構・遺物が検出され、平安時代の土馬・縁金や

大量の土師器など特筆すべき遺物の出土を見ている。このゾーンは「様々な時代の細かい遺跡が扇状

地内微高地に散在する地域」と把握するより、むしろ「各時代に連綿と続く大きな一つの遺跡Jと把

握すべき地域であり、このゾーンの特色や検討課題を端的にまとめるならば、以下のとおりとなろ

つ。

①弥生~古墳前期:甲府盆地における拠点遺跡の一つである可能性があること。

②奈良~平安時代:隣接する Cゾーンに知実な「窯業生産地jとしての性格との関連性があること。

寺院あるいは公的施設が存在する可能性を示す特殊遺物が存在すること。

Bゾーン:甲府盆地の北東端部、関東山地南端を成す山地斜面に広がる古墳群地帯を一括する。西から横根・桜

井積石塚古墳群 (4・5. 6・7)、大蔵経寺山古墳群(8 )、春日居古墳群(9 )と広がり、横根・

桜井積石塚古墳群の140基をはじめ、 6世紀代を中心に築造された合計200基以上の古墳がある。全

国的にも希有な「積石塚群Jが多く、その性格や被葬者像には渡来人説も含め諸説あるが、現在の検

討課題は出自究明についての古墳自体からのアプローチよりも、古墳築造の基盤究明を含めた、 A・

C・D.E.Fゾーン等における集落・生産域等の調査研究に重きを置かれつつある傾向にあろう。

Aゾーンの古墳時代の究明に関連があるゾーンである。

Cゾーン:甲府市東部の和戸町から川田町にかけての一帯であり、笛吹川扇状地の扇端部にあたる。白鳳期~奈

良時代・平安時代にかけての窯業生産地域としての性格が際立つが、近年の調査研究でそれと同時期

あるいは他時期の集落・墳墓・寺院等も併存することが見えてきたゾーンである。窯業生産遺跡には、

白鳳期の寺本廃寺 (20)への瓦供給窯の川田瓦窯 (10)、国分二寺 (22.23)への瓦供給窯の上土器

瓦窯群 (11)、奈良・平安時代の土師器「甲斐型土器j生産遺跡の大坪遺跡(12.13.14.15)がある。

また、古墳前期の集落・墳墓や寺院を伴う平安集落を検出した桜井畑遺跡 (16)や弥生後期から平

安時代の亀田・窪田遺跡 (17)、中世では武田信虎の川田館跡 (18)などもある。 Aゾーンとは大坪

遺跡周辺で隣接し、最も関連性の高いゾーンである。

Dゾーン:笛吹川扇状地の扇端以西で、周囲を十郎川(北)、濁川(西)、平等川(南)に固まれた低地一帯を指

す。施行年代は不明ながら条里型土地割が遺存し、古代以降の農業生産遺跡が多く存在する可能性が

高い。低地ゆえにこれまではあまり遺跡の分布が知られていないが、古墳時代~平安時代の外河原ヂ

クヤ遺跡 (19)などの調査事例があり、将来的にはさらに多くの遺跡存在が論じられることとなろ

う。 A.Cゾーンの生産域としての関連性があろう。

Eゾーン :]R石和温泉駅の周辺、大蔵経寺山南側から旧笛吹川(平等111)右岸にかけてを指し、古墳時代から
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平安時代の大集落である松本塚ノ越遺跡 (20)などがある。 Aゾーンの当該時期集落との関連性が

検討課題となる。

Fゾーン:春日居町寺本を中心とした一帯を一括する。甲斐国最古の白鳳期寺院の寺本廃寺 (21)や甲斐国府

所在地および山梨郡衝の可能性のある国府遺跡 (22) とその関連遺跡が濃密に分布する古代甲斐国

の中心域である。 A.Cゾーンとは深い関連性があると考えられ、 Aゾーンからの直線距離は約3.5

加を測る。

Gゾーン:笛吹川左岸、御坂山地から北流する金川によって形成された金川扇状地右岸に広がる東八代郡一宮町

域を一括する。甲斐国分寺 (23)および甲斐国分尼寺 (24)が所在し、奈良・平安時代の集落およ

びゾーン北部に条里型土地割が遺存するなど、古代甲斐国の中心域の一つである。 A.Cゾーンとは

深い関連性があると考えられ、 Aゾーンからの直線距離は約7kmを測る。また、国分古墳群 (25)、

塩田古墳群、八角形墳の経塚古墳 (26)など多くの後期古墳があり、 Bゾーンの積石塚群等を擁す

Aゾーンとの関係が検討課題となる。

Hゾーン:笛吹川左岸、金川扇状地左岸に広がる御坂町から八代町にかけての地域を一括する。 5世紀前半の亀

甲塚古墳 (27)や6世紀後半の姥塚古墳 (28)やその他の後期古墳から成る錦生古墳群 (29)や古

墳後期の群集墳である四ッ塚古墳群 (30)、長田古墳群 (31)、古墳時代から平安時代にかけての大

集落である二之宮・姥塚遺跡 (32)や大原遺跡 (33)などがあるほか、「方八丁J(34)や「国街」

(35)などの地名遺称などから甲斐国府が置かれていた時期がある可能性も指摘されているゾーンで

ある。また、甲斐国と都を結ぶ古代官道(甲斐路)はHゾーンを通過していた可能性が高く、東海道

との交流の要点として位置付けられる地域である。 Gゾーン同様にAゾーンとの関連性が窺える。

第E章調査方法と基本層位

第1節調査方法
(1)調査区

調査は、新環状・西関東道路の建設に伴うものであり、工事範囲と既存道路の関係で大きく 3地区の調査区

(道々芽木地区・久保田 l地区・久保田2地区)に分割 (Fig.4参照)して調査を実施した。

・道々芽木地区:新環状・西関東道路建設に伴い移設が余儀無くなった山梨英和短大進入道路の新設地区

.久保田 1地区:新環状・西関東道路建設に伴い移設が余儀無くなったパスロータリーの新設地区

-久保田2地区:新環状・西関東道路建設に伴う道路幅の拡張地区

(2)グリッドの設定

調査の基本となる平面的なグリッドについては、平成11年度の「道々芽木遺跡」調査で用いた設定方法を踏

襲し3m方眼を設定した。グリッドラインの呼称、もそれに準じ、北から南へ向かつてアルファベットの大文字

でA・B・・とし、 Zの次には2A・2B・・、 2Zの次には 3A.3 B・・とし、西から東へ向かつてアラピア数字

で1・2..とした。グリッド名称は両ラインの交点を基準とし、各グリッドの南東端の交点をもって呼称した。

グリッド設定の基準としたポイント(平成12年度W-9、平成11年度x-9)の国家座標第四系座標はX
=38113.194， Y =10647.411となる。また、極めて遺憾なことではあるが、平成12年度調査の開始段階で基本杭

の認識に組踊が生じ、東西ライン(アルファベット)の呼称、が南方向へ3m(1グリッド分)ずれるという結果

を招くこととなった。ずれの詳細についてはFig.5のグリッド配置図中に記載したので参照されたい。

(3)調査方法

調査は、重機による表土の除去から開始し、遺物包含層以下の掘り下げは人力で行ない、遺構・遺物の確認

と検出に努めた。掘り下げは各グリッド単位を基本とし、必要に応じて土層観察用ベルトや補助的なトレンチ
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を設定しながら進めた。各遺構については平面プランの確認後、規模に応じて土層観察用ベルトあるいは半裁

設定する方法で掘り下げ、諸国面記録および写真記録を行なった。なお、遺構名称は遺構種別で、確認順に番号

を付した。また、平成11年度調査からの番号踏襲はしていない。

(4)遺物の取り扱い

遺物包含層以下の掘り下げで出土した遺物は可能な限り原位置に残置し、コンピュータで3次元データを記

録した。また、必要な場合には、平板実測等で図化した。ただし、小片であるものや原位置を失ってしまった

遺物については各グリッド単位で一括遺物として取り上げた。遺構内から出土した遺物については、平面およ

び断面図化を行なうとともにコンビュータで3次元データを記録したが、小片等は各遺構単位で一括遺物とし

て取り上げた。

第2節基本層位 (Fig.3 ) 

本遺跡の基本土層はFig.3のとおり観察され、第 1. n層が表土層、第E層 (m1層~皿3層含む)が遺物包

含層、第W層~第X困層以下がプライマリ一層と認識された。調査では第E層からを精査を開始し、第百層上

面で遺構がようやく確認できる状況であったため、遺構確認面の土層差による遺構の時期判別はできなかった。

また、本遺跡からは縄文時代前期から中世に至る遺物が出土したが、第困層に各時代の遺物が混在する状況で

あり、層位的に時期区分することはできなかった。なお、基本第W層以下はプライマリー土層となるが、道々

芽木地区北端部 (Fー21グリッド)において地表下3.5mまで試掘し周辺地形の成立等を探査した。また、第N

層以下で見られた粘土質土壌については、付近に土師器生産に関わる大坪遺跡などが存在し、道々芽木遺跡

(平成11年度調査区)からも土師器生産を窺わせる遺構・遺物が検出されていることから、土器生産原料である

可能性を検証すべく土壌分析を試みた。詳細については巻末の付編を参照されたい。
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グ用査調度年成平

J 
平成12年度調査用ゲリッド W-9ポイントに相当

J 
e 
e 

' e 

¥ 

グリッド名称の個鑑についての観明
道々芽本遺跡(平成11年度調布lズ)と久保川 迫々 w本遺跡(平成12
年度)の調費用グリッドについては )jlilJ・胤栴ともに合致させてある
ものの.グリッド名綜について阻舶がqじている。以 F理山を記載し問
知することとする.
@平成12年度の調査実施にあたっては 平成11年度調査の際に設定した
グリッドラインおよび呼祢を諦¥11ミすることを11師としていた.
@具体的には平成11年度にグリッド.世定的J五本とした工事/IJ'J'，A4-1を
基準としてグリッド笹元を行なうこととした.
@しかしながら.平成12'手1貨の調伐開始時点には1:'1'用杭M-1は道路
新設工事のため.すでに原位置を古っており.他の工事)IJ!I(などのw
土座標から工事用抗A4-1を榎元することとなった.
@結果として西関東道路工事用Uい1-]の塩川設置に成功し この杭を
平成11年度調査グリッドの rw-~ホイント J と認織し. 'Jl II~12(fi.度
調査グリッドを設定した. (なお fW-9ホイントJと認蕗した棋拠
は平成11年度調査報告書中の)(~'(，l~曜にある.1
@平成12年度調査が進静する中.が/JlGll勾度調査1><との整合性を同確認
する作講を行なったところ グリソド設定の基本としたJ:~J~用!iLA4-
1は実際には平成11年度グリッドのは 9ポイントjであることが判
明し 結果的として平成11年度グリッドと平成12~1一度グリッドでは東
西方向グリッドライン(アルファベ yトライン)のみ、南へlグリッ
ド (3m)ずれた呼事を探用していたことが判明した.
@本来であればグリッド名称については睦iIをわなった上で報告すべき
ところであるが 平成]2年度調世についてはすべて新たなグリッド名
勝で各極的記録を収めていたため句調査中速での修正は符軍でないも
のと判断し、平成12年度制査については新たなグリッド名称で報告す
るものとした.
@各年度のグリッド名悼の阻削 合世収をまとめると下記のようにな
る.

[血儒]
ホ工事用杭A4-1(X<-38113，19'I，Y=10713J!:J.11 
=平庇12年度グリッドW-Hボイ〉トに相当する
=平成11年度グリッドX-9ホイン卜に相判する
*平成12年度グリッド東西)i向、ライン
=平成11年度グリ γドBラインに捌吋する{出へ3川ずれあり)
[合致]
本平成12年度グリッド南北方1('11ライン
=平成11年度グリッド南北Jiri'j1ラインに完全に合設する
[倒示]
毒事成12年度グリッド 'Aーlボイノ卜l ず)，~Il fj皮グリッド 'B.四 lボイ/ト
*平成12年度グリッドリ 5ポイント'"成)111良グリッr:"]i..-5ホイ〆ト
事平成12年度グリッド !V-28ポイノト '11/&11匂oil!.グリッド W←28*イノト l

区地
内
ζ田

空
矧

9
一

(跡週木芽々道国保久

40. 

Fig.5 遺構全体図
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第W章調査された遺構と遺物

以下、調査された遺構・遺物について、地区ごとに報告する。

第 1節道々芽木地区
平成11年度調査の道々芽木遺跡の北東側にあたり、周知の遺跡名称である「道々芽木遺跡Jにあたる。
道々芽木地区で確認された遺構は、竪穴建物l軒、竪穴3基、土坑121基、溝13条であり、出土遺物は縄文時

代前期、弥生時代後期~古墳時代前期、古墳時代後期~奈良時代、平安時代と多時期におよぶ。

(1)竪穴建物

確認できた竪穴建物は 1棟のみである。なお、「第 l号竪穴建物」はM-22・23グリッドに見られた弥生時代

後期の遺物・焼土等の分布を建物と誤認したものであり、最終的には欠番扱いとした。

第2号竪穴建物(遺構Fig.6、P1.3/遺物Fig.43、P1.63)

(位置)道々芽木地区の中央東端、 M-22.23.24、N-22.23.24グリッドに位置する。

(形状)東西に扇平な楕円形を呈し、長軸4.85mX短軸4.15m、深さ0.16mを測る。

(床面)貼床は認められず、ピット lと2聞の焼土周辺がやや硬化するのみである。

(施設)柱穴と確定はできないがピットが5基あるのみであり、炉も確認されていない。

(遺物)弥生時代後期の土器が大半を占める。図示した遺物は13点。図示できなかった遺物には壷・聾の口縁部

が135g、同じく体部が729g、同じく底部が51g、高杯が199ある。

(時期)弥生時代後期の所産が考えられる。

(2 )竪穴

「竪穴」とした遺構は土坑に類するが、規模などから竪穴建物他の可能性のあるものを指し、 3基が確認さ

れた。なお、規模等については、土坑・竪穴観察表 (Tab.9)を参照されたい。

第1号竪穴(遺構Fig.11、15)

道々芽木地区の中央東部分、 M-18.19グリッドに位置する。古墳時代前期の土器をわずかに出土したのみで

ある。未調査部分が多く、出土遺物も少なく遺構の性格は不明である。

第2号竪穴(遺構Fig.11、15)

道々芽木地区の中央東部分、 N-17グリッドに位置する。出土遺物はない。未調査部分が多く、出土遺物も

少なく遺構の性格は不明である。

第3号竪穴(遺構Fig.13、15)

道々芽木地区の南東端部分、 S.T-24.25グリッドに位置する。図示できる遺物はない。古墳時代前期および

平安時代の土師片がわずかにある程度であり、遺構の性格は不明である。

(3 )土坑

土坑は121基検出された。うち41号、 83号、 110号については、個別図を示したが、その他については全体図

(Fig.11 ~ 15)として示し、規模・出土遺物等については土坑観察表 (Tab.8・9)に示した。なお、土坑の大半

に明確な配列等を見い出すことはできず「掘立柱建物」と認定できたものもない。

ただし、 L.M.N-20.21グリッドに位置する31~36号土坑は約1.5m間隔で、コ字状に並ぶ土坑群であり、 2

間X3間の掘立柱建物である可能性もある。

第41号土坑(遺構Fig.6、P1.17/遺物Fig.44、P1.65)

K.L -20グリッドに位置する。土坑の底部に接して甑1点が出土した。平坦面を上に向けた状態であり、柱

等の礎板的な用途に転用されたものとも考えられる。

第83号土坑(遺構Fig.6、P1.18)

0-20.21グリッドに位置する。西側の深い土坑部分と東側の浅い土坑部分が複合する形状を呈する。東側の

浅い部分の側壁部分は著しく焼土化しており、火熱を伴う何らかの施設と考えられるが、機能・性格は不明で

ある。
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第110号土坑(遺構Fig.6、P1.19/遺物Fig.43、P1.64)

F -20グリッドに位置し、調査区北側へ延びる。 深い円形土坑であり、覆土上層に古墳時代前期の土器片を

多く含む。 F-20グリッド周辺には古墳時代前期の土器が集中的に分布しており、これらとの関連性が窺える

遺構である。

(4)溝

溝は13条検出された。うち 5号、 9号、 11号、 12号については、個別図を示したが、その他については全体

図 (Fig.11~ 13)として示し、規模・出土遺物等については溝観察表 (Tab.7)に示した。

第5号溝(遺構Fig.7、P1.7/遺物Fig.45、P1.67)

J -21.22、K-21.22、L-22グリッドに位置する。覆土上層に弥生時代後期の遺物を多く含むが下層には遺

物をほとんど含まない。長軸8mX短軸1.9mを測り、方形周溝墓の一辺の可能性もあるが、確定はできない。

第9号溝(遺構Fig.8、P1.11/遺物Fig.45.46、PI.68.69)

0-22.23.24、P-20.21.22.23グリッドに位置する。西から東へ弱く傾斜する幅広の溝である。覆土中にまん

べんなく遺物を含み、その主体は平安時代の土師器となる。また、白鳳~奈良時代の瓦破片資料を多く含む特

徴がある。遺構の性格は不明であるが、土地区画的な役割を持った可能性が考えられる。

第11号溝(遺構Fig.9、P1.14/遺物Fig.47、P1.70.71) 

Q -23.24、R-23、S-23.24、T-24グリッドに位置する。遺構発見時には溝としては認識できず、 iR-

23土器集中」として弥生時代後期の遺物集中堆積と把握したが、最終的には弧状の溝であることが判明したも

のである。遺構が調査区東側へ延びているため不明確ではあるが、直径10m以上の円周を描く溝の一部である可

能性があり、円形周溝墓の一部である可能性もある。なお、平成11年度調査の道々芽木遺跡地区で検出・報告

された「弥生集中区」と近接しており、関連性があるものと考えられる。

第12号溝(遺構Fig.10、P1.15/遺物Fig.47、P1.72)

0-17.18、P-18.19.20グリッドに位置する。西から東へ緩く傾斜し、直線的というよりはやや北へ膨らむ

弧状を呈す溝である。覆土に古墳時代後期の遺物を主体的に含み、わずかに古墳時代前期の遺物が混在する。

主体となる古墳時代後期の土師器は古墳時代後期第3段階(森原1995)で、 6世紀後半の所産が考えられ、遺

構の所産時期もほぼこれに等しいと考えられる。また、平成11年度調査の道々芽木遺跡地区で検出・報告され

た「住居跡」とはほぼ同一の時期の所産が考えられるため、その位置関係から見て、古墳時代後期の住居ある

いは集落の周辺をとりまく区画溝である可能性がある。

(5 )遺構外出土の遺物

道々芽木地区から検出された遺構外出土の遺物は弥生時代後期から平安時代におよぶ。時代別の遺物量(重

量)は弥生時代後期~古墳時代前期が37，199g、古墳時代後期~奈良時代が1，500g、平安時代が10，763gとな

り、総計では約50kgを超える遺物量となった。しかし、その大半は微細な破片資料であり、接合復元作業によ

っても、復元できた資料はごくわずかであった。度重なる土地利用により遺跡のかなりの部分が掘削を受けて

いることが想起されるデータである。なお、道々芽木地区の遺物の主体となる古墳時代前期と平安時代の時

期・器種別平面分布状況についてはFig.16に示し、弥生時代後期~古墳時代前期と平安時代の出土遺物量の分布

についてはTab.l.2に示した。

図示した遺物は157点であり、弥生時代後期~古墳時代前期を 1~ 123 (Fig.48~50、 P1.73~83) 、古墳時代

後期を124.125 (Fig.50 、 P 1.83) 、古墳時代後期~奈良時代の瓦および甑を 126~131 (Fig.50.51、P1.84)、平安

時代を132~ 151 (Fig.50.51、P1.84.85)、中世の内耳土器を155 (Fig.51 、 P 1.85) 、時期不明の土製品を152~

154 (Fig.51、P1.85)、縄文時代あるいは弥生時代の石器を156.157(Fig.51、P1.85.86) として報告する。

これらのうち特に古墳時代前期初頭の所産が考えられる土器群については、パレススタイル壷の一部と考え

られるもの (35.36.37.38)や頚部外面にループ状の突帯装飾をもっ壷 (55.56.57)、S字状口縁台付聾の古相を

呈すいわゆる iA類J(80~91) やそれに類する受け口状の口縁部をもつもの (92~101) などが含まれている。

これらはおおむね西部東海地方(伊勢湾周辺)に故地を持つ土器群と把握されるが、その出土地点が道々芽木

地区の北側、グリッドのJライン以北に集中し、さらにはH-20ポイント周辺を中心とした直径約25mほどの円

に近い方形を描く分布域を見せることがわかった (Fig.16上段分布図、 P1.21参照)。現地では遺構として把握す
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ることはできなかったが、あるいは墳墓的な遺構が存在した可能性もある。

第2節久保田 1地区・ 2地区
道々芽木地区の南東側にあたり、周知の遺跡名称である「久保田遺跡」にあたる。大きく「久保田地区」と

括り、必要な場合には北側の調査区を「久保田 l地区」、南側の調査区を「久保田2地区」と呼称する。久保田

1地区で確認された遺構は竪穴建物7軒、土坑208基、溝21条、土器集中区2箇所である。

また、発見された遺物は縄文時代、弥生時代後期~古墳時代前期、古墳時代後期~奈良時代、平安時代、中

世の多時期におよぶ。

(1)竪穴建物

確認できた竪穴建物は 7棟である。なお、「第4号竪穴建物jはY-32グリッドで見られた平安時代の土坑

(第208号土坑)を誤認し、「第6号竪穴建物」は2M-36グリッドで見られた平安時代の遺物集中をそれぞれ建

物と誤認し、「第10号竪穴建物」は第21号溝を誤認したものであり、最終的にはすべて欠番扱いとした。

第 1 号竪穴建物(遺構Fig.17 、 P I.23~25/遺物Fig.52 、 P 1. 87)

(位置)久保田 l地区の北端、 Y-25.26、Z-25.26、2Aー25.26グリッドに位置する。

(形状)南北に扇平な長方形を呈し、長軸4.15mX短軸3.30m、深さO.4mを測る。東壁の竃周辺のみがやや東側へ

突出するような形状を呈す。

(床面)明瞭な貼床は認められないが、竃付近の建物南西コーナ一部分の床面が硬化する傾向がある。

(施設)床面には柱穴や貯蔵穴などは全くないが、竪穴建物の外、北東側に柱穴的な小土坑が3基あり、この建

物に伴うものである可能性がある。ただし、小土坑と竪穴建物の聞で硬化面などが認められたわけでは

なく、竪穴建物を全周するものでもないため、いわゆる「壁外柱穴」と断定することはできない。竃は

東壁の南寄りに設けられ、壁面への煙道掘り込みが短いタイプである。右袖は地山掘り残しであるが、

左袖は基本第百層をベースとした土で構築されている。竃の内面の焼土化は極めて弱い。竃右袖の脇に

は0.5mXO.2mtまどの狭い平坦面を持つ段状の部分が認められ、いわゆる「棚状施設」に相当するものと

考えられる。この段状の部分には、竃構築材と考えられる火熱を受けた喋が7点まとめ置かれていた。

また、この礁に挟まれるように小型の皿(1 )が出土しており、合わせて竃の解体等に伴う何らかの行

為の痕跡を示すものと考えられる。

(遺物)平安時代の遺物のみが出土した。覆土の上層に垂直分布が片寄る傾向があり、平面的には竃前面から南

壁、西壁付近に分布が片寄り、建物内の北東端付近はほとんど遺物分布が見られない傾向があり、竪穴

内の空間利用の一端を示している可能性がある。遺物は7点を図示した。 lは小型の皿、 2は高台付き

の杯、 3は六角あるいは八角形の水平断面(面取り)をもっ高杯脚部、 4は灰紬陶器の碗、 5・6は聾、

7は鉄製紡錘車と考えられる。

(時期)土師器の資料群は古代末3期(森原1994)の特徴をもっており、遺構時期もこの時期の所産と考えられ、

おおむね11世紀の後半代を充てる。ただし、灰軸陶器(4 )および高杯(3 )の時期はこれをさかのぼ

るものと考えられる。

第2号竪穴建物(遺構Fig.18、P1.26/遺物Fig.52、P1.88)

(位置) 1号竪穴建物の南、 2C. 2 B -25.26グリッドに位置し、調査区東に未調査部分が延びる。
(形状)方形を呈し、長軸2.33mX短軸1.25m以上、深さO.lmを測るが、未調査部分が多く不確定である。

(施設)貼床は認められず、柱穴・竃などの施設も確認できなかった。

(遺物) 2点を図示した。 lは古墳時代後期の杯、 2は平安時代の皿である。

(時期)出土遺物は 1 が古墳時代後期 4~5段階(森原1995) で 7 世紀前半代、 2 が平安時代で甲斐型土器編年

XII期(甲斐型土器研究グループ1992)で10世紀第一四半期の所産が考えられる。遺物の時期差が大きい

ため、遺構時期の確定はできないが、少なくとも10世紀前半以降の時期であろうと考えられる。

第3号竪穴建物(遺構Fig.18、P1.27/遺物Fig.52、P1.89)

(位置)久保田 1地区の中央部、 2G-31グリッドに位置するが、焼土の分布を確認できたのみであり、明確な

規模は不明である。
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(形状)遺構プランは南西部分でごくわずかに確認できたのみであり、おそらく方形を呈するものの一部と考え

られるが、不明確である。

(施設)貼床は認められず、柱穴・竃などの施設も確認できなかった。確認されたのは浅い皿状の掘り込みに焼

土ブロックが被さるように堆積した焼土痕が3箇所である。いずれも床面のように硬化しているが、竃

とも異なり性格・用途は不明である。

(遺物)平安時代の遺物が主体的であるが、遺構下にその後検出された 2H-30土器集中の影響か古墳時代前期

の遺物も含まれた。これらのうち、 3点を図示した。1.2は平安時代の杯であり、 3は同じく平安時代

の聾である。

(時期)出土遺物のうち 2は甲斐型土器編年四期(甲斐型土器研究グループ1992)で9世紀第二四半期の所産が

考えられる。その他は平安時代ではあるが詳細時期は不明である。よって遺構時期は少なくとも 9世紀

第二四半期以降であろうと考えられる。

第 5 号竪穴建物(遺構Fig.18.19 、 PI.28~31/遺物Fig.52 、 PI.90~92)

(位置)久保田 l地区の東端部、 2C-37、2D -36.37.38グリッドに位置する。

(形状)東西にやや扇平となる方形を呈し、おおむね長軸3.85mX短軸3.25m、深さ0.23mを測る。西壁の長さが

2.85mであるのに比べ、東壁の長さが3.25mとなるため、平面形状は台形に近いものとなる。

(床面)明瞭な貼床は認められないが、建物南半分(竃付近から西壁のスロープ状部分までの間)の床面がやや

硬化する傾向が認められた。

(施設)床面には径の小さいピットが10穴あるが、規則的な配列は確認できず、性格を確定することはできない。

ただし、 P1とP2は形状・規模が類似することから柱穴としてセットになる可能性がある。貯蔵穴と

考えられるピットにP11があり、建物の南西端に位置する。長楕円形を呈し、規模は長軸1.2mX短軸

0.55mを測る浅い皿状のピットであり、その深さは「貯蔵Jに向くものではないかも知れない。竃は建

物の南東端に設けられ、壁面への煙道掘り込みが短いタイプである。右袖は地山掘り残しであるが、左

袖は袖状に観察することが困難であり建物南壁の一部が竃の左袖を兼ねるような形状となる。竃の内面

は煙道への立ち上がり部分が特に著しく焼土化しているほかはほとんど焼けていない。また、竃との関

係は不明であるが、右袖の正面部分に広く焼土が分布するが、その場が焼けたというよりは寵の構築土

が散らばったという状況であった。竃左袖の脇には1.0mXO.3mほどの緩い傾斜面を持つ段状の部分が認

められ、いわゆる「棚状施設」に相当するものか建物の出入口的施設と考えられる。ただし、段状の部

分には硬化する箇所が全く認められないため、出入口施設である可能性は低いものと考えられる。一方、

西壁の南寄りには幅O.4m~ l.Omを測る台形状のスロープ状施設が認められた。西壁から竪穴建物内へ緩

く傾斜しており、そのまま竃前面まで硬化する床面が連続することから見て、出入口施設である可能性

がある。

(遺物)平安時代の遺物のみが出土した。覆土の上下層にまんべんなく遺物を含むが、平面的には竃の前面を中

心に建物の南側に分布が片寄る傾向がある。建物北側の遺物分布が希薄な箇所は建物内の空間利用の一

端を示しているように考えられる。これらのうち、 8点を図示した。 1~ 4は杯、 5は脚高高台付杯、

6.7は妻、 8は金銅製海老錠の牡金具部分である。 8については、 P11の覆土最上層から横転する形で

出土した。 P11およびその周辺を含め、その他の金具や付随品は出土しておらず、牡金具単独での出土

である。銅に鍍金が施されており、昆虫状の装飾が細かく施されており、出土事例の極めて少ないもの

である。なお、昆虫状の装飾は「セミJを象ったものである可能性が高い。
(時期)土師器は古代末 2~3 期(森原1994) の特徴をもっており、遺構時期もこの時期の所産と考えられ、お

おむね11世紀前半代を充てる。ただし、金銅製海老錠(8 )の遺物時期は不明で、ある。

第7号竪穴建物(遺構Fig.20、P1.32/遺物Fig.53、P1.93)

(位置)久保田2地区の中央、 2Y-45、2Z -45.46グリッドに位置し、南西側の第8号建物を切っている。

(形状)正方形に近い小型の方形を呈し、長軸2.00mX短軸1.85m、深さ0.20mを測る。

(施設)床面にピットが7穴あるが、規則的な配列は確認できず、性格を確定することはできない。また、竃あ

るいはその痕跡も確認できず、規模も極めて小さいことから特に「住居j的役割を見い出すことが困難
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な遺構である。

(遺物)平安時代の遺物のみが出土した。覆土の下層に分布が集中し、平面的には建物の南側に分布が片寄る。

これらのうち、 8 点を図示した。 1~3 は蓋、 4 は杯、 5.6 は皿、 7.8 は聾である。特に 6 の皿は底部

が突出し、糸切り底がそのまま残るものであり、この時期の皿としては異質である。本来は底部の突出

部を最終的には回転箆削りするはずのものが、箆削りが省略されそのまま焼成されたものとも考えられ

る。土師器生産遺跡である可能性の高い大坪遺跡に隣接するが故の遺物であろう。なお、出土した土師

器の大半は堅織に焼成されたものであるが、ごく一部に未焼成であるかのような脆弱な胎土をもつもの

が混在し、図示したものでは lの蓋がそれにあたる。これらの資料については、焼成されたものか否か

を究明すべく理化学的分析を委託し、その成果を付編として掲載したので参照されたい。分析委託の視

点としては、未焼成の土師器は生産遺跡の近隣であれば出土する可能性があるのではないかという点に

契機がある。

(時期)土師器は甲斐型土器編年医期(甲斐型土器研究グループ1992)で9世紀第三四半期の所産が考えられ、

遺構の所産時期もこれにほぼ等しいものと考えられる。

第8号竪穴建物(遺構Fig.20、PI.33.34/遺物Fig.53、PI.94.95)

(位置)久保田2地区の中央、 2Z.3 A-45.46グリッドに位置し、北東側の第7号竪穴建物に切られる。

(形状)正方形を呈し、長軸3.55mX短軸3.50m、深さO.15mを測る。

(施設)床面にピットが2穴あるが、浅く大きいピットであり性格を確定することはできない。また、南壁の全

面にごくわずかな段部があり、幅O.2m程度の平坦面がある。竃は東壁の南寄りに設けられ、壁面への煙

道掘り込みが短いタイプである。両袖ともに地山掘り残しであるが、特に左袖内面には黄色粘土が貼り

付けられるように付着している。これは竃内部から立って出土した平瓦 (13)を竃構築材として設置す

る際に充填させた粘土と考えられ、竃の芯には地山を掘り残し、天井部や袖部内面は別の粘土や瓦・磯

等で構築した技法を垣間見ることができるものである。竃内部は火床面が著しく焼土化しており、頻繁

な使用が考えられる状況であった。

(遺物)平安時代の遺物のみが出土した。覆土の中層に分布が集中するが、竃周辺は床面まで多くの土器が分布

し、平面的には竃正面および南壁中央部の内側に突出した壁付近に分布が集中する。これらのうち、 13

点を図示した。 1 は高台杯、 2~4 は杯、 5 は蓋、 6~11は皿、 12は六角あるいは八角形の水平断面

(面取り)をもっ高杯脚部、 13は平瓦である。なお、 6および7については皿として報告したが、底部

に付くリング状の台部分をつまみと捉ぇ、蓋と見ることもできるものである。 8~11の皿は底部が突出

するものであり、糸切り底がそのまま残るものであり、第7号竪穴建物出土の皿と同様に底部の回転箆

削りの省略が行なわれた可能性のあるものである。また、これも第7号竪穴建物と同様に、出土した土

師器の一部に未焼成であるかのような脆弱な胎土をもつものが混在している。図示したもので7がそれ

にあたり、同様の分析を依託し、付編に掲載したので参照されたい。

(時期)土師器は甲斐型土器編年四~医期(甲斐型土器研究グループ1992)で9世紀第二~三四半期の所産が考

えられ、遺構の所産時期もこれにほぼ等しいものと考えられる。

第9号竪穴建物(遺構Fig.21、PI.35.36/遺物Fig.54.55、PI.96-98)

(位置)久保田2地区の東側、 2X-47、2Z -47、2Y -46.47.48グリッドに位置する。

(形状)東西方向にやや長い長方形を呈し、長軸3.50mX短軸3.25m、深さO.10mを測る。

(施設)貼床は認められなかった。壁溝は全周せず連続性もないが、北壁の東端に長さO.4m、南壁の西端に長さ

O.3mの壁に沿った溝が認められた。床面にはピットが8穴あるが、形状・規模とも様々であり、性格が

明らかなものはない。特にP8は漏斗状の断面形をもっ床下土坑であるが、ピット内からは出土遺物も

なく性格は不明である。

(遺物)平安時代の遺物のみが出土した。覆土の下層に分布が集中し、完形に近い遺物も多い。平面的には、竪

穴建物内の南東端部に分布が集中し、杯・皿などは口縁を上に向けた正位で床面に並ぶように出土した

ものが多い。これらのうち、 29点を図示した。 1~8 は杯、 9 ~12は蓋、 13~23は皿、 24は角杯の把手

部分、 25~27は護、 28.29!ま丸瓦である。なお、 14については皿として報告したが、底部の安定が非常
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に悪いことから、つまみ部を持たない大型の蓋である可能性がある。第9号竪穴建物では第7号および

第8号竪穴建物で見られた「回転箆削りの省略された皿」は見られず、完成品のイメージが強い。ただ

し、同じく第7号および第8号竪穴建物で見られた「脆弱な胎土をもっ土師器」については、同じよう

に堅般に焼成されたものに混じって出土している。図示したものでは13.18の皿がそれにあたり、同様の

分析を依託し、付編に掲載したので参照されたい。なお、 13.18の出土状態は他の完形品と同様であり、

特に変わった点は認められなかった。

(時期)土師器は甲斐型土器編年四期(甲斐型土器研究グループ1992)で9世紀第二四半期の所産が考えられ、

遺構の所産時期もこれにほぼ等しいものと考えられる。

(2)土坑

土坑は208基検出された。うち103号、 124号、 125号、 126号、 158号、 208号については個別図を示したが、

その他については全体図 (Fig.32~ 39) として示し、規模・出土遺物等については土坑観察表 (Tab.9 ~11) に

示した。なお、土坑の大半に明確な配列等を見い出すことはできず「掘立柱建物」と認定できたものもない。

第103号土坑(遺構Fig.22、P1.48/遺物Fig.55、P1.100)

2 1 -28グリッドに位置する。覆土上層に平安時代の遺物を多く含む。このうち 5点を図示した。 1は鉢の

底部、 2~4 は杯、 5 は須恵器の歪である。土師器は甲斐型土器編年四期(甲斐型土器研究グループ1992) で

9世紀第二四半期の所産が考えられ、遺構の所産時期もこれにほぼ等しいものと考えられる。

第124号土坑(遺構Fig.22、P1.49/遺物Fig.55、P1.99)

2 D-36グリッドに位置する。深さ0.56mを測る比較的に深い土坑であるが、遺物は覆土上層のみに集中する。

このうち 4 点を図示した。 1~3 は杯、 4 は聾である。土師器は古代末 1~2 期(森原1994) でおおむね11世

紀前半代の所産が考えられ、遺構の所産時期もこれにほぼ等しいものと考えられる。

第125号土坑(遺構Fig.22、P1.50/遺物Fig.55、P1.99)

2 E-37グリッドに位置する。第5号竪穴建物跡のすぐ南側に近接し、第126号土坑と隣接する。覆土の上層

にほぼ完形の土師器杯l点が正位で出土した。規模や形状から隣接する第126号土坑と同様に合わせ口となる杯

のセットが埋設されていたことが予測されるものである。図示した l 点は杯であり、古代末 2~3 期(森原

1994)でおおむね11世紀代の所産が考えられるが、 2期 (11世紀前半代)の特徴に近い感がある。遺構の所産

時期もこれにほぼ等しいものと考えられ、近接する第5号竪穴建物の所産時期よりはやや古いものと考えられ

る。竪穴建物が存在したときに土坑が掘削・構築されたとは考えにくく、土坑→竪穴建物の順序で構築された

と考える方が自然と考えられる。

第126号土坑(遺構Fig.22、PI.50.51/遺物Fig.56、PI.101.1 02) 

2 E-37グリッドに位置する。第125号土坑のすぐ西側に位置する土坑である。合わせ口に埋設された土師器

杯が2セット出土した。図示したのはこれらの杯4点であり、正位の 1の蓋に2が、正位の3の蓋に4がそれ

ぞれセットになる。覆土および出土状況の観察から1.2のセットと 3.4のセットはほぼ同時に埋設されたもの

と考えられ、どちらかが追加埋設された状況は見えなかった。土師器の時期についいては、第125号土坑と同様

に古代末2期(森原1994)に近い特徴をもち、 11世紀前半代の所産が考えられる。遺構の所産時期もこれとほ

ぼ同じと見られるが、第125号土坑との時間差は判別できていない。また、第125号土坑と同様の理由もあり、

近接する第5号竪穴建物よりは古い時期に構築されたものと考えられる。

第158号土坑(遺構Fig.22、P1.52/遺物Fig.55、P1.99)

2 A-36グリッドに位置する。不整な平面形の浅い土坑であるが、古代末 1~2 期(森原1994) の 10世紀末

から11世紀初頭の特徴をもっ土師器杯1点と割られたような礁が出土した。礁は覆土上位に並ぶように出土し

たため、「墓墳Jの可能性を考えたが、確証は得られていない。
第208号土坑(遺構Fig.22、PI.53.54/遺物Fig.56、P1.104)

Y-32グリッドに位置する。土坑としての確認が遅れ、かろうじて残った掘り込みの痕跡から土坑であるこ

とが確認できたものである。長楕円形の平面形を呈し、北側に人頭大の扇平な離が壁のように立てられた状態

で埋置され、土坑内にも礁が複数個置かれていたことが観察された。人頭大の礁の周辺に遺物が集中し、その

うち 4点を図示した。特に lと2は、正位の lの蓋に 2が乗せられた状態で、立てられた醸の外側に添わせる
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ように出土した。図示した4点はいずれも古代末2期(森原1994)の11世紀前半代の特徴をもつが、底径のや

や大きい杯であるが、 4のみは時期的にやや下る可能性がある。遺構の性格は不明であるが、立てられた扇平

な喋や平面形状から「墓横」の可能性も否めない。

(3 )溝

溝は21条検出された。うち1号、 10号、 16号、 21号については、個別図を示したが、その他については全体図

(Fig.32 ~ 36)として示し、規模・出土遺物等については溝観察表 (Tab.7)に示した。なお、 2号、 5号、 6号、
9号溝は、いずれも平安時代以降の溝であり、南北方向に主軸をもっ共通した特徴をもっ。「道jに伴うもので

ある可能性もあるが確証は得られていなしミ。

第1号、溝(遺構Fig.23.24、PI.37.38/遺物Fig.56、PI.105.106)

久保田 1地区の北側、 Yー23、Z-23.24、2Aー24.25、2B-25グリッドに位置し、北から南へ弱く傾斜す

る幅広の溝である。覆土中にまんべんなく遺物を含むが、その主体となる遺構の所産時期と考えられるのは古

墳時代後期であり、溝の底面にi留まるように出土したものが多い。他の遺物としては、古墳時代前期(一部に
弥生時代後期含む)が混在し、これらのうち34点を図示した。 1~20がおおむね古墳時代前期まで、 21~32が

古墳時代後期の所産と考えられ、 33は覆土の最上層から出土した平安時代の高杯脚部、 34は時期不明の土製品

で垂飾品的なものと考えられる。主体となる古墳時代後期の土師器は古墳時代後期第3段階(森原1995)で、

6世紀後半代の所産が考えられる。なお、遺構の性格は不明であるが、覆土および遺物の残存状況から見て、

水路的な役割を担った可能性は低いものと考えられる。

第10号溝(遺構Fig.25、P1.44/遺物Fig.57、P1.108)

久保田 1地区の南東端、 2G-31、2H -31.32、21 -32、2K -34.35、2K -35.37グリッドに位置する。

遺構周辺の撹乱が著しく、断続的に遺構を確認するに留まり全体像は不明確であるが、北から南へ緩やかに傾

斜する溝と捉えられた。出土遺物は古墳時代前期が主体であり、そのうち18点を図示した。また、第 l号溝と

はその方向性がほぼ同一で、あり、未調査区を隔てて繋がる可能性があるが、出土遺物から見た遺構の所産時期

には祖師が生じることとなり、確定的でないため、別遺構として報告した。

第16号溝(遺構Fig.26、P1.45/遺物Fig.57、PI.109.11 0) 

久保田2地区の東端、 2Y. 2 Z -48、3A-47グリッドに位置する。東から西へ緩く傾斜する溝である。覆

土には砂が多く含まれ、古墳時代後期を主体とする遺物が出土した。遺物は遺構の北側に集中するとともに、

北側から南へ落ち込むように出土したものが多い。これらのうち 9点を図示したが、主体となる古墳時代後期

の土師器は古墳時代後期第4段階(森原1995)で、 7世紀前半代の所産が考えられる。

第21号溝(遺構Fig.26、P1.47/遺物Fig.57.58、PI.111.112)

久保田2地区の北端、 2T.2 U-43.44グリッドに位置する。発見当初は溝として認識できず、南側の壁の直

線的な部分をして「第10号竪穴建物」と誤認した。しかし、調査が進む中で溝であることが判明し、最終的に

は第21号溝として報告するものである。溝の底面はほぼ平坦であり、傾斜を見い出すことはできなかった。遺

物は奈良時代土師器が大半を占め杯と蓋が出土しているが、一部に平安時代のものも混入する。奈良時代の土

師器は平底で身の深い箱形の杯(1 )と盤状の杯(2 .3)が共伴するなど奈良・平安時代E期(山下・瀬田
1999)の特徴をもち、 8世紀の前半代の所産が考えられる。

(4)土器集中

主に古墳時代前期の土器が集中的に出土する箇所を「土器集中」と遺構的に認識して報告する。

2Hー30土器集中(遺構Fig.27-29、PI.55-57/遺物Fig.58-60、PI.113-125)

久保田 l地区の中央南側、 2G. 2 H. 2 1 -30.31グリッドに位置する。古墳時代前期の遺物が大量に集積する

ように出土したものであり、北側が広く南側の狭い台形の溝状の平面形となる。人工的な幅広の溝かとも考え

られたが、浅くなだらかな立ち上がりと覆土に見られた砂質土の堆積状況などから自然的な窪地あるいは沢と

考えるべきと判断し、敢えて「溝」とは呼称しなかった。ただし、遺物の集積については、自然堆積というよ

りは人為的に廃棄あるいは放置・設置されたものと考えられる。遺物の器種別の分布状況をFig.28.29にまとめ

たが、その分布状況から何らかの「意図」を見い出すことはできていない。よって現状では単なる生活道具の

廃棄箇所であるのか、祭杷的意味合いがあるのかという点は不明である。出土した遺物の時期は古墳時代前期
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のみである。総量は38，061gであり、その内訳は高杯が1，112g、小型壷が4，362g、壷・聾が23，040g、S字状

口縁台付聾が7，034g、台付費が660g、甑その他1，853gとなる。大半が破片資料であるが、そのうちの106点

を図示した。

Z-32土器集中(遺構Fig.30.31、P1.58/遺物Fig.60.61、PI.126-128)

久保田I地区の南東側、 Y.z-31.32グリッドに位置する。古墳時代前期の遺物が大量に集積するように出土

したものであり、遺物取り上げ後の精査によって、不整な形状の浅い落ち込みを中心に遺物が分布していたこ

とが判明した。よって「土坑」と捉えることも可能であったが、その落ち込み範囲を越えて遺物が分布する状

況であったため、敢えて「土器集中」と呼称した。遺物の器種別の分布状況をFig.28.29にまとめたが、その分

布状況から何らかの「意図」を見い出すことはできていない。よって現状では単なる生活道具の廃棄箇所であ

るのか、祭杷的意味合いがあるのかという点は不明である。出土した遺物の時期は古墳時代前期のみである。

総量は21，507gであり、その内訳は高杯が1，317g、小型壷が206g、査・聾が16，174g、S字状口縁台付聾が

2，437 g、台付聾カ雪665g、甑その他708gとなる。大半が破片資料であるが、そのうちの29点を図示した。

(5)遺構外出土の遺物

久保田地区から検出された遺構外出土の遺物は縄文時代から平安時代におよぶ。時代別の遺物量(重量)は

縄文時代は510g (久保田 l地区のみ)、弥生時代後期~古墳時代前期が51，788g (久保田 l地区/44，610g、久

保田2地区/7，178g)、古墳時代後期~奈良時代が2，050g (久保田 l地区/1，200g、久保田2地区/850g) 

平安時代が49，591g (久保田 1地区/28，945g、久保田2地区/20，646g)となり、総計では約100kgを超える

遺物量となった。なお、道々芽木地区の遺物の主体となる古墳時代前期、古墳時代後期~奈良時代、平安時代

の時期・器種別平面分布状況についてはFig.40~42に示し、古墳時代前期と平安時代の出土遺物量の分布につい

てはTab.3~ 6に示した。

図示した遺物は96点であり、縄文時代を 1~ 5 (Fig.61、P1.129)、弥生時代後期~古墳時代前期を 6~36 

(Fig.61 ~62、 P1.1 30.131) 、古墳時代後期を37~43 (Fig.62、P1.131.132)、古墳時代後期~奈良時代の瓦を49

(Fig.62 、 P1.133) 、平安時代を44~48、 50~87 (Fig.62.63 、 P1.133~ 136) 、時期不明の土製品ほかを88~96

(Fig.63、P1.136)として報告する。

第V章 考察一久保田・道々芽木遺跡の要点整理とその位置付け-

久保田・道々芽木遺跡の発掘調査で得られた知見および課題について触れる。

(1)縄文時代

遺構は全く検出されなかったが、道々芽木地区では第9号溝覆土から縄文時代前期(諸磯c式)の土器片l

片および遺構外出土遺物として石鍛l点が出土し、久保田地区では縄文時代早期(神之木式)、縄文時代前期

(黒浜式~諸磯b式)、縄文時代中期(五領ヶ台式・曽利E式)までの土器片5点が出土した。いずれも微細な

小片ではあるが、本遺跡の周辺では極めて出土の希な資料であり、甲府盆地北西部の縄文文化の一様相を示す

資料となろう。

(2)弥生時代後期

明確に弥生時代後期の所産が考えられる遺構は数少ない。道々芽木地区第2号竪穴建物、第5号溝、第11号

溝などが代表的なものとして挙げられよう。遺物から見た本遺跡の弥生時代後期の様相については、平成11年

度調査の報告でも指摘のあったとおり、他地域(東部東海・中部高地)からの影響を受けた資料が混在する傾

向が同じく認められた。しかし、本遺跡の弥生時代後期土器については、東部東海系の土器群が優位性をもっ

ていると考えられ、その中にわずかに中部高地系が混じるという状況であると言えそうである。例えば、道々

芽木地区第2号竪穴建物は口縁部に連続刺突を持ち刷毛調整を多用する査・要や棒状浮文の付く有段口縁壷な

ど東海的色彩が強い土器群であるが、中部高地系はほとんど見られず、 1の片口鉢にわずかに中部高地系を感

じさせる程度である。また、道々芽木地区第5号溝、第11号溝についてもほぼ同様であり、多数の東海系に少
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数の中部高地系(櫛描波状文や赤彩される高杯など)が混じる状況である。このような状況はいわゆる「弥生

6期/6A相(六科丘式)J (中山1999) とされる弥生後期後半の甲府盆地周辺に見られる土器様相と類似して
おり、盆地南部の中道町上の平遺跡や盆地西部の櫛形町六科丘遺跡に相通じるものがある。本遺跡周辺つまり

甲府盆地北東部の弥生時代後期後半の土器様相は不明な点が多いが、今回の調査事例などから見れば、甲府盆

地の南部から西部にかけての地域と同様に、東海地域からの影響をより強く受けた時期があったと考えること

ができょう。

なお、本遺跡においては弥生時代後期の遺構・遺物の分布は明らかに北側の道々芽木地区に片寄っており、

さらに調査区の東側から北側に分布が延びる傾向が捉えられている。周辺地域に弥生時代後期の集落や墓域な

どを求めるとするならば、大山沢川の右岸の舌状の微高地(現在の山梨英和短期大学キャンパスの一部)に求

めるべきであると今のところは考えられる。

(3)古墳時代前期

様々な意見があるが、ここではS字状口縁台付聾(特にA類)の出現以降を区切りに「古墳時代前期」と仮
定し記述する。本遺跡で見られた古墳時代前期の資料は IS字状口縁台付聾A類」を含む古段階と IS字状口

縁台付聾C類Jを含む新段階に分けて考えることができる。
①古墳時代前期古段階

本遺跡で見られる古墳時代前期古段階の土器には多くの IS字状口縁台付費A類」と呼称される一群が含ま
れており、その分布は道々芽木遺跡の北端部に集中する傾向がある。調査開始段階からその質量の豊富さに留

意し、遺構の発見・検出に努めたが最終的には土坑や溝以外の遺構(墳墓や竪穴建物など)は検出できなかっ

た。しかし、本文中でも触れたが、 H-20ポイント周辺を中心とした直径約25mほどの円に近い方形を描く分布

域 (Fig.16上段分布図)が観察されており、何か発見できなかった遺構が存在した可能性を指摘できる。また、

特にF.G-20.21グリッドには IS字状口縁台付費A類Jが集中することも特筆される。なお、本遺跡における
この段階の土器資料はそのほとんどが遺構外出土であり、それらの共伴性は明確ではない。この段階を代表す

る資料としては道々芽木地区第 3 号土坑-1 、第 5 号土坑-1 、第 2 号溝-5 、道々芽木地区遺構外-80~101 、

久保田地区 l 号溝-12~14、久保田地区 2 H-30土器集中 -58~60、久保田地区 Z -32土器集中-20などの

IS 字状口縁台付聾A類」やそれに類するもののほか、道々芽木地区遺構外-35~38などのパレススタイルと呼

称される伊勢湾系二重口縁査の一部、道々芽木地区第12号溝-2.3 、道々芽木地区遺構外-55~57などの頚部

外面にループ状の突帯装飾をもっ壷などが挙げられる。これらの土器群が甲府盆地北西部でまとまって出土し

たことにより、弥生時代末~古墳時代初頭にかけてのこの地域が、西部東海地域の影響を強く受けた集団が存

在する地域のひとつであったことが明らかになってきた。また、これらの土器群は「甲斐 I期J(小林2000)に
相当するものと考えられ、伊勢湾周辺地域でいう「廻間 I式J~ 1廻間E式」段階の時期に相当しよう。なお、
本遺跡出土の IS字状口縁台付聾A類Jは破片資料ばかりであり、器形全体のプロポーションから分類するこ
とはできないが、口縁外面への連続刺突や押し引きの施文技法や口縁断面形状、さらに土器胎土までもが多様

なバリエーションを持つため、さらに細かい分類検討が可能と考えられる。

②古墳時代前期新段階

古墳時代前期ではあるが、さらに新しい様相を呈す資料群がある。これらの中心をなすのは IS字状口縁台
付聾C類jと呼称される一群である。古段階ではその分布は道々芽木地区に片寄る傾向があったが、この新段

階では逆に南側の久保田地区(特に久保田 l地区)に分布の中心が移る。特にこの時期を代表するのが、久保

田地区2Hー30土器集中および久保田地区Z-32土器集中である。両者の状況は本文中に触れたとおりである
が、ともに大量の土器が集積するものであり、廃棄・祭把など性格については不明とせざるを得ない。よって

資料の一括性も弱いが、土器の観察等によれば IS字状口縁台付費C類」に共伴する時期のものが主となり、
それよりやや古い様相をもっ土器が混入する状況であることがわかる。この段階を代表する資料としては道々

芽木地区遺構外-102~108、久保田地区10号溝-16、久保田地区 2 H-30土器集中-61~90.95、久保田地区

Z -32土器集中-21~23などの IS 字状口縁台付聾C類」のほか、 2 H-30土器集中-2~4 などの杯部に稜

線を持たない高杯、同24~28などの小型丸底童、同35~37などの単孔の甑、同31などの小型壷、同45 . Z -32 
土器集中 10~13などの有段口縁壷、道々芽木地区遺構外-106.107、久保田地区 Z -32土器集中-24などの
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「山陰系口縁S字聾Jなどがある。これらの土器群は「甲斐W期J(小林2000)に相当するものと考えられ、伊
勢湾周辺地域でいう「廻間E式」段階以降の時期に相当しよう。

(4)古墳時代中期

平成11年度調査では豊富な資料が得られたこの時期については、今回の調査では 1点の土器すら確認するこ

とができなかった。おそらくこの時期の遺構・遺物の存在する箇所は道々芽木地区の北西側(山梨英和短期大

学キャンパスから横根地区の集落内にかけて)の地域に求められるのであろう。

(5 )古墳時代後期

この時期の所産が考えられる遺構には、道々芽木地区第12号溝、久保田地区第 1号溝、第16号溝が挙げられ

る。いずれも溝であり、建物等は検出されなかった。しかしながら、出土した土器は日常雑器的なものばかり

であり、ごく近接地に集落が存在し、それらが結果的に溝に廃棄されたものであろうと考えられる。いずれの

溝も水路というよりは土地区画的な役割が推測されるものばかりであった点も注目される。遺物から見た時期

であるが、 6世紀の後半段階から 7世紀の前半段階までの聞の遺物が認められ、周辺に所在するであろう集落

の存続期間もその時期に等しいものと考えられる。本遺跡、に遺物や遺構を残した人々や集団が後背の古墳群、

横根・桜井積石塚古墳群と無縁であったとは考えにくく、古墳の造営を何らかの形で支えたことが推測される。

しかしながら、合計140基を越える囲内有数の古墳群を控えた地域にしてはあまりに発見される集落遺跡が少な

く、また遺跡規模も小さい感がある。この点については、横根・桜井積石塚古墳群を支えた古墳時代集落がま

だ別のところに眠っていると考えることももちろん可能であるが、 140基以上とされる積石塚のすべてが果たし

て本当に「古墳Jなのかどうかということも含めて再考する必要があるのではなかろうかと考えられる。
(6 )古墳時代後期(白鳳時代)-奈良時代

この時期の所産が考えられる遺構は、久保田地区第21号溝にほぼ限定される。該期の遺物を出土した遺構は

他にもあるが、例えば道々芽木地区第41号土坑は該期の甑を転用埋置しているものであり、遺物時期と遺構時

期が合致する可能性は低い。また、瓦片を多く出土した道々芽木地区第9号溝も遺物の主体は平安時代が占め

ており同様で、ある。本遺跡から出土した瓦や甑については、ほぼ間違い無く近隣の瓦生産窯である川田瓦窯あ

るいは上土器瓦窯からもたらされたものであろうが、出土量あるいは出土状況から見て、この土地で建物等に

使用された可能性は極めて低いものと考えられる。最も可能性の高いのは、久保田地区第8号竪穴建物竃で見

られた竃構築材への転用や先述の道々芽木地区第41号土坑の柱礎板への転用などのように瓦や甑の生産地にお

ける廃棄品などが単なる生活素材として集落へ持ち込まれたということである。ただし、本遺跡の北側に近接

した東畑遺跡では白鳳期の小金銅仏が出土しており、同じく南側に近接した大坪遺跡でも古代寺院の存在を想

起させる遺構・遺物が検出されており、知られざる「蓋Jがこの付近に存在し、そこから何らかの理由でもた

らされた可能性も否定しきれない。

なお、久保田地区第21号溝から出土した土師器はこの地域では希有な出士事例であり、興味深い。遺跡の環

境等でも触れたが、本遺跡の南側の大坪遺跡は土師器生産遺跡、と考えられており、特に8世紀後半以降に甲斐

国一円で消費される「甲斐型土器」を一元的に焼成し、供給したことが推測されている。もちろんその運営方

法や生産の実態究明もできていないが、 8世紀中葉以前の甲斐型土器成立前夜の土器様相とその生産について

はさらに不明な状態である。今回、第21号溝から出土した土師器のうち、特に杯については平底で身の深い箱

形の杯(1 )と盤状の杯 (2.3)が共伴し、甲斐型土器成立前夜の8世紀前半に位置付けられる資料となろう。

これらの土師器の製作技法や形態と甲斐型土器の古相を示す資料との比較検討によって、甲斐型土器の生産開

始の実態を明らかにできる可能性があるものと考えられる。

(7)平安時代

①時期について

古墳時代前期とともに本遺跡の主たる時期である。調査の着手前には表面採集される大量の土師器片(その

大半が平安時代の甲斐型土器)や平成11年度調査で検出された鰐しい量の甲斐型土器を出土した道々芽木遺跡

第2号溝などの存在から大規模な集落等あるいは土師器生産に関わる遺構の存在を推測していたが、実際には

それほどの遺構数もなく、遺物も表面採集される量に比較すればそれほど多い結果には至らなかった。出土し

た遺物は、甲斐型土器編年(甲斐型土器研究グループ1992)の第四期(8世紀末葉から 9世紀第一四半期)、同
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第四期 (9世紀第二四半期)、同第医期(9世紀第三四半期)、しばらくおいて同第XII期 (10世紀前半代)、古代

末編年(森原1994) の第 1 期 (10世紀後半代)、第 2 期 (10世紀末~11世紀前葉)、第 3 期 (11世紀後半代)ま
での時期が認められた。遺構としては9世紀第二四半期の久保田地区第8号竪穴建物、同第9号竪穴建物、 9

世紀第三四半期の久保田地区第7号竪穴建物、 11世紀前半代の久保田地区第5号竪穴建物、久保田地区第125号
土坑、同第126号土坑、同第208号土坑、 11世紀後半代の久保田地区第 l号竪穴建物などが代表的なものとして

挙げられる。

②土師器生産と久保田・道々芽木遺跡

再三述べているが、本遺跡の南側に広がる大坪遺跡からはこれまで行なわれた複数回の発掘調査やその出土

遺物、環境などから奈良・平安時代の甲斐国特有の土師器である「甲斐型土器」を生産した遺跡と考えられて

いる。本遺跡と大坪遺跡は国道を挟んで、遺跡名こそ違えているが、自然地形などから見れば同ーの遺跡と捉え

ることも可能で、あり、調査中から土師器生産に関わる遺構や遺物の発見・検証に留意してきた。土師器焼成等

に関わる具体的な遺構こそ発見できなかったものの、土師器生産地付近ゆえの遺跡の特色に係るいくつかの知

見を得ることができたので、まとめておく。

ア)墨書土器が皆無であることについて

大坪遺跡の発掘調査報告(平野1996)でもすでに指摘されているが、すべての平安時代土器に「墨書」

が見られないことが挙げられる。「住居」的な建物遺構からも土坑からも l点も墨書が確認できなかった。

これは、甲斐圏内の8~10世紀の集落遺跡であれば、大概の遺跡で l ないしは複数の墨書土器が発見さ

れる現状から見て異常な状態である。本遺跡が甲斐型土器を日常的に「消費jする場所ではなかったこと

を示している可能性がある。

イ)通常の流通土師器に見られない土師器の存在について

久保田地区第 7 号~9号竪穴建物から出土した土師器皿に見られる突出した底部と糸切り痕跡は皿製作工

程のうちの最終段階である「底部の回転箆削り」を省略している可能性がある。このような皿は一般の集

落ではほとんど出土を見ないものであり、生産地特有の形態である可能性がある。このような形態が発生

する要因は故意に非流通品を製作した可能性あるいは不慮に工程を忘却した可能性のそれぞれが指摘でき

る。

ウ)来焼成の可能性のある土師器の存在について

同じく久保田地区第 7号~9号竪穴建物から出土した「脆弱な胎土を持つ土師器j は焼成される前のもの
あるいは焼成に失敗したものである可能性がある。通常、土器等が脆弱な状態で検出されるような場合に

はその要因は、土壌中の水分など遺跡の環境によるものであり、同じ環境下にある土器等はいずれも脆弱

になるはずである。しかし、本遺跡で出土した脆弱資料はそのいずれもが、同一箇所から出土する大半の

土師器が堅縦であるにも関わらず、数点のみが脆弱であるという現象を見せるものであった。このことは、

生産地あるいは生産地の近接地であるために見られることである可能性がある。この点については、焼成

と非焼成を判別するための理化学的な分析が必要と判断し、土師器胎土の顕微鏡観察を河西学氏(山梨文

化財研究所)に、胎土のX線回折およびESCA分析を中篠利一郎氏(帝京科学大学理工学部)に業務依託

しその報告を付編として収録したので参照されたい。焼成・非焼成のいずれの結果に関わらず、現段階で

は類似資料の蓄積と比較検討を行ない、将来的な大坪遺跡周辺の実態究明に備えるべきであろうと考えら

れる。

工)土師器の原材料の採取場所について

道々芽木地区においては、地形の成り立ちおよび下層の遺構有無を確認すべく地表下約3m程度の重機試

掘を行なったが、その際に採集した粘質土が、土器製作に比較的向いていることが実験的に確認されるに

至った。そこでこの採集した粘質土が甲斐型土器の原料に使用されている可能性があるのではないかとい

う視点に基づき、パリノ・サーヴ、エイ杜に粘質土と甲斐型土器胎土の比較分析を委託した。分析結果は付

編を参照いただきたいが、結果的には甲斐型土器に本遺跡の現地表下数mまでの粘質土は使用していない

可能性が高いことが判明した。おそらく、本遺跡の粘質土は北側に位置する大山沢川によってもたらされ

たものであり、甲斐型土器の胎土とは異なる(甲斐型土器の原材料にはふさわしくない)ものであったの
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だろうと考えられる。では、甲斐型土器の原材料たる粘質土はどこで採取されたのかを考えると、本遺跡

から十郎川を挟んだ南側の大坪遺跡から川田瓦窯周辺の地帯、つまり旧笛吹川の扇状地の扇端部分で度重

なる氾濫で良質な粘質土がもたらされたであろう地域を指摘することができる。これはあくまで推論に過

ぎないが、大坪遺跡あるいは川田・上土器両瓦窯が甲斐型土器および国分寺等の瓦の生産地になりえたの

は、原材料がその場で採取できたからであろうと考えられ、その点から考えると久保田・道々芽木遺跡を

含む大山沢川扇状地については、甲斐型土器の主たる生産地にはなりえなかったことが推測できるのでは

なかろうか。本遺跡から明瞭な焼成遺構が検出されないことは、あくまで生産地に極めて近接した地であ

るという性格を示しているものと考えられ、大坪遺跡に近い久保田2地区にその色がより強く残されてい

ると考えられるのである。ほんのわずかな自然環境の差違が遺跡の性格を変えている可能性を指摘できる。

もちろん、今固までの分析結果と調査成果だけで結論付けるのは時期尚早であり、平成11年度調査の

道々芽木遺跡調査で検出された土師器焼成遺構の可能性のある土坑や土師器が大量に投棄されたとみられ

る溝の存在をどう評価するかという問題点も残る。この点については、久保田・道々芽木遺跡出土の甲斐

型土器についての再検討(焼成段階での未成品等があるか否かなどの検討)や周辺地域(特に大坪遺跡を

含めた地域)での土壌分析・比較検討の繰返しを経て、結論に近付く必要があることは言うまでもない。

③合わせ口杯を埋置する土坑について

本遺跡で検出された土坑には杯を 2点lセットで合わせ口状態に組み合わせ埋置したものが複数あった。い

ずれも久保田地区から検出された第125号、第126号、第208号土坑であり、時期的には11世紀代に限定される。

これらの性格はその他の出土品や出土状況から断定することはできなかったが、何らかの祭杷的な意味合いが

あるものと考えられる。あるいは埋葬などに伴うものである可能性もあるが、人骨等も検出されていないため、

断定はできない。この点を解明するには、 11世紀代の社会背景や類似事例などを細かく検討する必要があるが、

ここでは今後の課題として問題提起するにとどめる。

④金銅製海老錠の存在について

久保田・道々芽木遺跡、の平安時代の特筆される遺物として、久保田地区第5号竪穴建物から発見された「金

銅製海老錠」が挙げられる。出土状況は、同竪穴建物内の南東隅に設けられた貯蔵穴的なピットの覆土上層か

らの出土となる。この竪穴建物跡の時期は、 11世紀前半代と考えられるが、海老錠そのものの時期とシンクロ

するか否かは今のところ不明である。

出土した海老錠は牡金具の一部であり、大きさは現存長5.2cm、最大幅1.4cm、最大高(弦通し穴部を含む)2.6 

cm、重量約20gを計るものである。弦受部には見虫状の装飾(セミの可能性が高い)が施され、全体に鍍金され

た工芸的な優品であるといえる。圏内では平安京(京都府)や薩摩国府(鹿児島県)、神明久保遺跡(神奈川県)

などに類例を求めることができるものであるが、極めて出土事例の希な出土遺物である。他の出土事例からは

出土地の共通項は、それぞれ国や地方の中心的役割を担ったレベルの遺跡であることとなり、久保田・道々芽

木遺跡の付近に何らかの公的な施設または寺院等が存在した可能性を示唆するものとも考えられる。しかしな

がら、久保田・道々芽木遺跡からは瓦・甑・土馬などの出土は見られるものの、現在までのところ本遺跡自体

に官街・寺院等の存在痕跡を見い出すことはできない状況である。一方、隣接する大坪遺跡における平成12年

度調査(大坪遺跡発掘調査会実施)では円面硯・瓦塔・土鈴・帯金具(巡方)などの遺物のほか大型の掘立柱

建物跡などが検出されており、官街あるいは寺院等が存在した可能性が推測されているという状況があり、久

保田・道々芽木遺跡の調査成果と合わせ考察する必要が生じ始めていることは特筆に価するであろう。なお、

「金銅製海老錠jの鍍金技法や金属性質については、川鉄テクノリサーチ社に分析を委託し、その報告を付編と

して収録したので参照されたい。

⑤高杯、特に多面形の脚部を持つ資料の存在について

久保田・道々芽木遺跡からは 9世紀前半~中葉に所産時期を求めることができそうな高杯が複数確認されて

いる。道々芽木地区遺構外 134.135、久保田地区第 1号竪穴建物 3、同第8号竪穴建物-12などがこれにあ

たるが、これらの資料は山梨県内で調査された一般的な集落遺跡からはほとんど出土していないものである。

類例は甲府市大坪遺跡、甲府市秋山氏館跡などに限られており、特殊性を感じさせる資料である。その形状や

精製された質から見て官街・寺院等の限られた施設に供給されたことが予測され、特に古代官街や寺院の明瞭
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な検出事例のない山梨県地域では出土事例が少ないという現象がおきているものと考えられる。この資料につ

いては、久保田・道々芽木遺跡周辺に官街・寺院等の存在を推測させるものとするか、あるいはいわゆる「特

注品jの生産が付近で行なわれていたことを推測させるものとするのか結論付けはできない。また、久保田地

区第9号竪穴建物からは土師質の角杯の把手と考えられる部位 (24) も出土しており、高杯と同様の推測がで

きそうである。

(8 )おわりに

久保田・道々芽木遺跡の平成12年度発掘調査で得られた知見と残された課題を述べたが、まだまだ触れられ

なかった課題があるのが現実である。最後に現状でのまとめを行なう。

1 .弥生時代後期~古墳時代前期について

今回の調査によって、これまであまりその内容が見えなかった甲府盆地北東部の該期の様相が垣間見れたこ

とが成果として挙げられる。特に古墳時代前期初頭の西部東海地域からの強い影響を受けた地域のひとつであ

ることが判明し、この地域を甲府盆地内の勢力圏のひとつと考えることが必要になったと言えよう。

2.古墳時代後期について
横根・桜井積石塚古墳群を支えた集落等がこの近隣地に存在することが推測できるようになったことが成果

として挙げられる反面、大規模な古墳群を支えたにしては集落規模が小さいのではないかという疑問点も生じ

てきた。

3.平安時代について

8 世紀~10世紀代については、「土師器生産遺跡に極めて近接した遺跡j としての性格を持つことが見えてき

たことが成果として挙げられる。また、 10世紀後半から11世紀代にかけて小規模ではあるがあるが重要遺物を

出土する遺構(竪穴建物や土坑など)が存在し、何らかの重要な施設が付近に存在する可能性が出てきたと言

える。

久保田・道々芽木遺跡の調査を通じ、甲府市東部地域の歴史的な特殊性を再認識している。今後もこの地域

の歴史的特性の解明に努めていきたいと考えている。なお、文末となったが、発掘調査および報告書刊行にご

協力いただいたすべての方々に深く感謝申し上げたい。
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山梨県教育委員会 2001 r道々芽木遺跡』

Tab. 7 溝観察表

位置
図 規模 (m)

調査区 号 遺構
(グリッド) 平面 断面

断面形状
長軸 短輸 深さ

道々芽木地区 1 潟 F・，21.G・21 Fig.11 Fig.11 箱形 2.9 1.1 0.1 

道々芽木地区 2 潤 K・20.21 Fig.12 Fig.12 鍋底形 2.5 0.5 0.13 
道々芽木地区 3 潤 J-21 Flg.12 Flg.12 箱形 1.3 0.5 0.07 
道々~:木地区 4 潤 欠番
道々芽木地区 5 澗 J・21.22，K・21.22，L・22， Fig.12 Fig.7 箱形 81 1.9 0.3 

道々芽木地区 6 潤 N・20，0・20 Flg.12 Fig.12 箱形 21 0.8 0.3 
道々芽木地区 7 潟 K・22.23，J・22 Fi日.12 Flg.12 U字形 3.8 0.4 0.22 
道々芽木地区 8 潤 1・21.22 Flg.12 Flg.12 鍋底形 3.8 0.5 0.12 
道々芽木地区 9 -溜 0-22.23.24，P-20.21.22.23. Fia.13 FI日.8 箱形 10.4 210.26 
道々芽木地区 10 -潟 P-22.23.24 Flg.13 Flg.13 箱形 5.2 0.6 0.08 
道々芽木地区 11 潤 Q・23.24，R・23，5-23.24，T・24 Fiロ.13 Fi目.9 U字形 9.6 0.6 0.23 
道々芽木地区 12 潮 0・17.18，P・18.19.20 Flg.11 Flg.10 鍋底形 9.8 0.7 0.12 

道々芽木地区 13 満 5-23.24.25，T・23.24 Flg.13 Flg.13 U字形 7.2 0.5 0.52 

久保田1地区 1 溝 Y-23，Z・23.24，2A・24.25，2B・25 Fi自.32 Fi日.23 鍋底形 12.5 1.7 0.4 

久保田1地区 2 潟
2B・23.24，2C・24.25，20・25.26，2E・

Fig.32 Fig.32 鍋底形 14 0.7 0.21 
26.27 

久保田1地区 3 -満 2A・23.24，2B・23 Fiロ.32 Fi四.32 箱形 5.4 1.6 0.21 
久保田1地区 4 潤 X-23.24.25.26.27，Y・26 Fig.32 Flg.32 箱形 11.8 1.2 0.35 

久保田1地区 5 潤 2A・24，2B・24.25，2C・25.26，20-26 Fig.32 Flg.32 鍋底形 12.2 0.6 0.15 

2C-23，20-23.24，2E・25.26，2F-
久保田1地区 6 満 25.26.27，2G・27.28，2H・28.29，2ト 32.33 32.33 鍋底形 28.2 0.7 0.24 

29.30 

久保田1地区 7 潤 2F・23.24 Fig.33 Fig.33 鍋底形 1.6 0.6 0.18 
久保田1地区 8 潤 2A-25 Fia.32 FI自.32 鍋底形 1.1 0.4 
久保田1地区 9 潟 2G・29.30，2H・30. Fig.33 Fig.33 鍋底形 3.8 0.7 0.45 

久保田1地区 10 潟
2G・31，2H・31.32，21・32，2K・34.35，2L・

Fig.35 Flg.25 鍋底形 22.8 1.6 0.3 
35.37 

久保田1地区 11 潟 2J-32 Fia.35 Fia.35 箱形 21 0.5 0.15 

久保田1地区 12 潤 2J・31.32 Flg.35 Flg.35 箱形 2.2 0.8 0.25 
久保田1地区 13 -潟 剖-35 Flg.35 Fig.35 箱形 1.6 1.2 0.12 
久保田1地区 14 潟 Z-36.37.3自 円g.34 Fig.34 箱形 61 0.8 0.04 
久保田1地区 15 -潤 Z-36.37 .38，2A-36.37 .38 Fig.34 Fig.34 箱形 7.8 0.9 0.13 
久保田2地区 16 潤 2Y.・47.48，2Z・47.48，3A・47 Fig.36 Fig.26 鍋底形 81 1.8 0.26 
久保田2地区 17 溝 3A・44 Fig.36 Fia.36 鍋底形 2.5 0.4 0.05 
久保田2地区 18 潟 2Y.・44.45 Fig.36 Flg.36 箱形 4.6 1.4 0.13 
久保田2地区 19 鴻 2Z-46，3A-46，3B-45.46 Fiロ.36 Fi自.36 箱形 51 0.8 0.4 

久保田2地区 20 満 2X・47，2Y・47 Fig.36 Fig.36 U字形 1.2 0.4 0.24 
久保田2地区 21 潤 2T-43.44，2U-43.44 Fig.3~ Fig.26 箱形 4.4 2.2 0.24 
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儲 考 弥生
後期

個別図表示 (Fig.7) 550 

偲別図表示 (Fiロ8)

個別図表示 (Fig.9) 2303 
個別図袋示 (Fig.10)

個別図表示 (Fig.23.24)

個別図表示 (Fig.25)

個別図表示 (Fig.26)

個別図表示(円g.26)

出土遺物{日)

古繍 古墳 奈良
前期 後期 平安

705 30 

627 65 75 

66 5 

1767 34 47 

275 16 10 

485 19 

4015 93 9616 

91 110 

2074 32 28 

1124 1784 46 

739 49 

8352 11752 825 

1463 103 

229 14 62 

144 209 

1045 125 260 

1096 40 

565 38 

9612 66 209 

489 24 

10 

59 

960 1878 142 

62 

26 25 69 

16 16 531 



Tab.8 土坑・竪穴観察表(1 ) 

位置
図 持模(叩 出土遺割 (g)

調査区 号 遺構
(ダリッド) 平面 断面

平面形状 断面形状
長軸 短軸 深さ

備 考
弥後生期 古前憤期 古後墳期 奈平良安

道々芽木地区 土坑 I G-18.19 Fig.11 _Eig.1些 不整円形 |鍋底形 60 54 24 161 

i々 芽木地区 2 土坑 I G-18.19 Fig.11 Fig.14 不整円形 |箱形 63 58 48 92 

i々 芽木地区 3 土坑 I G-19 Fig.11 Fig.14 円形 |箱形 65 60 38 320 

i々 芽木地区 4 土坑 叶-19 Fi日11 Fi日14 不整円形 |不整形 80 70 37 286 14 

5 土坑 欠番 . 106号ー柑「荷酷
6 土坑 欠番 105 

i々 芽木地区 7 土坑 3・20.21 Fi日11 Fi日14 不整円形 i鍋底形 115 110 20 35 

i々 芽木地区 8 土坑 I G-20 Fig.11 Fig.14 円形 U字形 47 40 27 27号 113 

9 土筑 |欠番

10 土坑 I G-20 Fig.11 Fig.14 不整円ffl i底形 48 38 12 

道々芽木地区 11 土筑 I G-20 Fi昼11 空包竺 不整円殻 l形 39 30 20 

量々芽2ミ地区 12 土坑 I H-20 Fig.11 Fig.14 不整円買i i底形 40 29 10 25 

13 土坑 I H-20 Rg.11 Fig.14 不整円ffl i底形 42 40 15 17 

I々芽;て地区 14 土筑 I H-20 I Fi日.11 Fig.14 不整円形 !鍋底形 39 38 10 

i々 芽3ミ地区 15 土坑 I H-20 F也11 f匙7竺 不整円形 |鍋底形 34 32 8 

量i々 芽2て地区 16 土坑 I L-21 Fig.12 Fig.14 不整円形 |鍋底形 95 85 12 37 

IA々 芽コて地区 17 土坑 I L-21 Fig.12 Fig.14 円形 |不整形 32 30 30 24 

道々芽木地区 18 土坑 I L-21 I Fi司12 Fig.14 不整円形 |鍋底形 53 16 65 2 

選々芽木地区 19 土筑 I L-21 Fig.12 Fig.14 不整円形 |箱形 64 55 18 36 

道々芽木地区 20 土坑 I M-20 Fig.12 Fig.14 楕円形 |鍋底形 68 58 12 70 25 2 

道々芽穴地区 21 土坑 I J-21 Fi日12 Fi日14 方形 U字形 44 37 54 69 3 

道々芽3に地区 22 土坑 I J-21 Fig.12 Fig.14 不整円形 U字形 32 -1 23 

道々芽3ミ地区 23 土坑 I G-21.22 Fig.11 Fig.14 円形 U'F形 42 40 26 

遅々芽3に地区 24 土坑 IG・22 Fi日11 Fi日.14 円形 置形 42 39 27 108 

道々芽;史地区 25 土坑 IH引 Fig.11 Fi日14 不整円形 39 32 26 

遺々芽3て地区 26 土抗 1 H-21 IR!l.11 Fiロ14 不整円形 40 39 28 

遺々芽.:>1':地区 27 土坑 I G-20 円g.11 Fig.14 円形 E形 43 40 12 4 2 

i々 芽2に地区 28 土坑 IH・20 Fig.11 Rg.14 不整円形 1百5 41 38 20 23 2 

i々 芽2て地区 29 土坑 |ト20 Fig.12 Fi日.14 方形 Z整形 48 42 12 

I々芽二に地区 30 土坑 L-20 Fig._12 Fig._1i 不整円形 I~ 自Jf~ 40 35 23 

i々 芽3て地区 31 土坑 I L.M-21 Fig.12 Fig.14 不整円形 |鍋』E百 53 49 20 21 35 

道々芽3て地区 32 土坑 I M-21 Fi日12 Fig.14 不整円形 E青I 53 48 19 32 20 77 

道々芽木地区 33 土坑 I M-21 Fi日12 Fiロ14 |楕円形 E耳i 67 44 17 5i 104 

道々芽木地区 34 土坑 1 N-21 1 Fig.12 Fig.14 不整円形 E青; 60 55 20 19 20 

量々芽木地区 35 土坑 1 N-20 1 Fig.12 Fig.14 |不整円形 目罷 62 58 25 19 15 

量々芽木地区 36 土坑 1 N-20 IF咽ー12 Fi口14 |不整坦~ 司底形 75 57 17 96 11 

置々芽木地区 37 土坑 1 K-20.21 1 Fig.12 Fig.14 |楕円形 司底形 48 45 20 32 

E々 芽木地区 38 土坑 1 K-19 1 Fig.12 Fig.14 円形 32 32 27 

量々芽木地区 39 土坑 I M-19.20 1 Fig.12 Fig.14 手整円形 65 14 

量々 芽*'地区 40 土坑 1 M-19.20 1 Fi日.12 FiO.14 手整円形 i形 (70) 14 21 36 

重々芽;ド地区 41 土坑 K.L-20 1 Fig.12 Fig.6 曹円形 i形 56 45 23 個別図表示 (Fig.6) 79 

量々芽3ド地区 42 土筑 M-21 1 Rg.12 1 Fig.14 |楕円形 U字形 67 62 26 117 

量々芽2ド地区 43 土筑 I N-20 1 Fi日12 1 Fig.14 |楕円形 |鍋底形 62 43 18 40 

i々芽木地区 44 土坑 I K.L-21 1 Fiロー12 Fiロ14 |楕円形 |箱形 54 38 16 51 

l々芽木地区 45 土坑 10-21 1 Fig.12 1 Fig.14 !方形 l不整形 57 45 40 132 6 

l々 芽3ド地区 46 土坑 0-21 1 Fi日12 1 Fig.14 |方形 鍋底形 52 52 14 14 

[々 芽2ド地区 47 土筑 0-21 I Fig.12 1 Fig.14 |不整円形 鍋底形 51 17 

48 土坑 欠番 2 .ツ卜 3

49 土坑 K.L-23 Fig.12 1 Fi日.14 l不整円形 鍋底形 40 35 7 

50 土坑 N-22 Fi日12 直!昼1竺 |楕円形 箱務 25 38 23 30 

51 土坑 M-22 Fig.12 1 Fig.14 |不整円形 鍋日E百: 28 25 7 

1""安f'トま包U邑 52 土坑 L-22 Fig.12 1 Fig.14 |不整円形 鍋自fJf， 25 21 B 

[々 芽2ド地区 53 土筑 L-22 Fi日12 Fig.14 |不整円形 そ 〉佃 42 38 30 19 

l々芽2k地区 54 土筑 L-22 Fi日12 Fiロ14 |不整円形 そU〉側 48 42 25 59 3 

55 土坑 J-22 Fig.12 Fig.14 |楕円形 鍋底骨i 62 46 12 

56 土坑 J-21 Fig.12 1 Fig.14 |不整円形 鍋底耳i 62 60 13 

l々芽2k地区 57 土筑 1-21 円日.12 Fig.14 |楕円形 鍋底形 55 48 14 

58 土筑 I.J-22 Fig.12 Fig.14 |不整円形 鍋底形 52 45 19 35 

l々芽木地区 59 土坑 欠番 ー17号潜に吸収 117 

道々芽木地区 60 土坑 J.K-23 Rg.12 Fi日14 |街円形 箱形 70 6 

道々芽木地区 61 土坑 I.J・21 Fig.12 Fig.14 方形 鍋底形 52 50 7 

道々芽2k地区 62 土坑 1 J.K-22 Fig.12 Fig.14 不整円形 箱形 55 50 26 

i々芽コ位地区 63 土坑 欠番 2号竪穴建物ピ γ卜4

i々 芽2k地区 64 土坑 欠番 2号竪穴建物ピット 5 65 18 

65 土坑 N-23 Fig.12 Fig.14 不整円形 U字形 32 27 15 

66 土坑 1 Q-22 Fig.13 Rg.14 不整円形 その他 82 78 23 34 22 

道々 ー事*'地区 67 土筑 10-22 Fig.12 Fig.14 方形 鍋底形 150 145 27 11 

道々.if*，地区 68 土坑 Q-23 Fig.13 Fig.14 楕円形 |鍋底形 86 78 17 25 

'"ま'写 目、Z也'" 69 土坑 1 0-23.24 Fig.13 Fig.14 楕円形 |箱形 140 90 14 5 20 

70 土坑 10-24 Fig.13 Fig.14 方形 |鍋底形 80 70 17 15 

道々 寺3は由区 71 土坑 R-24 Fi日13 E竪竺 楕円形 |鍋底形 80 65 20 

道々 司自区 72 土坑 1 K-22 Fig.12 Fig.14 不整円形 U字形 60 58 22 37 

道々 if;> て地区 73 土坑 1 K-22.23 Fig.12 Fi日.15 不整円形 |鍋底形 58 7 

道々 害3に地区 74 土坑 10-17 Fig.11 Fi日15 棺円形 I~里堅 84 65 26 117 37 

道々芽;て地区 75 土坑 10-18 Fig.11 Fig.15 U字形 40 21 107 39 

道々芽:対自区 76 土坑 型三1旦 Fig.11 Fig.15 楕円形 その他 60 56 17 33 

道々芽:E地区 77 土坑 10・19 Fig.11 Fig.15 その他 65 27 41 59 

道々芽;て地区 78 土坑 10-18 Fig.11 Fig.15 楕円形 U字形 71 60 35 151 19 

道々芽;ミ1由区 79 土坑 10・19 Fi日.11 Fig.15 楕円形 |鍋底形 54 51 10 15 

道々宰2ミ地区 80 土坑 10-19 1 Fig.11 Fi口15 不整円形 l鍋底形 46 46 6 

道々 作地区 81 土坑 0・23 1 Fig.12 Fig.15 楕円形 そのf也 75 62 22 

道々 立地 82 土坑 0-23 1 Fig.12 Fig.15 不整円形 |鍋底形 57 45 15 24 5 

遺々 ド地 83 土坑 10-20.21 1 Fig.6 Fig.6 楕円形 U字形 143 83 52 個別図表示 (Fig.6) 66 

1且々 p、Z也 84 土坑 P-18 1 Fig.11 Fi日15 不整円形 |鍋底形 85 82 17 60 
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Tab.9 土坑・竪穴観察表(2 ) 

位置
図 規模 (cm) 出土遺物 (g)

調査区 号 遺構 平面形状 断面形状 備 考 弥生 古蹟 古蹟 奈良(デリッド) 平面 断面 長軸 短軸 深さ
後期 前期 後期 平安

道々芽木地区 85 土坑 P-18 Fig目11 Fig.15 楕円形 鍋底形 84 64 17 113 115 
道々芽木地区 86 土坑 P-18 Fig.ll Fig.15 楕円形 鍋底形 70 66 19 85 86 
道々芽木地区 87 土坑 P-18 Fi口11 Fi日15 不整円形 鍋底形 60 18 159 
道々芽木地区 88 士坑 P-20 Fig.ll Fig.15 楕円形 鍋底形 48 45 16 18 1 
道々芽木地区 89 土坑 N司20 Fig.ll Fig.15 楕円形 鍋底形 56 50 7 57 
道々芽木地区 90 土坑 N-20 Fig.ll Fi日15 1- 鍋底形 34 11 8 25 16 
道々芽木地区 91 土坑 N-19.20 Fig.ll Fig.15 ・ 鍋底形 58 23 59 12 5 
道々芽木地区 92 土坑 N-20 Fig.ll Fig.15 鍋底形 20 15 35 
道々芽木地区 93 土坑 N・20 Fig.ll Fi日.15 1- 鍋底形 35 14 13 
道々芽木地区 94 土坑 N.O・19.20 FiQ.ll FiQ.15 楕円形 鍋底形 69 55 25 35 39 12 
道々芽木地区 95 土筑 0-20 Fig.ll Fig.15 不整円形 鍋底形 62 54 20 37 
道々芽木地区 96 土抗 0-20 Fig.ll Fig.15 円形 鍋底形 65 65 24 104 
道々芽木地区 97 土坑 N-19 Fig.ll Fig.15 円形 鍋底形 52 52 27 82 7 
道々芽木地区 98 土坑 P-20 FiQ.ll Fi日15 1- その他 83 45 
道々芽木地区 99 土坑 L-20 Fig.12 Fig.15 方形 鍋底形 60 47 25 38 
道々芽木地区 100 土坑 0-22.23 Fig.13 Fig.15 1- 鍋底形 50 12 29 29 
道々芽木地区 101 土筑 R・24 Fi白13 F悶.15 不整円形 鍋底形 50 45 11 100 18 9 
道々芽木地区 102 土坑 R-24 Fig.13 Fig.15 楕円形 U字形 37 24 17 
道々芽木地区 103 土抗 R-24 Fig.13 Fig.15 ・ 鍋底形 56 7 30 12 
道々芽木地区 104 土抗 M-20 Fig.12 Fi日.15 楕円形 その他 140 110 43 323 428 
道々芽木地区 105 土坑 H-19 Fig.ll Fig.15 楕円形 鍋底形 56 49 12 43 
道々芽木地区 106 土坑 G.H-19 Fig.ll Rg.15 楕円形 鍋底形 68 54 15 168 11 
道々芽木地区 107 土筑 N-20 Fig.ll Fig.15 楕円形 その他 45 37 20 13 4 
道々芽木地区 108 土坑 F-18 Fi日.11 Fig.15 円形 鍋底形 46 36 6 
道々芽木地区 109 土坑 F.G-18 Fig.ll Fi日15 楕円形 鍋底形 70 19 121 
道々芽木地区 110 土坑 F・20 Fig.6 Fig.6 楕円形 U字形 60 45 54 個別図表示(喧昼6) 235 15 
道々芽木地区 111 土坑 G・19 Fi日.11 Fig.15 楕円形 U字形 36 30 17 6 
道々芽木地区 112 土筑 0・20 Fi日11 Fi日15 円形 箱形 35 35 20 15 9 
道々芽木地区 113 土坑 0-19 Fig.ll Fig.15 円形 鍋底形 75 75 21 46 24 
道々芽木地区 114 土坑 0.N-20 Fig.ll Fig.15 摘円形 U字形 34 30 35 63 4 
道々芽木地区 115 土坑 R.S-24 Fi日.13 Fig.15 情円形 U字形 35 32 22 
道々芽木地区 116 土坑 S.T・21 Fig.13 Fig.15 楕円形 鍋底形 45 35 15 6 
道々芽木地区 117 土坑 P.0-17 Fig.ll Fig.15 不整円形 U字形 70 53 97 18 
道々芽木地区 118 土坑 P-17.18 Fi日.11 Fi日15 楕円形 鍋底形 47 42 14 25 
道々芽木地区 119 土坑 0・18 Fig.ll Fig.15 不整円形 その他 60 60 22 43 24 
道々芽木地区 120 土坑 N-18 Fig.ll Fig.15 楕円形 鍋底形 72 68 24 61 6 
選々芽木地区 121 土坑 N・18.19 Fig.ll Fig.15 隅丸方形 鍋底形 112 90 5 
道々芽木地区 1 竪穴 N-18.19 Fi日.11 Fig.15 方形 箱形 275 225 15 102 
道々芽木地区 2 竪穴 N-17 Fig.ll Fig.15 方形 箱形 165 104 6 
道々芽木地区 3 竪穴 S-24.25，T-24.25 Fig.13 Fig.15 不整形 箱形 160 120 22 487 85 

久保田1地区 土坑 Y-24 Fi日32 Fig.37 不整円形 箱形 45 40 22 
久保田1地区 2 土坑 Z・23.241Y-23.24 Fig.32 Fig.37 不整円形 箱形 65 60 33 45 12 
久保田1地区 3 土坑 Y-24 Fi日目32 Fig.37 不整円形 箱形 45 40 32 15 
久保田1地区 4 土坑 Z・24 Fig.32 Fig.37 楕円形 箱形 70 45 30 90 18 
久保田1地区 5 土坑 Z・24 Fig.32 Fig.37 楕円形 鍋底形 45 35 20 8 4 
久保田 1地区 6 土坑 Z・24 Fig.32 Fig.37 楕円形 鍋底形 30 23 12 15 
久保田1地区 7 土坑 Z・24 Fi日32 Fig.37 楕円形 箱形 35 30 12 
久保田 1地区 8 土坑 2A-25 Fig.32 Fig.37 円形 鍋底形 55 55 22 30 
久保田 1地区 9 土杭 20-23 Fig.32 Fig.37 不登円形 鍋底形 62 57 30 
久保田 1地区 10 土坑 20-23.24/2E-23.24 Fig.32 Fig.37 不整円形 鍋底形 70 65 15 112 
久保田 1地区 11 土坑 20-24 Fi日.32 Fi日.37 楕円形 鍋底形 50 45 26 28 
久保田1地区 12 土坑 2E-24 Fig.32 Fig.37 円形 箱形 40 40 17 45 
久保田1地区 13 土坑 2E-24 Fig.32 Fig.37 楕円形 U字形 40 35 28 45 
久保田1地区 14 土筑 2E-23 Fig.32 Fig.37 楕円形 U字形 40 40 40 13 
久保田1地区 15 土坑 2E・24 日g.32 Fig.37 円形 鍋底形 37 35 20 
久保田1地区 16 土坑 2E-24 Fig.32 Fig.37 不整円形 鍋底形 57 52 20 131 7 
久保田 1地区 17 土坑 2E-24.25 Fi乱32 Fig.37 円形 箱形 50 47 34 57 9 
久保回 1地区 18 土坑 2E・24 F協32 Fig.37 楕円形 U字形 24 22 24 6 
久保田 1地区 19 土坑 2E-24 Fig.32 Fig.37 楕円形 鍋底形 38 36 17 15 
久保田1地区 20 士坑 2F-24 Fig.33 Fi日37 楕円形 箱形 50 42 22 
久保田1地区 21 土坑 2F-24 Fi日33 Fi日37 円形 U字形 32 30 27 
久保田1地区 22 土筑 2F-24 Fig.33 Fig.37 楕円形 鍋底形 28 15 
久保田1地区 23 土坑 2F-25 Fig.33 Fig.37 円形 鍋底形 50 50 28 20 23 
久保田1地区 24 土抗 2F-25 Fig.33 Fig.37 楕円形 U字形 23 15 21 8 
久保田1地区 25 土坑 2F-25 Fig.33 Fiロ37 楕円形 U字形 25 20 23 2 4 
久保田1地区 26 土坑 2F-25 Fig.33 Fig目37 円形 U字形 28 27 26 22 
久保田 1地区 27 土坑 2F-25 Fig.33 Fig.37 楕円形 箱形 38 32 20 
久保田1地区 28 土坑 2F-25 Fi日33 Fi日37 円形 箱形 22 22 24 
久保田1地区 29 土坑 2F-25 Fig.33 Fig.37 楕円形 箱形 27 23 17 
久保田1地区 30 土坑 2F-25 Fig.33 Fig.37 不整円形 鍋底形 32 26 16 2 2 20 
久保田1地区 31 土坑 2F・25 Fi日33 Fi日.37 円形 U字形 20 17 17 
久保田 1地区 32 土坑 2F-25 Fiロ33 Fiロ37 円形 U字形 16 15 15 
久保田 1地区 33 土坑 2G-24 Fig.33 Fig.37 円形 鍋底形 28 27 19 
久保田 1地区 34 土抗 2G・24 Fig.33 Fig.37 円形 U字形 36 34 30 
久保田1地区 35 土坑 2G-25 Fig.33 Fig.37 円形 鍋底形 50 50 22 3 
久保田1地区 36 土坑 2G-24 Fig.33 Fig.37 円形 鍋底形 37 35 18 9 
久保田1地区 37 土抗 2G-24 Fi日33 Fi日.37 楕円形 鍋底形 35 16 87 1 6 
久保田1地区 38 土坑 2G-24 ;=;g.33 Fig.37 楠円形 その他 60 50 22 
久保田1地区 39 土坑 2G-24 Fig.33 Fig.37 楕円形 鍋底形 30 27 19 1 
久保田 1地区 40 土坑 2G-24 Fig.33 Fig.37 円形 U字形 32 32 21 
久保田 1地区 41 土坑 2G-24 Fig.33 Fig.37 円形 U字形 23 23 18 18 14 
久保田 1地区 42 土坑 2G-25 Fig.33 Fi日37 円形 箱形 24 22 24 
久保田1地区 43 土坑 2G-25 Fig.3喧 恒国旦空 円形 U字形 16 16 20 
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Tab.10 土坑・竪穴観察表(3 ) 

位置
自 E模{国 出土遺 (。

観査区 号 遺構
('fリッド) 平面 断面

平面形状 断面形状
長軸 短翰 深さ

備 考
弥後生期 古前繍期 古後績期 奈平良安

L回|地区 44 土品 12G・25 1 Fia.33 Fia.3~ 円形 |箱形 27 27 22 20 8 

L国1地区 45 土2 12G・25 序ia.33 Fia.3~ 円距 そのf也 23 20 30 

L回1地区 46 土坑 12G.25 Fia.33 Fia.3'j 円罷 F形 27 27 21 

E回1地区 47 土抗 12G・，25 Fia.33 Fi日37 円lIJ F形 24 22 20 

E回1地区 48 土品 12G・25 Fia.33 Fia.37 円野j 静 27 25 20 8 

久 E回1地区 49 土筑 12G・25 Fia.33 Fia.37 楕円形 葺形 43 14 14 7 

久保田1地区 50 土筑 12G-25 Fia.33 Fia.37 主整円形 調底形 18 17 13 

久保田 |地区 51 土坑 12G・25 Fia.33 Fia.37 自円形 調底形 40 33 15 76 

畢田1地区 52 土筑 Fia.33 円。37 5円形 その他 32 25 21 

E田1調k区 53 ヒ坑 12G・25 Fig.33 円。37 3形 箱1 23 22 21 

E回 2区 54 ヒ筑 2H・25.26 Fiロ.33 円四37 Z整円形 鍋』E形 70 67 30 38 70 

E回 t区 55 ヒ筑 2F.2G-24 Fia.33 Fia.37 円形 U' 戸形 32 30 24 

L回1制区 56 ヒ銑 2F.2G-24 Fia.33 Fia.37 円形 箱1 お 21 21 

E困1地区 57 ヒ坑 2F-26 Fia.33 Fia.37 楕円形 U'再開 27 21 18 3 

長田 1地区 58 土筑 2G・26 Fia.33 Fi日37 円形 宇Jf: 23 23 19 5 

民団 1地区 59 土抗 2G-26 Fia.33 Fia.37 円形 U'戸商 28 28 20 5 

民団 1地区 60 士銑 2G-26 Fia.33 Fia.37 円形 U~Jf: 30 29 19 3 2 5 

久 品目 1抽区 61 土坑 2G・26 Fi白33 Fi由.37 |不襲円形 R罪 55 50 44 103 

品目 II唖 62 土t 12G-26 1 Fia.33 1 Fia.37 |円形 U 固拒 23 23 14 

島田1地区 63 土t12G・27 I Fia.33 而正面 |円 U~罪 25 25 21 4 5 2 

島田 1地区 64 土t12G・27 1 Fiロ33 1 Fia.37 |不 E円形 1そ7)iti 45 28 

島田 1地区 65 12G・27 1 Fiロ.33 1 Fia.37 |棺 明書 U~再 28 23 18 

島田 |地 66 坑 12G.2H-27 同b函 IFia.37 |不 E円形 |その制 48 45 21 13 16 

品目 |地 67 12G.2H-2: I Fia.33 同厄言7 百円陣 |量i底i 55 49 14 4 

長田 1地区 68 坑 12H-26.27 1 Fia.33 1 Fia.37 ド聾 q形 字t 46 35 22 

E回1地区 69 土筑 12H-27 1 Fia.お 1 Fia.37 自円 醇|富llifl 46 25 11 7 

品目 l地区 70 土筑 12H-27 |両日3 1 Fia.37 青円 陸 IfI 32 28 15 

品目1地区 71 土抗 12H-27 日証弱 両両円i U 目形 25 22 16 

長田1地区 72 土筑 121-26 1 Fia.33 1 Fig.37 円 戸形 25 23 70 6 

保田1地区 73 土坑 12ト，26 1 Fia.33 1 Fia.37 |不1E円形 |鍋lE形 53 25 5 

串田 |地区 74 土坑 12ト26 陪厄語 同ia.3~ E円形 28 25 12 13 

耳目1地区 75 土坑 121・26 1 Fiロ33 1 Fig.37 E円形 28 17 9 12 

』田1地区 76 土筑 121・26 1 Fia.33 1 Fia.3~ 3形!鍋J 48 40 12 

}回 地区 77 土坑 121・26 市瓦函 同正面 官円形 そ4 49 40 20 7 

』回1地区 78 土坑 12ト25 1 Fiロ.33 Fia.38 曹円形 |鍋E 50 40 18 

h田 1劃E区 79 土t 120-24 1 Fia.33 Fia.38 円膏 U~ 32 30 26 

島田1飢区 80 土t 12C-25 I-F阻.32 Fia.38 円膏 U~ 38 36 46 

. 』区 81 土t 120・25 市厄語 Fia.38 円形 置到 32 28 30 24 1 

1抑区 82 土t 12E・25 IF阻 32 Fia.38 1形 20 20 23 

R回1地区 83 土t 12E・26 1 Fia.33 Fiロ38 楕円形 E罰 41 33 21 28 

軍国 1地区 84 土t 12E・26 1 Fia.33 Fia.38 楕円形 3底調 40 23 

畢困 地区 85 土t 2E.2F・26 下厄函 Fia.38 |不整円形 鍋底形 131 28 12 自

畢田 1地区 86 土t 28-24 I Fia.32 F旧38 円形 箱形 37 34 44 B 

畢回 1地区 87 土t 2H・25 1 Fia.33 Fia.38 円形 U字形 26 25 16 1 5 

軍国 地区 88 土t 2H・25 Fia.33 Fia.38 l楕円形 U字形 36 30 23 7 

畢回1地区 89 土t 2H-25 Fia.33 Fiロ38 円1 U字形 28 24 18 

豊田 1蝿区 90 土t 2H・25 Fia.33 Fia.38 I PlI U字形 20 18 17 
車問 持区 91 土t 2H-25 Fia.33 Fia.38 円1 U字形 20 19 15 

長田 1錯区 92 土t121引 Fia.35 Fi白38 情pl形 鍋底形 53 45 17 13 

長田 1雄区 93 土坑 121-31 1 Fia.35 Fia.38 情円形 |鍋l主形 44 40 21 4 

畢回 1 区 94 ヒ筑 12J-32 日厄扇 Fia.38 円青S U' F形 33 32 40 

畢回 95 12.1・，32 I Fia.35 Fia.3自 円形 |箱1 53 53 44 2 

畢回1 区 96 12J・32 1 Fi日.35 Fia.38 楕円形 |鍋lま形 34 28 20 

串田1 区 97 12J・32 1 Fia.35 Fia.38 3形 |鍋i草野S 38 37 13 

保田 1地区 98 土i 12J-32 1 Fia.35 Fia.38 自円形 U' ド形 23 19 15 

1畢固 |地区 99 土t12G-33 I Fia.35 Fia.3自 雪円形 |穏1 43 35 40 
曝回1地区 100 土t12G・33 1 Fia.35 Fiロ.38 3形 U' 戸形 62 60 48 
事国 1地区 101 土t12G.2H-33 同厄語 Fia.3自 5円形 |箱1 105 80 68 
畢回 |地区 102 土t12H-29 IF阻 33 Fi日.38 5円形 そのiti 46 40 24 57 

軍国 1:地区 103 土t121・28 1 Fia.33 Fia.38 高円形 |鍋』Z膏 63 51 11 (Fig.22) 256 

黒田1地区 104 土t121・28 |民10.3言 Fia.38 i円形 |鍋』iE!f， 126 85 16 

畢田 |地区 05 土t12G-34 I Fia.35 Fiロ3自 :整円形 U~Jf: 65 60 48 
早田1地区 106 土t12G・28 1 Fia.33 Fiロ38 l形 U~距 30 30 24 20 

久保田1地区 107 土筑 12G-28 1 Fia.33 Fig.38 11' l形 |鍋底形 38 36 18 
久a軍国1地区 108 土抗 12G-28 市厄主主 Fiロ38 円形 U字形 25 25 23 
久・畢田 1地区 109 土坑 12G-28 1 Fi白.33 Fia.38 |楕円形 |鍋底形 25 18 10 

事国1 :区 110 12ト34 1 Fia.35 Fia.38 |楕円形 |鍋底形 36 30 10 

島田1 :区 111 121・34 市厄弱 円。38 円i |鍋底形 46 45 12 
長田 :区 12 121-34 1 Fia.35 Fia.38 円t |箱形 35 31 22 

R田1 l区 113 121-33.34 1 Fia.35 Fia.38 |楕|1形 その他 66 54 14 

B回1 l区 114 土t 12ト34 1 Fia.35 Fia.38 |不!E円形 その他 45 30 23 
A田1 l区 115 土t 21-34 Fig.35 Fig.38 |不.円形 鍋底形 57 48 8 9 

B回1量l区 116 土I 2J-34 Fiロ.35 1 Fia.38 |楕円形 j字形 40 35 44 
117 土筑 2J-34 Fia.35 1 Fia.38 |不整円形 自形 57 43 40 26 

118 2J-34 Fiロ35 両正面 |楕円形
局島菌底底形形形

60 42 10 

119 2J・34 Fia.35 I Fia.38 |楕円形 38 30 12 

120 2J-34 Fiロ35 1 Fia.38 |不整円形 5i 43 44 
121 2J・34 Fi自35 1 Fia.38 |楕円形 冒形 62 54 46 

i田1 122 2J-34 Fia.35 1 Fia.38 円形 U字形 26 23 36 

明 u言E 123 k草 2J・34 Fia.35 円。38 円形 踊底形 25 24 16 7 

I| 個個個別別別図図図表表表示示示 {((FFFi回泊a.222222)) ) 

島田ut区 124 I:Jj 120-36 同厄主主 日也元|不 E円形 J字形 60 55 56 11 245 

島田 t区 125 tお 12E-3~ I Fia.34 1 Fig.38 1楠 3形 描自 90 78 34 22 
品目1it区 126 t指 12E-37 IFi日34~楕 3形 措置 73 57 22 85 

島田 1地区 127 土坑 120・36 1 Fia.34 1 Fia.38 円 鍋底形 30 27 14 
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Tab.11 土坑・竪穴観察衰 (4) 

位置
自棋 (α 出土遺咽 (g)

調査区 号 遇措
(ゲリッド) 平面 断面

平面形状 断面形状
長軸 短輔 深さ

備 考
弥後生期 古前蹟期 古後績期 奈平良安

i..1j田1地玄 128 +! 120・36 Lfig.34 Fig.38 |不整円形 |箱i 36 30 22 4 
i..1j回1地茎 129 土1 120-36 1 Rg.34 Fig.38 層 ~m 24 20 23 4 
i..~品目 1 雄 官E 130 圭i 120・36 1 Fig.34 白昼塑 陣 |箱1 30 30 18 5 
島田|蝿 131 +l 120・36 1 Fig.34 1 Rg.38 R形 23 23 16 9 
品目1雄区 132 ヒi.it12E・36 1 Fig.34 1 Rg.38 34 30 33 
品目1i官E 133 12E.36 1 Fig.34 1 Rg.38 23 23 27 
E回1 134 12E・36 白昼塑 日空也塑 29 28 26 
品目 135 12E・，36 1 Rg.34 1 Fig.38 35 33 16 
島田1t区 136 12E・36 1 Rg.34 1 Fig.38 30 30 18 3 
E回1姐区 137 12E・36 11司自.34 1 Fig.38 3形 47 42 48 
豊田|地 138 12E・36 恒昼型空 日也塑 41 38 30 
E回1雄区 139 12E・36 1 Fig.34 lB9M_1円買 34 31 21 4 
p 品目 1錨区 140 12C-35.36 1 Fig.34 |円日.38 |楕円形 46 40 11 6 
j 長田1l唱 141 12C・36 恒隆型空 恒昼塑 |不整円形 自首 35 30 11 
; 長田1錨区 142 12C・36 1 Fig.34 1_Ei~1 円1 ~(f)il也 39 31 2C 
p L回1鎚区 143 12C・36 1 Fi日.34 |円ロ.38 1円1 2形 32 29 18 
E回|雄 144 120・36 恒隆型空 l里昼型里 l円1 .1;形 36 35 14 8 

~1j回 1 錯区 145 2E-37 Fig.34 1 Rg.38 45 40 30 
B国1地区 146 土t12E・38 Fig.34 1 Fig.38 ま形 30 30 40 
畢回 1地区 147 土t12E-38 円g.34 I Fig.38 U' E形 38 35 28 
串田1地区 148 土t 2ト35 型昼里里 f匂.事里 l形 E形 104 96 26 
畢回1主l区 149 土坑 2ト35 Fig.35 Fig.39 ホ E形 46 44 40 5 

E国1主区 150 土t 21・35 Rg.35 Fi日.39 相円形 匝形 28 25 17 
E回 151 土t 2F・37 里昼型空 竺也塑 3形 33 30 26 
R田1主区 152 土t 2F・37 円g.34 Flg.39 3形 醇 40 40 34 50 
島田 1地区 153 土t12F・37 1 Flg.34 1 Flg.39 自円形 E形 32 25 28 
員団u曲区 154 土t12F・37 Fig.34 1 Flg.39 自円形 E形 52 45 22 

島田 1抽区 155 土t12F・36 Fig.34 ~円形 ーの他 26 22 21 

属国1i区 156 土t12F-36 1 Flg.34 1 Fig.39 静 l字形 28 28 28 

E田 15， 土tL2F・38 竺盗塁空 型昼塑 静 i底形 36 35 14 17 

B回1主区 158 土t12A-36 1 Fig.34 1 Rg.22 E円形 130 95 10 (Rg.22) 218 

B田1主h区 159 土j 128・36.37 1 Fig.34 1 Rg.39 E円形 8， 80 32 
品目 島区 160 土j 12F・38 I Fig.34 I Rg.39 R形 35 35 23 

品目1地区 161 土j 12K・34 空包堕 型昼塑 1形 Z形 34 26 6 
E田1il区 162 12K-34 1 Fig.35 ~円 主形 70 66 6 

原因1虫2区 163 12K-34 1 Fi日35 I Rg.39 I円形 l鍋i車置 34 30 6 
原因 2区 164 12L，・，34 I Fig.35 1 Rg.39 |楕同協 |鍋i軍需 41 35 8 

保田 1:1t区 165 12L・，34 1 Fig.35 1 Fig.39 |楕円形 |鍋iZ耳 34 28 6 4 

原田1地区 166 ま 12L-34 1 Fi自35 I Flg.39 I円形 |鍋I~II! 38 36 6 

保田1地区 167 ま 12L・，34 直也型里 恒也塑 |不整形 |鍋l軍需 62 54 28 6 

久保田1地区 168 土筑 12M-34 1 Fig.35 1 Fig.39 |不整形 |鍋底形 30 24 10 8 

久保田1地区 169 土坑 12M・34 1 Fi日35 I Fig.39 I円形 |籍形 24 24 14 8 

久保田1地区 170 土坑 12M-35 恒隆型里 恒也型里 |円商事 |鍋底形 36 34 16 

久保田 1地区 171 土筑 12M-35 1 Fig.35 ~円形 |鍋底形 22 21 10 

虫保田1地区 172 土坑 12M・35 1 Fig.35 I Rg.39 I方協 IU字形 30 22 13 

久保田 1地区 173 土筑 12M-35 恒隆望里 回目旦|円形 l鍋底形 20 20 6 

保田 1:1白区 174 土統 12M-35 1 Fi自.35~円到 l鍋底形 30 28 11 

韓国 1:1区 175 土t 2M・35 Fil目35 Fig.39 I p t(f)it!! 36 34 26 

事国 176 土t 2N-34 Fig.35 Rg.39 イ由 30 28 20 

事国1 区 1n 土t 2N・，35 f也型里 旦畳型里 層 富F 321 32 32 

事国1地区 178 土t 2N-35 Fig.35 ~ 層 6~ 32 34 

t保田 1地区 179 土坑 2N・，34.35 Fig.35 Flg.39 7形 事7 641 60 18 

正保田1地区 180 土坑 2N・34.35 竺也型里 里也笠 楕円軍事 421 36 22 

畢田 1地区 181 土坑 2N-35 Flg.35 Flg.39 円形 U'i'罪i 28 21 2 1 

E回1地区 182 土t 2L・35 Fig.35 Fig.39 阿形 |鍋E~II! 321 32 16 114 22 

E田2地区 183 土t 2Y-44 f也型里 型昼塑 方形 |鍋EE距 841 80 20 

E田2地区 184 土 12Y-44 Fig.36 1 Rg.39 宅建形 |箱1 501 48 25 

E田2抽 185 土 12Y-44.45 Fig.36 1 Rg.39 醇 701 67 14 47 

員団2地区 186 土 12Z-45 f昼望里 型昼塑 司形 281 26 23 13 

属国2主区 187 1 ?V?7-A4d.!i Flg.36 |型自主里 801 76 35 4， 55 

良国H 区 188 12Z.3A-45 Fig.36 1 Rg.39 E底!静 741 74 15 62 

B田2: 189 12Z-45 Fi自.36 IR日.39 主置 861 66 11 112 

品目2:11区 190 12Y-45 f也型里 型昼型里 [1里 381 36 23 

B田2地区 191 土j 138・45.46 1 Fig.36 1 Rg.39 I形 宮II! 881 74 33 22 18 198 

島田2地区 192 土j 12X.2Y-48 1 Flg.36 1 Rg.39 E膏 198 22 50 

品目2地区 193 土j 12Y.2Z-43 直也型里 団畳里旦 |楕円形 981 68 13 

島田2地区 194 土j 13A.38-46 IF咽.36 1 Fig.39 F整形 581 48 30 14 60 

品目2地 195 土j 13A-46 1 Fig.36 1 Rg.39 |楕円形 E耳 591 52 30 79 

品目2旭区 196 土j 12X.2Y-45 直也型里 恒也塑 F整形 品。他 741 53 2C 

197 12Y-45 Ig.36 Ig E形|鍋l形 401 30 10 

198 (-45.46 ，.36 52 4 

199 (-46 '.36 21 11 

200 E・46 ，.36 22 18 

201 138-45.46 恒昼型里 1.39 E形 -1 28 

書固2雄区 202 12Z-45.46 1 Rg.36 日昼塑 E円形 238 190 2C 

保田2地区 203 12V.2W-43 1 Rg.36 l_fi~ 3形 草形 95 20 

保田2地区 204 12V-44 1 FIg.36 1 Fig.39 q形 草形 701 55 10 

保田2地区 205 12V-44 1 Fig.36 1 Fig.39 芭形 621 50 16 

久保田2地区 206 12U・44 白昼塑 恒也型里 藍形 081 95 

久保田2地区 207 土坑 2U司44 Fig.36 1 Fig~里 匝 芭形 95 s 
久保田 地区 208 土坑 I Y-32 FIg.22 1 Fig.22 I円陣 底形 971 60 5 個別図表示 (Fig.22)
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Tab.12 出土遺物観察表(1)

治E 遺働省'*W 馳同. PI. ダリッド 童画弛 略鋼 橿田 箇位 注量 色鋼 舗考 段踊誼

週"芽'* 2号盟穴11絢 1 I 43 曲 2住剖 敏生後掴 片口.. 口組鼠 (17.0) J./ (5.7) 2.5VR胡 向面:118+務軍参.舛面 :BI@

' 
21主ー

白銀掴舗:剖み【S剖み'単位)"7園南にId・j、向箇ー由々芽木 211!1!l電極絢 2 唱 国 19.20.25.27 .a.31.33.36.38 弥生笹掴 鈴 a留~ロ11111 14.21 (52) I (6.5) 7.5VR&'6 1 
39 掴で.外面:圃揖で.車留・全面盟副り

車，，'"本 2号竪穴11'絢 3 I 43 回 '位置6 詠隼後略 盛 口組織 (28.0) f.I【..8) 7.5YR脳.
有編目録.91函:舗周毛後線放浮鎗宜、浮鎗支に稲田IEIII

' +凪a畠り

車"穿司区 21111穴血物 4 I 43 曲 2往......町7& 婚生後掴 亜 目録包 (14.0) J-/ (9.1) 5YR5/6 内面:俄圃毛、舛面:鐙周毛 1 

由々 苦手木 2号E穴盛物 5 I 43 国 1盆4 弥生後鋼 台付抱 岡留 -/ (9.8) /【3.9) 7.5VR412 内面:繍踊毛、外商:縁家事 1 

坦々事* 2号盤情盛物 • I 43 国 2盆 8 弥生後凋 盛 口組留 (8.9) /4 (3.1) 7.5VR716 鳳規替しい 1 

由々穿* 21111穴盛物 7 I 43 国 '住・12佐'" 弥生後鋼 盟 底留ー.包 -/ (85) / (12.0) 5YR5/6 向面:繍衝で.斜箇:創1()刷毛 、
置4・穿* 21署E穴盤物 8 I 43 国 '佳，-14 弥生密舗 聾 目録留 (22.0) ，.イ (4.8) 守S帽1516 剖みロ縁肉函:償周毛.外面:鍋歯周毛 、
理a旬費喜本 21111穴盛紬 9 I 43 国 T住・担 強生復闇 密 口組留 .f.I (3.2) 町積踊 剖み目録.外函:網1()刷毛 ' 
祖"第* 21111穴阻絢 10 I 43 83 2住-72 '*生後調 萄 口組飽 イイ包9) 10YR413 剖みロ11.斜面.鍋め周毛 、
由々警本 21署11'宅趨翁 11 I 43 国 2佳品商 lI<生後掴 盈 車徳町0・宮B イ(6.4)I (2.4) 5VR:踊 内面刈掴t 斜面:創ぬ刷毛 1 

置々警本 21111穴血物 12 I 43 国 2佳・11 !I<生後嗣 盗 底留 イ (5.0)/ (3.9) 7.5VR6縮 内面:繍掴で.タヰ函:飽周毛 1 

坦々葬木 2号盟穴鐙物 13 I 43 83 1盆-7 弥生後回 盈 車包 ./ (5.2) I【2.6) 田明白昼 外面:緩鳳毛 ' 酒々穿木 2骨量穴:11絢 14 I 43 回 '往信 徐生笹周 密 底留 ./ (7.6) I (3.7) 7.5YR4I4 外面:鐙圃毛 1 

由々芽木 S号土紘 1 I 43 制 3土ー鑑 省繍前舗 S字痩 (AIiI) ロ錫館 -/./ (5.0) 10VR613 
明固なS字断面で，.(<い、口組舛面段留の.aa上に樽按工

1 
具による遮量割安

温"lI* .. 寺土統 2 I 43 84 3土ー鐸 盲舗前回 盈 盟包 -1-1 (3.1) 10YR516 
罰館町体舗:斜1()刷毛織に網走龍aa.S字IIA翻の顕留で

t 
ある可飴位t.1dる

由々 苦手木 51}土銑 1 I 43 84 5土一括 宮崎筒掴 S字11(AIII) 目録飽 .J.I (4.0) 7.5YR制
ロ11外面段留の下位に0・2完工島による遺量胴突.観趨向函

1 
に俄圃毛..節外面:斜め刷毛後に掴牽詑a

盟d・3字木 71事土成 1 I 43 84 7土一括 総吉繍生前後網園町 凪倫 ロ絹筒 .Jイ (4.1) 7.5Y円516 省段回線..紙謬aalt.理繍宜に舗圏直111.瓜g ' 
盟々 望書家 1811土Ja 1 I 43 84 帽土・1 古1IIRi1鋼 S字圏 目録館 (13.6) /.イ (2.7) 7.5V岡町事 外国:斜1()尉毛.目録舗面に繊付置 ' 由"ll'木 16，1量土鋭 2 I 43 84 帽土-7 平安 盟 0・Ii!-つまみ舗 -/./ (3.4) 5V1唱崎 向函:らぜん抹の凶宜.上I!i!にlil審理事のつまみ 1 

肉箇:ロクロ揖で穫に停留肉面と且込みに!I制緩画文、舛
由々芽木 暗号土lIt 3 I 43 制 時土.. 平安 4不 底忽~口組留 (11.2) I (7.0) 14.8 5YR5/6 面:ロクロ掴で φ下位に盟削1/.底飽:飾止命切り後周辺 ' 盟問り

坦々穿木 19号土筑 1 I 44 65 19土-1 吉察良積復姻自白" 事存晶刊 5.個5.3 2.5Y6J2 
上下面::1:ぃ蝿飽巳よる切り匝し後に周辺直則り.画面:

2 
量削り

由々芽木 剖号土銚 1 I 43 84 割土ー繕 平安 E つまみ畠 イィ(2.1) 5YR5/6 .留との鑓舎のた1()の突出留めり t 

由々穿木 351署土統 1 I 43 制 話土鋸 寄垂 周 体箇~ロ11111 (17.0) /-イ (22) 7.SVR516 内側面:ロクロ掴で 1 

置々穿木 甜号土lIt 1 ・3 制 調土鑑 平安 置 口錫箇 {由。)/./ (1.8) 7.5YR舗 向舛面:ロヲロ揮で t 

置"芽'* 咽暢土銑 1 I 43 84 相土錯 省1II1R1IlI 1& a藍箇 ./3.51 (5.1) 10YR5l4 外面:縮図IEI!I ' 
世々穿木 制号土lIt '‘4 65 41土・1 官察組島後圃~ 回田 現存畠14.5、幅5.3 10YR612 

上下面::1:ぃ畠鎗による切り砲し畿に周辺国則り、画面:
2 

盟問り.上面に人&曲な穿孔Idり

盟4・穿木 帽号土銃 1 ‘a 制 相土-1 盲1II1i111l1盛 摩留 イ(62)/ (3.8) 10YR6I4 剛置に容穆I!I ' 置。穿木 抽号土Ja 1 I 43 制 7o:b・1 省線館街 盈 1:11111 イ'4.&(3.2) 10_縄 外面:鐙揖で ' 由々芽本 7211土lIt 1 I 43 制 担土鋸 古績舗網 盈 直fIB /S.2J (2.8) 7.5YR5f4 向田:線放工具による不醤方向の畠で、1:ll1Ii!:*1IIII 3 

担"芽* 田号土民 1 I 43 84 踊土-1 平安 4苓 体留~口錫包 (11.6) f.I (3.9) 10YR制 内外箇:ロクロ掴で、向箇:盤射袋圃宜 1 

置4.:司区 曲@土筑 1 I 43 倒 国土.. 吉積爾姻 S字書 田鶴 イ【10.0)I【6.5) 7.5YR5f'・ 肉面:指田IEIII.舛面:，恨め圃毛 1 

由々穿本 国号土統 2 I 43 84 国土-2 省繍舗網 S字堕 口組留 -/.， (3.6) 7.5YR516 内面:縮限IEIII‘外面:鍋ぬ周毛、 1 

坦々穿木 前号土埠 1 I 43 制 包7土筑錯 省繍筒掴 盗 口組留 {盟国，.， (4.8) 10YRBl4 省鳳ロa‘肉外面:繍復で t 

m"穿* 10411土銑 1 I 44 65 1副土4
古繍復刻町

えE 現存晶8.1.掴7.5 5Y5Il 内面布目.舛面衝で 2 
奈良

盟"穿* 1白骨土低 2 I 44 65 104土・2
省繍復調~

平E 現存晶9..、幅9.1 抑制 内面:11!叩曾.外面:布目令掴，. 2 
奈良

由々容木 110号土統 1 I 43 制 110土・7 吉備前期 !l杯 岡留 -1-1 (4.7) 5VR5/6 向面:給土絞り晶み.外面:催盟問・J‘lI'孔3穴 t 

置a・審事 110号土抗 2 I 43 制 110土4 盲繍前回 S字聾 鎗含筒 イイ{包.8) 5VA5局
.趨向面:鍋11118で.岡留内面:繍1lllE1II.外面:斜め周

t 
毛

祖a・撃事 110号土抗 3 I 43 嗣 110土・国 吉繍舗網 盈 E舗 ./ (6.自)/ (3.1) 10Vl毛514 内面:締周毛 ' 
盟4・芽木 110号土lIt 4 I 43 制 110土・11.12 省繍舗姻 S字!I 国留 -/ (8.0) / (5..) 7.5YR師 内面:錨甑E銅、外面:斜1()聞毛 2 

掴々穿木 110号土lIt 5 I 43 制 110土・2 古繍IRIIII S字趨 闇留 ./ (10.3) I (5.1】 2.5VR613 内面:抱圃IEI!I 外面:斜ぬ刷毛 ' 
国々芽木 '四号土筑 1 I 43 84 1田土一緒 平安 置 ロ11儲 (26.0) /4 (2.1) 5YR516 向斜面:ロクロ揖で 1 

週B"穿* 11}濁 1 I 44 曲 1濁a 平安 高台符 車節句目録lIi! 9.515.915.0 5YR516 
内外面:ロクロ箇で.庫鼠:高台間・J幽し、1:11包:園仮置

2 
嗣"

置"芽木 211i・ 1 I 44 曲 2苅盟 古1IIRi1鯛 小型車 口組踊 ./-1 (2.9) 7.5YAS15 向面:繍揖で.外箇:圃衝で、ヒザゴ盛田11'" 2 

国々穿ホ 2号現 2 I 44 田 2苅... 古1II11i1lll '1‘盤盛 底留m 口11111 2.01-12.3 10VR6/3 向斜面:舗聞等鎗で.街園つ〈包 2 

盟"穿司区 211濁 3 I 44 曲 2鷲:-15 省繍筒鰯 高縛 ロ11留 (16.0) 1-1 (3.9) 7.5VR5I4 向斜面:躍血容.ロ銅剣留:繍揖で 2 

出'_"J!::木 2号綿 4 I 44 66 2澗・1担 -35 古鳩筒燭 奮轟 岡留 イ(12.0)/ (玄9) 7.5VR5J5 内面:盟衝で.外面:鑑庖8.内・ーする闘鼠.穿孔3穴 2 

祖"lf:木 2号渇 5 I 44 薗 2璃-21 省絹RilIIII S字書 (A扇) 目録留 (16.8) N (2.1) 7.5VR515 
目録舛画段留のIlIi土ι箇箇技工具による温-曜.劉留

2 
内面:繊圃毛

由々警'* 21量濁 6 I 44 66 2刻-13 盲績稲田 S字聾 鋒合館 -1-' (4.2) 7.5VR5f6 .包・関宮車内面:績回等舗で.I$IIi!・国留外面:斜1()圃毛 2 

由々穿'* 31奇濁 1 I 44 個 3講-5 盲績fi闇 禽 ロ11錫 (17.4) "イ (3.2) 5VR516 舛面:鐙周毛+鑑且回り 2 

車"J事本 31}淘 2 I 44 圃 3潟4 古繍筒闇 車 顕111-口@箇 .1-1 (3.5) 7.5VA5J6 舗曲盛 2 

祖"芽木 3号淘 3 I 44 曲 3潟噌 古舗舗網 台付盛 脚留 イ(7.2)/ (6.5) 7.5VA5I4 体節・闘鼠向面:帽刷毛、醐留外面:斜め圃毛 2 

車"ll'* S号濁 1 I 45 67 5璃 強隼復縮 高符 目録儲 【20.2)1-1 (6.4) 7.5VR6同 内面・倒閣毛復に帽au、向舛面 :5影 2 

由々穿木 5't濁 2 I 45 67 5濁'" 弥生畿圏 高事事 田鍾 4-/【72) 5YR町冒 内外面:圃t 斜面 :5;1.置かし穴隠方費留 3 

道"穿司区 S毎週 3 I 45 国 5鴻田 弥生鎗網 萄511' ロa留 (12.0) f-I (7.2) 7.5VR614 内面.楊庫副・/.外面 1U18 3 

坦々芽* S号渇 4 1 45 国 S潟掴 g験生後調 奮晶 聞包 -18.61 (10.4) 10VR7:局 内面:領周毛φ繍薗網"、 91函:U嗣・J 3 

国々寄木 5't淘 5 I 45 回 5鶏-42 弥生後綱 高杯 国鼠 .， (9.4) ， (6.4) 7.割問偽 外面:級車問り.穿孔3穴 3 

由々努木 5母音崎 6 I 45 冒 S潟ー踊 弥生後鯛 片口.. 底留~ロ舗錨 (10.2) ， (5.8) 14.9 7.5VA416 向田:不盤方向の庖き‘舛薗:1UI8 3 

置々穿木 S号渇 7 I 45 回 5現4・ 魯生後姐 盈 ロ11留 【11.6)，.ィ (4.0) 10VR7f6 向舛面:緩周毛 3 

坦々寄木 511濁 8 I 45 67 5淘ー剖 易生後細 密 口組留 【却1.8)f-I (7.1) 7.5YR816 
有段ロ錨.肉函:繍鍾で、斜面:繍掴で・4・貌淳a宜、 3事

3 
.ltに掴鼠EEQ.1I¥a:aIJ

理~，・穿* 5号3・ 9 I 45 回 5濁-81 弥生後組 事 口組留 【田.0)1-1 (4.2) 10VR7f6 剖み目録‘内面:繍盟復で.外面 :1倒的刷毛 3 

世々 '"木 S号淘 10 45 67 5淘ー市 弥生後網 盛 日銀鼠 【16.8)f.・.J(5.5) 叩司冊5/.・ 併筒:緩箆圃・/.向置.網箪衝で 3 

温4・曹司k §号濁 11 45 国 5潤.1。 弥生後刻 建 底lIi! イ7.11(3.2) 7.5VA6I4 向箇:摘園管鋼で.外面 :1量圃岡・3 s 
置々努木 5't湖 12 45 回 5潟田 弥生後細 密 底濁 -15.71 (4.5) 7.5VA5庖 内面:細田絡鍋で.併置:U嗣・3 3 

盟々芽木 S号淘 13 45 67 5潟・77 弥生後綱 盆 底包 49.01 (2.6) 7.5VA6I4 向田:鍋田1ft闘で.併面復箆闘" 3 

理，，"* 5'豊濁

'‘ 
45 回 S潟暗 古繍前調 盛 鹿包 .19.01【4.5) 7.5VA516 向面:鍋箪岡・1.外商:健盟国り 3 

壇..芽木 5't濁 15 45 67 S規.. 
吉積復綱~

え1[(玉絹付} 現存:116.0.錨8.4 10VR612 肉面:布園、外面:衝で 3 
奈良

ヨH望書* 511濁 16 45 67 S潟司 平安 e不 底鶴ーロ飽錫 (11.2) ， (6.6) I (4.3) 5YR516 
肉91面.ロクロ備で.外面下位:箆回り、I:IIBI!:固伝来切 s 
11徳岡盟箆回り

自"穿本 5't淘 17 45 回 S沼-72 育期前期 首“ 現存115.0、幅1.4 5Y1司倒 土白鶴鍾1Il 3 

由々穿木 611濁

‘“ 
苗 @講.1.6 弥宮崎生前後瑚綱~・由 口徳島 (16.4) f.I (4.4) 5YR616 削み目録、向面:繍圃慌で.斜面:斜1()圃毛 2 
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Tab.13 出土遺物観察表(2 ) 

組E 遺繍名称" 地 Fog p， グリッド 注le1也 時鏑 橿領 I!!位 注量 色鴎 備考 収納箱

湿，.芽木 6号満 2 I 44 師 6溜 5 弥育期生前後期姻-，-ー ロlil!i -/.， (7.4) 5YA516 
有段口舗内面繍周毛、外函・繊圃毛後織昔淳笛宜淳

2 
銀宜に指頭fE81

温"lr木 6号潟 3 I 44 66 6講-1 省繍前期 S字書 関留 _， (9.9) I (6.4) 5YR町S 内面:掴酪:.EEtll+揮で、外面:斜め周毛 2 

国々3草木 7号淘 1 '44 66 7濁・1 古1II111矧湿 体舗~目録鼠 (9.2) J.I (5.0) 5YR6/6 間みロ緑.向函:繍l!舗で 2 

坦々 苦手木 9号潟 1 I 45 .. 9潟 94 鍋宜前期 深飾 口組留 N (3.6) 7.5VR6I4 路破。 3 

由々芽木 g母潟 2 I 45 .. 9淘，時日 古繍前期 高符 縫合部 イー1(3.1) 7.5VAsl4 由郎内面:椴l!織で 3 

由々芽木 9号溺 3 I 45 .. 9 iA-252 古繍前期 蜜 E鶴 .J (6.3) ， (2.3) 7.5VR616 内面:斜め刷毛、外函:縦圃削り 3 

由々芽* g号嫡 4 I 45 .. 9湖一緒 宙繍前期 霊 底協 .J (5.2) ， (2.2) 7.5YR6J6 内面:斜め麟毛、外爾:繍盟問り 3 

口総外面験筒下位にID盤状工具による遮畿銀園、盟包内
由々芽* 8母鴻 5 I 45 .. 9溜-134 古煽附悶 S字麹仙類} 休館~ロ緑鶴 (18.0) ，-， (S.2) 5YR7/4 面機圃毛、修部内面:指圃圧a、体節外面:縦刷毛+繍 3 

量世銀

国々芽木 9号潟 6 I 45 .. 9元町 1 古繍前鋼 台付聾 醐儲 1(8.0) I (5.1) 7.5YR6I4 内面:機箆削り、外面:緩周毛 3 

ヨ1"寄木 9号潟 7 I 45 曲 9淘 38 古繍前期 台付聾 腕I!! -， (8.4) I (4.7) 10YR713 田園内外函:斜め刷毛 3 

国々穿木 9号沼 8 I 45 曲 9漕・132 平安 電荏 底甑~体協 -18.61 (3.1) 7.5YR6I4 
内面+見込:量生射状崎支.外面下位:館副り、鹿飽:静止

3 
議切り後に金歯車問り

盟々穿'* 9号濁 9 I 45 .. 9漕，即4.313 平安 拝 虚包~体留 岨 61(2.7) 5YR616 向舛面:ロクロ揮で、底留:回転来切り 3 

由々穿木 9号渇 10 45 .. 9溝・173 平安 事事 底鼠~体鼠 イ'6.01(1.9) 10YA4J2 
内外面:ロクロ揮で{向面にロクロ右回転盛あり}‘舛面

3 
下位:盟問り.lA笛園伝来切り後周辺盟問り

置，.穿木 9号3・ 11 45 .. 9溜-175.2<掲 平安 岡高高台符 底偲 -， (7.4) I (1.6) 5YR6I6 lAl!!園緑糸切り役.周辺白転車削り.付付高台 3 

国々芽木 9号湾 12 45 .. 9潟ー鋸 平安 高符 線合協 -'-1 (2.3) 7.5YR6I4 面取りのある高係、停留外函にも多角形の複鎗あり 3 

由々芽木 9骨潟 13 I 45 68 9鴻・328 平安 高杯? ロ鍋鶴 22.0I-{ (4.0) 10YR7/4 内外面:ロクロ復で、 f也器橿の可能性あり 3 

国々芽木 9場潟 14 I 45 68 9澗.182 平安 羽釜 体飼~口緑郎 (29.4) ，-， (5.7) 7.5YR6J4 内面:椴織で‘外函，繍箪織で 3 

由々芽木 8号ilII 15 I 45 68 9満・16.130.948.1058.1059 平安 庇軸閤111.檎 車錦町ロ緑I!i (12.4) f.f (6.5) 10YR611 内外面:ロクロ織で、底部目付け高台 3 

泊々芽木 9 .号満 16 I 45 68 91fi1-279 時期不明 土錘 現存長3.9、幅 1.3 7，5YR6I6 胎土'"平安(閉袋型土総) 3 

週々芽木 9骨潟 17 I 46 89 9;筒・163
省繍後綱~

'"瓦 現存晶9.4 岨9.8 2.5Y6fl 内面:有国.外面:御で 3 
奈良

坦々穿木 9号潤 18 I 46 69 9満 245
古繍後期~

平耳 現存員 11.5、幅 12.5 7.5YR616 
内面:調叩曹司外面:布目+繍で、 9~宵 18.19.21 は蟻合

3 
奈良 可

ヨE々 lr木 9号湾 19 I 46 69 9濁 207
育訓白後期~

平瓦 現存員 11.2、幅12.6 5YR6I6 
内面:縄叩書、舛函:布目+織で‘ 9靖 18.19.211:植合

3 
奈良 可

週，.穿.* 9<}濁 20 46 69 9淘包割S
盲繍後姻~

丸瓦(宝級付) 現存長6.. 錨'.8 2.5Y6l1 内函:布園、外面縄叩き+衝で 3 
奈良

遺，.芽木 9号ヨ陣 21 46 6. 9調-1田.246
古栂後刻~

平瓦 現存長8.6、椙13.7 7.5YR616 
内面:縄叩書、舛面:布目+砲で‘ 9講 18.1921lt接合

3 
奈良 可

由々穿木 9号満 E 46 69 9灘日 時錨不明 磁石 現存畠11.2、椙6.5
砂岩、平坦面Uすべて使用面‘面面に刃物の当たった直跡

3 d'"る
国々 芸評木 11<}濁 1 I 47 70 何回土S包括 弥生後綱 高杯 杯I!i (17.0) '-1 (4.7) 5YR5I4 内外面.飽庖きの8li>> 4 

国々芽木 11号溝 2 I 47 70 H 溝-48 弥生後期 高杯 杯留 (26.0) /./ (7.3) 10YR5Is 内面上位:繍御での復跡 4 

由々lr'木 11号濁 3 I 47 70 11潤-154 弥生後期 荷停 関il! ー1(18.4)I (6.3) 7.5YA7/4 内面:繍麟毛+機抱で‘外面縦圃毛後に下位相周毛 4 

迎々葬木 11号満 4 I 47 70 11潤措 詠生後期 標台 開館~符濁 イイ (4.5) 5YA釘B 関節内面縦周毛、杯濁外面:繍纏で 4 

泊々穿* 刊号鴻 5 I 47 70 A23-44 弥生後期 甑 底部 -1 (3.4) I (4.4) 10YA5I4 1I1孔 4 

週，.苦手木 11号満 6 I 47 70 円23-61 iIJ<生後綱 飽 底部 ー1(5.6) I (2.2) 10YA5I6 底郎:縦刷毛、単孔 4 

沼々芽木 刊骨鴻 7 I 47 71 11澗・137 弥生後期 盛 ロ級協~土留 .fl.91 (6.2) 7.5YA413 内面:繍継で外面:綴繍毛 4 

酒々穿* 11号満 8 I 47 70 R回目7 弥省取生前後期期~ 由晶 口組儀 /イ (4.0) 5YA5/8 有段口緑、内外面ー繍掘で 4 

由々芽木 刊号菊 9 I 47 70 11靖国76 弥生後期 建 ロ鋸歯 1-1 (3.4) 7.5VA613 刻みロ銀、内函・織周毛、外函:縦周毛 4 

由々努木 刊号濁 10 I 47 70 R23-1田 弥生後銅 盤 ロIi箇 -1-' (3.0) 7.5YA7f4 御循溢状宜 4 

由々穿木 11号潟 11 I 47 71 11漕揺 詠生後鋼 盈 鹿箇 -1 (6.6) I (4.9) 2.5YA616 体留外面'lA鑓棟集状工具による御で 4 

由々葬木 刊号潟 12 I 47 71 11濁-91 弥生後姻 蜜 体留~口Ii鑓 (14.5) 1-1 (7.0) 5Y肉514
日銀内面:繍周毛、体留内面・斜め刷毛、外面:口組から

4 
迎鎗する斜め圃毛

国々芽木 11<}濁 13 I 47 70 11漕措 弥生後期 台付聾 信合箇 イイ (3.1) 5YR町B 脚筒向麗:繍頭等梅で、外面:I!!周毛 4 

遺，.穿木 刊号淘 14 I 47 70 向田 186 弥生後期 謹 底箇 .， (8.5) I (1.6) 5YR町S 外面下位:緩圃毛、底留:木豪復 4 

道々芽木 刊号清 15 I 47 71 
R23土tIl.88.89.92-

弥生後細 密 体鈎 イー.， (19.0) 10Y円町3
体錦肉商上位機直御で‘下位:繍圃毛、体節外面:斜め

4 95.120.136.138.140 刷毛

由々 苦手本 刊号満 16 I 47 70 11摺・153 時期不明 健 現存長9.4、幅8.6 石器の可能性あり 4 

出~芽木 祖母潟 1 I 47 72 12潤-20 古繍飼湖 商事事 胸郡 ー1-1(5.0) 5VR616 向面:1陥土絞り迅み外函:縫JIl~.穿孔 3穴 4 

坦々lr木 12号潟 2 I 47 72 12潤・86 省t直前期 盤 切部 /イ (4..) 10YR7/6 加飾盛 4 

瑚々lf木 12号鳩 3 I 47 72 12滑・1 古情的鋼 謹 頭部 /イ (3.7) 10YA5/6 加鈎盛 4 

国々 苦手木 12母潟 4 I 47 72 12潤・8. 古1II後細 綜 底郎~目録郎 (12.1) 1-1 (3.7) 7，5YR6I8 口級筒:繍織で‘体告書外函 :1蕗削り、内面に瓜色処理 4 

国々 芸評木 12骨溝 5 I 47 72 12iM・83 古t町役剣 符 E郎~目録音器 (12.8) Iイ(4.31 7.5YR6I6 回線御:繍織で、体郎外函.量削り.内外面に国色処理 4 

由々 苦手木 12号満 6 I 47 72 12潟市 吉積後期 聾 体協~目録il! (17.0) ，.イ (5..) 7.5YR7!6 
ロ銀筋肉舛面:繍抱で、体節内面:繍復で‘体節舛函:械

4 
街で

酒々lr木 世号渇 7 I 47 72 12溝・10 省繍後期 禽 体節~白銀盤 (17.6) f.I (7.4) 7.5YR6I4 
ロ錫郎内外面:綴砲で、休館内面白繍備で、体節舛面:緩

4 
麟毛

酒々芽木 世号淘 8 I 47 72 12潟-27 古却前翻 蛮 底磁 .1 (5.2) I (2.9) 7.5YR6I4 舛箇:鐙圃削り.内面ー創め捌毛 4 

泊，.穿木 12号鴻 9 I 47 72 12澗・21 盲繍後矧 聾 底笛~体留 ./6.81 (4.5) 7.5YR616 内面:鐙周毛外面:綴直削り、底錫・全面箆悶り 4 

酒"lr木 12号潟 ，。‘7 72 12講・.， 盲繍俊朗 建 底舘~体鼠 ./8.81 (3.2) 7割問16 底箇:木事復 4 

由，.努木 12号濁 11 I 47 72 12湾-11 古繍後矧 聾 体罰~口組鑓 (18.6) ，-， (8.7) 7.5YR7/o・口組舗内外函:般握で、体邸内面.繊周毛体包外面:鐙 4 
期毛

置々葬木 13号濁 1 I 47 師 13潤-3 省繍前期 盈 底鼠 .， (7.2) I (7.2) 7.5YR6J3 外面:緩刷毛底留:111侮で 4 

iII~芽木 遇制‘外 1 I 48 73 G-22G 188.189 宮崎前期 百道符 口舗留 (24.4) /.， (2.5) 10YA7/4 内外面:傾舗で 5 

遭，.芽木 遺綱外 2 I 46 73 G・19G 559 盲羽前期 商事不 目録韻 (16.0) /./ (3.7) 7.5YR6I4 杯箇下位に弱い榎鶴 5 

直々lr木 適例舛 3 I 48 73 G-22G 187 省繍前期 高率不 目録音S (14.8) /./ (3.8) 10YR6I4 内外面白緩JIl~ 5 

由々穿木 遺綱外 4 I 48 73 H-18G 429 古繍附悶 高杯 醐鑓 .1 (6.0) I (5.2) 10YR613 内函:斜め鴎毛‘外面:U毛 5 

由々芽木 遺綱外 5 I 48 73 G・100 13刊 盲1II11l111l1 器台 目録錫 (9.0)川 (2.5) 2.5YR516 内外面.繍梅で 5 

道々穿木 遺綱外 6 I 48 73 G-2oo 456 弥生!!I1IlI 高符 師留 -1-' (4，2) 2.5VR416 外面:緩趨き 温かし穴U長円形 5 

理々穿'* 過綱舛 7 I 48 73 F-18G 116 省繍前期 高綜 岡留 +， (4.3) 7.5YR7/4 内面 :1竃纏で.外面復盟衝で 5 

道々穿木 適例外 8 I 48 73 K-22G 618 省lOlIlI矧 高率不 脚鼠 ，-1 (4.6) 7.5YR町富 外面:繍復で、穿孔3穴 5 

国々穿木 遺栂舛 • I 48 73 N-23G 1026 禽繍前期 高符 関留 イイ (5.2) 7.5YR6J6 外面:縫箆復で 5 

直々穿木 週明外 10 I 48 73 '-21G 683 省lOlIlI悶 高杯 援会留 品1(4，0) 10YR812 内面:粘土絞り込み、寧孔3穴 5 

由々穿木 遺備舛 11148 73 K-22G K22-54 省瑚前期 芸闘志 岡留 ふ1(5.0) 10YR6I4 外面:飽鐘で 5 

道1"穿木 適例外 12 I 48 73 K-2OG 645 盲繍前期 高符 開箆 -， (12.0) I (8.5) 7.5YA7/4 内外面能JIl~_穿孔 3穴 5 

泊々穿.* 適例外 13 I 48 73 Jト盟G 492 古lOlIlIlIlI 益面荏 岡留 -， (11.4) I (8.6) 5Y同514
内面:摘箆削り‘舛面:斜め箆即IJll+下位斜的周毛‘岡部

5 
に穿孔3穴

遺々芽木 週禍外 14 ， 48 73 F-20G 110 省lOlIlIM 高杯 国留 ふ1(6.3) 5YR5I4 外扇，縫篤削り、岡留に穿孔3穴 5 

iII々穿木 遺例外 15 1 48 73 G-2OG 669 盲繍前納 高杯 脚留 イイ (4.9) 10YR713 内面:箆纏で、外面:鑓鎗侮で s 
週4芽木 遺繍外 16 1 48 73 1-190 678 古繍前期 高杯 岡忽 (-1-1 (4.6) 10YR613 庖粍著しい 5 

沼々芽木 週欄外 17 1 48 74 ι21G ι21ー揺 古羽前期 磁 口組穏 (14.0) f.・I(5.3) 7.5YR6I4 
有段目録霊童の可能性あり、向置・繍織で.外面:I!!圃毛+

5 
柵箆備で

道々芽木 迎1ft外 18 1 48 74 F-20G 800 省繍前鯛 小型塑 日銀留 印刷 1-庖9 7.5YR6I8 内外面:繍備で 5 
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Tab.14 出土遺物観察表(3 ) 

地区 湿fII名称" 胤 F刊日 問 グリ.，ド ，主配地 略期 種銅 卸値 注量 色園 111 考 収副箱
由々 苦手木 遺割聞外 19 J 48 74 F-21G 145 古織問問 小型盛 底節~口組鶴 7.713.216.8 7.5YR6I6 向面，繍鋼で、外函斜め刷毛 5 
泊目々 努木 遺綱外 20 r 48 74 N-17G 1135 省鳩銅剣 小型密 底鶴~口録音高 13.71.庁S 7.5VR7/4 内外面白縦111き 5 

坦々lI'木 iI綱外 21 I 48 74 K.22G K22.8 宮崎前瑚 重量 底鼠~口組留 9.517.915.5 7.5YA7/4 
内函.栂顕鎗斜め衝で、外函:1Il削り、成目白銭訟が台付!I

5 岡留と周

週~穿木 遺楊外 22148 74 G-21G 158 盲繍前凋 小型聾 体箇~ロ錫鼠 (9.0) 1・1(4.2) 5YR&'4 内面・繍周毛外箇飽周毛後にロ喝のみ繍健で 5 
迎~穿木 週暢外 回 48 74 K-21G 737 省繍飼姻 111 JIE穏 -， (5.S) I (4.5) 10YA512 単孔 5 

盟~穿木 温傭外 24 I 48 74 峠23G 1034 音羽前期 髄 底留 イ(4.6)I (3.8) 10YR512 
内面:繍刷毛、外面復刷毛内函および斜面から穿孔し

5 た単孔

温~穿* 遺偶舛 25148 74 トιε2G 2曲 古畑飼鋼 甑 底留 -1-1 (4.6) 10YA6I4 内面.術鑑で、舛面:緩周毛a、I且孔 5 

週~lI'* 遺偶タヰ 26148 75' 76 叫.24G M24 弥生後悶 盛 口鐙盤 (19.8) ，-， (3.4) 7.5YA311 剣み目録内面・圃鍋
で、外面復踊毛、口組錨留がわず

5 か仁向骨

盟々穿* 遺綱少も 27 I 48 75 J'21G 329 弥生復帰 鐙 日銀笛 .J.I (3.0) 7.5YR514 剣み口緑、外函・鍵周毛、向筒:綱周毛 5 
直々芽木 遺欄外 28148 75 K.22G 664 弥生後朗 建 口縁鼠 (14.0) f.I (3.7) 5YR5I6 制み口緑、内面繊庖き 外面 :1健闘毛 5 
盟~穿木 遇制同外 29148 75 M.23G M23 弥生後絹 !I 目録飽 イf(2.8) 5YR釘S 刻み口織内函:繍捌毛、外面斜め悶毛 s 

坦々芽木 遺例外 30 I 48 75 K・21G K21 弥古羽生前後期期~ ーz 口縁部 イイ 11.51 10YR413 主'1み口錫 5 

道々努木 温情舛 31 I 48 75 。白G 1279 弥吉繍生前後期綱~ 皐由 目録留 -，-， (1.9) 7.5YR4J4 折り返しロ銀、 III侮に縛状工具による遁餓刺突 5 

遭々穿木 温偶外 32 I 48 75 K.22G 987 音羽前期 盗 口Ii飼 イー.j(3.1) 10YR6I4 折り返しロ館、鎗留に制み、体鼠舛面.鐙JjJ毛 5 

喧々警本 遺綱舛 33148 75 $-23G 1291 首綱附朗 建 口線鶴 -'-1 (5.3) 7.5YR&4 折り返し口録、鎗留に掴かい栂状の湾錦文 s 
週~lI'木 週暢外 34148 75・76 1-24G 曲 '7.608 弥生後期 !I 目録翻 (14.0) 1・1(3.7) 5YR516 刻み日銀+街鎗護状支、内面:鍋衝で 5 

遭々穿* 遺燭外 35148 75・n K・2踊 K22・11 省繍前期 盈 体留 '-1 (3.7) 叩IYR7J3 パレス蛮あるいは加飽蔓の体留'" 5 

由々穿本 i量規舛 36148 75・n 6帽。 田7 省繍簡略 霊 体包 イイ (6，1) 7.5YR7/4 パレス壷あるいU加箇堕の体留か F 5 

国々穿* 遺繍外 37 I 48 75・n F-l8G '同 省繍lIlllll 霊 体観 Jイ(3.2) 7.5YR7/4 パレス聾体留か F 5 

置~努本 週暢鉢 38148 75・n '-22G 510 省1I111l銅霊 体包 イイ (6.4) 7.5YR6I4 パレス畳、内面:禍周毛+備担で‘斜面に赤軍芸品り 5 

車~l字* 遇制陽外 39 48 75・76 Jト田 国3 弥生後期 謹 体温 -1-1 (2.6) 7.5YR4J4 街勉護波文内面白繍鋼で 5 

由々穿木 温調外 40 48 75・76 叫田G 976 弥生後朗 建 体節 イイ (4.4) 7.5YR413 釘鎗益状文.内面繍鍾で 5 

由々穿木 遇制'外 41 48 75・76 H-24G 613 弥生後鋼 盈 鯵筒 イイ (2.9) 7.5YR5I6 倒錨護状文 5 

週々lI'木 温欄外 42 48 75 M-23G 975.977 弥生後期 艶 体16-ロIiI6 (18，8) '-1 (17.2) 10YR612 
.'1み口緑 ロ緑鶴内外面:機摘で、 0・館内面稲田等繍抱

5 
で.体節外面 :1竃織で

通!~努ホ 遺繍外 43 48 78 R-23G R23-鋸 古弥畑生悶後悶鯛~ 台且 口縁留 ふI(6.S) 7.5YA5I4 有陰口Ii練技浮飽宜 5 

坦々穿木 遇制局外 44 48 78 H.l9G 179 古IO前期 盛 口線鶴 N (3.9) 7.5YR6浴 有段目録、待状浮餓宜 s 
坦々lI'木 通栂外 45 48 78 K-22G 658 省繍附悶 盗 口級協 N (4.8) 7.5YR6刈 有段目録、機状淳餓宜 5 

道々穿木 遇制時外 46 48 78 K-22G 619 古繍前期 盛 日銀飽 (16.8) Iイ(4.5) 7.5YR6刈 締り返し日銀、外商・縦捌毛、内面繍祖母で 5 

週々穿木 遺繍外 47 48 78 N-23G '田7 倉崎前期 盈 ロ録箇 '.1 (4.3) 5YR616 8汗り返し目録、向面:鍋圃毛+砲で外面斜め圃毛 5 

週々穿木 遺暢舛 48 48 78 P-24G 1掴4 省償問羽 霊 白銀笛 ーJ.I(2.0) 7.5YA6I4 a斤り返し日銀、外函:J霊園毛袋 5 

由々 害事木 遺機外 49 48 78 3-21G 274 古1I111l湖霊 日銀包 (11.1)1イ(5.2) 10YR613 内外函:繍掴で 5 

道々芽木 遺綱タヰ 国 48 78 G-2OG 130 吉崎筒鋼 蜜 目録飽 (12.0) 1-1 (5.0) 10YR6I4 内外面:繍纏で 5 

坦々穿木 遺綱" 51 48 78 K・22G 回7 省細前期 盈 ロ絹鼠 (17.3) 1・， (4.0) 5YA616 内面 :1質調毛外面:斜め81毛 5 

理~穿木 週綱91 52 48 78 F-21G 139 盲繍繍綱 盈 口鍾留 (11.1) '-1 (4.2) 5YR釘S 内面:繍鐙で外函:緩周毛+繍衝で 5 

由々 害事木 遺綱外 53 48 78 。釦G 1247 古期前期 建 ロ錫16 -1-' (5.5) 5YR町6 内面:栂闘毛外面復周毛 § 

酒々lI'木 通網外 54 48 78 1-24G 615 古咽前期 盈 口組鶴 (16.0) ，-， (3.4) 7.5YA5f4 有段口組、外面_，斜め圃毛+繍掴で 5 

坦々芽* 遺樋外 55 49 78 F-19G 562 省矯lIlllll 盈 頭録~口組筒 (13.2) 1-1 (6.0) 5YR6I6 加鈎g車、慰留に貼付け凸様、凸務よ位に遁鍵~.リ突 6 

沼々lI'木 遺暢舛 56 岨 78 G田G 165 古畑前期 II 顕鶴 J.I (2.5) 7.5YR7/4 加倫窪、園館に貼付付凸絡 凸専修よ位に遮続開突 6 

坦~lI'木 遺繍舛 57 49 78 G田G 305 古繍附剣 霊 銅忽 1-1 (3.6) 7.5YA7.泊 加餓護、頭留に貼付け凸帯、凸格上位に迎線間安 6 

週々努木 適例外 58 49 78 F・1S0 116 宙繍前期 謹 園部 ，./ (5.3) 7.5YR7/6 高杯か、外函よflIに111鎗i.i状宜あり e 

遭々穿木 遺綱外 59 49 79 K-2OG 647 音羽前倒 盈 底邸 イ'4.0/(1.8) 7.5YR町4
向面:庖き外面:盟削り‘底16:圃削り 内外面とも蒜

6 
軍主

過々lI'木 過網開外 60 49 79 K-22G K22.30 盲羽前倒 盛 底箇 .， (4.0) ， (2.6) 7.5YR7，局 内面.繊庖曾、外罰:f!I周毛 6 

坦々芽木 遇制外 61 49 79 1・1邸3 405 盲瑚前瑚 盈 底部 15.21 (3.7) 5YR6I6 内面:滋射状の盟衝で 6 

週~lI'木 週初外 62 49 79 L-22G 719 省組前限 II 底穏 ベ'6.21(3.3) 5YR町S 内面・箆担で、タキ函 :j恨め岡毛底鼠飽削り e 

遺~芽木 過編外 63 49 79 T7イン T7イン 吉崎悶綴 蓋 底笛 -1321 (2.2) 5YR616 内面・斜め鴎毛外函:縫車衝で 6 

iD~芽木 過偶外 64 49 79 G-2OG 2由 宮崎lIlllll 霊 底儲 -/421 (1.7) 5YR616 向函:箆狙で.タキ置:緩周毛 6 

迎々穿木 遺楊外 65 49 79 F・20G 673 宮崎前鋼 霊 底笛 局&'(2.6) 5YR町S 内面:庖き、外面:1Il嗣り.底包:1Il削り 6 

道々努木 遺繍少6 回 49 79 0-210 811 育相前期 蛮 底鶴 竺'6.61(2.0) 7.5YA7/6 内面:繍復で‘外面 :1霊園衝で 6 

週々 事事木 遺暢91 67 49 79 κ22G K22-~謁 宮崎前期 蛮 JlElI! ー庖.町 (2.1) 7.5YR6I6 向面:箆箆鎗で外面:斜め箆傷で 6 

国々芽木 iI網" 68 49 79 G-2括 2田 省繍飼矧 霊 鹿包 イ'4.41(2.1) 7.5YR6必 向面:箆周り、外面 :1竃砲で.底留箆回り 6 

置々 害事木 遺繍外 69 49 79 G-16G 0-18 古畑飼鋼 霊 底鼠 円時).41(2.2) 7.5YA716 舛面:催箆剛り 6 

由々穿* 遺鋼外 70 49 79 H-250 15S 省繍附瑚 盛 JlEi部 ./ (3.2) ， (4.0) 7.5YR釘B 内面:車線で、外面:1Il削り 6 

酒々芽木 遇制時外 71 49 79 K-2OG 643 古泊目前朗 建 底部 16.01 (2.3) 7.5YR7，庁 内面.欄間待繍で.外函:縦刷毛 6 

週々3事木 遺備外 72 49 79 0-210 269 古畑附悶 盗 底g諸 イ5.81(3.6) 5YR6I6 内面 :1産婦で外面:1Il鋼で底留.飽鋼で 6 

酒々芽ホ 遺暢外 73 49 79 N-2OG 875 古網目前悶 壷 底16 ./5.91 (6.0) 5YR町宮 肉面:機刷毛.外面白斜め刷毛 6 

週々努木 遺憾舛 74 49 79 0-210 271 古繍附朗 建 底留 イ'4.31(3.7) 7.5YR7/6 外商縦剛毛 6 

道~lI'ホ 遺傭外 75 49 79 1-220 221 省繍附悶 雪量 底餓 -， (8.0) { (2.4) 7.5YR6f8 外面:箆抱で 底留:中心鶴富む繍状 6 

道~l事木 過綱舛 76 49 79 L-23G 724 宮崎附朗 建 底鶴 .， (5.0) 1 (3.7) 5YR516 外面:箆削り+栂蹟aJ!l 6 

置々芽木 遣制陽舛 n 49 79 0-210 3庖2 古畑悶悶 盈 底16 イ'4.81(1.7) 7.5YA7，局 内面:箆留で 外面:1Il剛・J.JIE留.中心鑓富む鎗状 6 

遺~芽木 iII暢外 78 49 60 N-24G 884 省II1l1lllll 霊 底濁~体包 -庁.61(17.4) 5YAS/6 内面:繍圃毛‘外面 :111耗苦しい 6 

ヨn~芽木 遺栂少4 79 49 80 '，190 3n-a曲.拍1 古綱銅剣 盈 底鼠~体包 -1-1 (19.1) 5YR智S 内面:繍刷毛 e 

口組斜面:段盤上位に栂宙技工具による週健剥突+下位に

沼々lI'木 遺楊外 80 49 91 G-2市 151 吉崎前麟 S字型 (A盟} 口組鼠 (16.4) J-J (5.7) 10YA6/4 備状工具による逮鍵輯突額趨向由繍局毛.体邸内箇・ 6 

指回線緩衝で、体窓外面.斜め周毛後に居侵網走期毛

口組舛面段盤上位と下位に穣荻工具による遺録制実体

白々穿木 遺繊外 81 49 81 G-2OG 311 吉崎1Il1111 S字聾 IAliIl 口縁鴎 (15.9) 1・I(5.5) 10YR7J4 16内面:術面寄鐙鎗で.囲箆内面繍圃毛外面:111刷毛 6 

織に周俗鍋走刷毛

ヨD~穿* 遺備外 82 49 81 G.21G 152 古畑前悶 S字衝 IA刻) 白銀鼠 (15.0) /イ (3.4) 10YR6I4 
口組外面:段包上位に線状工具による週続制突‘囲邸内面白

6 
機刷毛、外面狙い緩刷毛後に周節織;ftt:鎗

ロ8象外面段穆よ位に織状エ具による週続刺突、田鶴向箇

週々芽木 遺綱外 83 49 81 G.25G 806 音調附瑚 S字銅 (A刻) ロIj留 (15.4) 1イ (4.8) 5YR6I6 繊捌ヨ色、体積向箇指罰E復、体節外面:斜め悶毛I1に周 6 

魁網走劇毛

国々芽* 週割同外 84 49 81 K・21G 757 古舗前期 S字書 (A罰) 口線16 イイ (1.8) 7.5YR613 
口組外面.段差S上位に@歯状工具による遺畿剣突.額趨向

6 
間機刷毛

;n~穿木 遺幡多ヰ 85 49 81 ら四G 460 古鳩前餓 S字書 (A盟i 口組邸 +1 (1.9) 7.5YR814 
口組斜面:段部上位に掴歯技工具による週続~I突、間部内

6 
面繍刷毛

;n~芽木 遺楊外 .. 49 .， G-2OG 168 吉焔筒餌 S字型 (A掴) 白銀隠 イイ (l.S) 5YR&，4 
口組外面:陸部種健上に棒読工具による遺聾剥突、罰田向

6 
面繍周毛体鑓舛面:鐙圃毛

道々芽* 遺栂外 87 49 81 G-2OG 667 古瑚1Il1lll S宇掴 IA顕1 白銀鼠 (19.8) 1-' (2.9) 7.5YR713 
ロ級外面:段鼠土佐に箆先状工具による幅広の遮録制費、

6 
罰邸内面:繊圃毛舛面緩周毛
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Tab.15 出土遺物観察表 (4) 

円 グリ?ド

途-
時間 調姐 鼠位 法量 色鋼 111 .， 思踊箱

勉区 遺栂亀槍w.. F"'9 

ロ館館 (18.8) H (3.3) 7.5YR714 口組外面:殿留土fltに目置先:放鑑刷工島毛復によに顕る稲臨広機の量E龍E掴a胴突. e 
進..#* 遺栂舛 陣 49 81 (3.2踊 325 古繍附悶 S字11(A踊} 額面向面:繍圃毛‘外置

ロ絹外面:段筒銀融上に線級工品による掴血制実.体11向

盟々穿* 遇制'外 回 49 81 0-210 2剖 ヨ省繍前岨 S字II(A掴} 目録郎 (15.9) H (3.9) 7.5VR7/4 箇:相聞等醒砲で、頭筒向面:祖国毛.斜面:鑑圃毛鰻巳 e 
閉館植盆龍韓

盟々穿'* 通網外 90 49 81 κ21G K・.21 古姻曲冊 8字II(A阻刊 ロlill イイ位2) 10VR町4
国いS字面面.目録併箇:4f1完工具よる車瞳岡実.顕包
向固に帽闘毛

s 

酒々葬* 週傷91 91 49 81 G-21G 以殉 古繍飼圃 S字圏 (A翻7) ロ鍋鶴 -J.J (2.9) 5YR7t4 
目録外面:締袋工具による遮聾輔突‘体面斜面:坦い曜劇 e 
毛故由後に回毎掴量龍組

泊々穿木 ..  外 世 49 81 J-l9G 339 古繍前畑 S字国 (A囲} 目録11 M 包.6) 7.5VR1/4 
白血斜面:段面市雀に倒箇袋工具による廻鎗劇膚.周歯肉

6 
面構悶毛.体歯肉面:鋪罰等健掴で、体留外面:曜劇毛

遭々穿本 週備外 93 49 81 K・-210 740 省舗前姻 S字書 ロ絹箇 N 【2.3) 7.5Y，刷局 口組外箇・罰留外面坦い輔刷毛 e 

由々穿* 週織外 制 49 81 」・T倒3 宮祖 古111M闇. 日銀箇 イイ{日} 7.5VR5I4 
S字紙と傘6l健ロIi.顕包拘置:割Ib圃毛、外面:斜め崩

@ 
毛

掴..#木 遺綱外 95 49 81 1.24G 612 禽繍前回 S字11(AIII7) ロ舗箇 {田.6)H (4.0) 2.5VR312 
口組外面:嗣突の省録不明8.1111向面:包い圃毛禽‘外 e 
面:狙い斜め周毛由後に2!協の繍量詑舗

由々芽木 週備係 蝿 50 眠 0-21Q 153 古瑚舗闇 寓 回線鶴 (17.4) H (4.0) 10VR7/4 畳け白状ロ錨‘肉面:御園E直、外面:曜劇毛 7 

置々芽木 置網外 97 50 82 G.21G e・21 省舗前回 S字掴 目録錫 {担。)H (2.4) 7.5YA7/4 内外面・細菌で 7 

迦..穿本 遺繍舛 8・ 国 82 O.21G 世崎 育協附圃 S字書 口組偏 {包0)H (22】 5VR尉竃 ご〈恒かにS宇田面、外面:躍周毛 7 

官掴嗣闇 S字a ロ鋸歯 (22.5) H (3町2) 10YR7/4 
置かにS字袋、目録画および額面向函:栂圃毛、外国:

7 
置..11'* 週繍舛 相 50 .2 Q-24G 1277 斜Ib闘毛

H-l9G 822 ;!;舗前期 聾 口組鑓 (16.0) H (3.9) 7.5YR町B
彊付ロ放の目録苗 (S字聾の可能盤あり).1略面:躍周毛

7 由..#，ド 遺嶋外 唱。。 国 82 φe健闘毛

盟..#木 遺舗外 101 50 82 G-21G 148.149 省舗前回 S字書 口組儲 {旭川 f.I(4.6) 1OYR6I.・
憧かにS字紙となるロIi.向菌:繍周毛.91面:口組町

7 
1$偲へ遮鍵する催国毛

由々穿* 過繍外 '田 開 82 "筏泊町 育刷前鰯 S字5・ 日銀鼠 (14.0) /./ (4.8) 7.5VRωs 向面:御園aOl.外面:斜め刷毛 7 

温a・寄本 遺徳91 1回 国 国 0.210 275.Z17.2'市 省繍前闇 S字銅 目録箇 (12.8) /.( (4.5) 10VR1/4 
肉面:縮匝E宮、顕飽肉函:わずかに繍圃毛、斜面:斜め

7 
周毛

由々穿木 温栂舛 1刷 国 82 '.1・G 388 省繍前畑 S字書 ロ錫留 N (3.0) 守割問B 肉函:繍園a!ll‘外面:斜め周毛 7 

由々穿:* 通網外 105 50 82 J.l9G 自S 省繍附岨 S字盛 回総包 N (3.5) 7.5YR413 肉函:織田a!ll‘外国:曜周毛 7 

置..穿木 温綱舛 1曲 50 82 p.19G 1188 古鏑附岡 留 口鶴飼 {目。)/.( (7.2) 7.5YR616 
山信義S字殖か‘内面:繍圃毛後に繍銅で.外面:斜Ib

7 
尉毛

祖..#:木 週織91 107 50 82 。割。 2盟 古島自前国 庫 口組目 (24.4) /.( (4.5) 7.5VR716 山陰孫S字...‘内面:繍掴で、外面:斜め瑚le 7 

遭々穿* 週舗外 1国 田 82 N.21G 877 古繍曲闇 S字圏 口組踊 (10ω/.( (3.') 7.5YR5I4 外国:斜め刷毛‘ 'j、口笹の小穆晶 7 

道..#本 週繊外 1国 国 83 G・18G123 古繍問問 台付寓 鎗含飽 .(./ (3.5) 7.5YR716 外面:岨ぃ斜め圃毛 7 

出d・#* 壇綱外 110 50 83 同踊 K盤剖 古繍前聞 S字自 曹蝿 叫(1.81(5.8) 7.SVR6庖 例田:組い斜め圃毛 7 

由々聾木 理暢外 111 釦 国 K.'踊 7国 盲繍稲岡 台骨密 関包 -19.41 (6.7) 7.5VR616 
体箇内面:般車担で.岡田肉箇・稲田等醒銅で‘外面:斜

7 
め周毛

祖a・撃事 .樋外 112 国 83 J-l時 S担 省却直前悶 台付Z値 縁台鼠 イイ (3.6) 7.5YR716 外国:岨い斜め圃毛- 7 

置..芽:* 遮栂91 113 剖 83 K・2間 回2.3 宙線的闇 高符 闘田 イ5.71(2.9) 7.5VR7/4 向箇:相罰事鐙揖で.斜面:捌毛a 7 

坦々察本 遺楊外 114 国 83 G-21G 154 古織問闇 台付a 岡留 イ10.91(底的 la四回 体留肉面・胆箇向面:祖国毛、外国:斜Ib周毛 7 

坦々芽木 温情外 115 剖 83 K.'揖 701 省織問国 台付掴 鎗合儲 -1-1 (4.5) 10VR町宮
1$歯肉面:植田毛後に且晶みを盤射放置則"、岡留内面:

7 
斜め周毛後に舗罰w衝で.併面:鍋Ib周毛!ll1II

温a・警本 遣制暗併 116 50 83 H.2(踊 百7 富島自前闇 台付' 縫合鏑 イイ(4.6) 1QVR6I4 摩埠苦しい 7 

由々警木 温情外 117 50 間 κ，21G 7碑 省繍瞬間 台付. 園鶴 品 1/(SA) 10VA7J4 肉罰:鍋Ib刷毛‘併面:躍刷毛 7 

進.. 穿* 遺憾外 118 50 83 1-19G 388 古綱飾鯛 台付11 間鼠 イ(9.0)/ (62) 7.5VR7/4 向面:織園短で、外面:斜Ib圃鎗で 7 

由..芽* 温儒外 119 50 相 J-2踊 咽8 省編曲周 S字畠 聞包 48.81 (9.0) 1.5VR514 内外面:狙い斜め圃毛放箇 7 

盟..芽ホ 週明，~キ '剖 国 83 0・田a 1048 宵瑚悶悶 台付書 脚錫 ./ (9.6) / (5.7) 7.5YR師 肉箇:植刷毛.外商:斜め刷毛 ? 

盟..芽本 週欄外 121 50 83 。噌.22(ョ 7国 宮崎前聞 台付a 曹臨 J佃B)1 (4.') 10YR4/3 斜面:斜め圃毛 7 

喧々穿本 薗鴎外 '盟 田 国 0.210 8国 官繍前期 台付圏 脚傷 内2.21(7.5) 10VR即3 体館内箇:繍圃毛、脚邸内面:斜め圃毛 7 

車a・寄木 遺燭ター '国 50 84 Cト'回調 盲繍前悶 総揖JI! 14.9/1.9 10VRs13 半分のみ筏 7 

由々穿木 遺憾舛 124 開 83 p・純白 '剖‘ 省繍後期 高綜 岡田 ，110.21 (5.9) 7.5VR町宮 肉函:舗臨1 外函.鑑圃副り ? 

担..努木 温偶舛 125 国 回 p.u描 刊回 盲繍後回 禽 車偏 ./4.31 (7.2) 7.5VR問
体舗内面:楓刷毛後に且晶みを111:倒伏苗剛11.体節外面:

7 
盟削・1.1J!由:盟副り

由々穿'* 糧備91 1揖 国 84 T-210 1319 欝良~平安眠 理存長叩.0‘個叩.8 2.5Y712 肉函:布1iJ.斜面:鋸叩書 7 

盟..穿* 温繍舛 127 割 84 K・21G 7田 禽S亀~平安 丸耳 理容量9.4‘幅刊A 5Y5l1 肉面:省自.斜面:鎚で 7 

週"11'* 週偶舛 1掴 掴 .‘ 0-100 世田 E語良ー平安 .u: 現存畠6A.岨6.2 5VR師 肉函:布目.側面:鎚で 7 

由々穿木 週繍併 1割 51 陣 1-210 515 奈良町平安 先耳 現存&9.8.個8.0 5Y5Il 向田:省自‘斜面:蝿叩書 a 

泊..#木 盟締外 '剖 51 84 T・2担 121砲 語審良~平安 平E 現存量9.8、個15.5 割間 内面:縄叩き、外面:有国 8 

置..芽本 遺栂舛 131 51 制 品目G 蜜轟 奈良~平安 丸亙 現存畠帽。、幅12.6 5VR師 向面:布目.側面:組で • 
由々穿木 温鴎外 '担 50 84 P.17G 惜掴.11国 奈良~平曾 掴窟盤・4事 車留句目録錫 (18.0) 1 (12.2)緒。 N4I 肉外面:ロタロ畠で.鹿沼・付付高台 7 

国々穿木 遺構外 唱担 国 84 (3.11回目 平安 停 目録傷 /.f (2.1) 5VR町宮 肉箇:格子自崎宜 7 

出..#ホ 遺憾外 134 国 84 品副G '制8 平曹 高停 脚儲~鎗合11 I.f (4.6) 7.5YR師 面取りの，1b6高杯 ア

由々 書F本 遺構外 135 国 84 N.24G 841 平安 高停 闘筒 fイ【3.4) 5VR，術竃 面取りの'1662.解明歯 7 

温.. 穿司区 週備舛 1踊 51 85 M掴a .78 平安 商台停 底面~ロ館館 (15.6) I (8.4) 16.2 5VR師
内外面:ロクロ揖で.内面:血色.底留・園陸直削り.高

8 
台間り幽し

由々芽ホ 週繍外 137 51 85 P-18G 1173 平安 商台停 底趨~体翻 イ(7.5)12.8 5YR516 
内外面:ロクロ衝で.向箇・血色処理+間隔の16(量制紋

a 
随宜、1J!箇:高台捌り幽し

国々穿* 遇制隠外 1掴 51 .. 品捌3 刊副 平安 畠台停 底飽~体倒 ，/ (8.8) 12.8 5VR師
内外面ロクロ衝で.肉箇8よぴ且温み:鎗射圃宜‘底

a 
留.荷台回り幽し

坦々穿* 温舗外 139 51 .. fl.21G 叩胃 平宮 電S 車偏~傍観 1(8.1) 13.2 5VR6/6 
内面および且温み:111:制緩暗宜、舛面:楓圃o.車協:企 e 
面手持ち圃剛り

理.. 穿* 温網開舛 140 51 .. P-19 11蝿 平安 省吾 a箇-1$11 .1 (5.7) 1 (4.3) 5YR6I冒
肉面:血色処理+悠尉状鴎玄.外面:下位置副り.底鶴:

8 
園‘縁切り後周辺箆醐り

坦々穿* 遺綱" ，.， 51 .. N-U描 1110 平安 11' all-ロ@鶴 (11.4) 1 (5.8) 14.5 5VR816 
向併面:ロクロ狙で.舛面下位置圃り、庫錫:回毎糸切り

a 
後周辺直剛り

車..11'* 温幌舛 142 51 臨 K.22G K・22 平安 杯 底館内ロlill {唱1.8)/ (7.0) 13.9 5VR6局
向併面:ロク口調で.外面下位置削り.底11:箇厳命切り • 後周辺飽削'1

遭々撃事 温情外 143 51 .. 1.2(描 Z副 平安 ‘再 JI!錫~ロlill (9.7) 14.51【2.7) 5VR816 内外箇:ロクロ鎗で.JI!留:回転糸切り a 

由々苦手* 遇制.舛 144 51 65 N-19G 1114.1251.12割.12田 平安 符 1J!傷町口組鼠 10.41 (5.6) 1 (4.3) 5YR6I冒
内外面:ロクロ網で.外面:下位箪削り、鹿節:停止議切

8 

出..#木 温暢併 145 51 85 ι100 刊帽 平安 ‘棒 底錫 緬 51(1.8) 5VR816 
内外面:ロクロ鋼で.外面:下位置剛り、車薗:目脂糸切

a 
IIOI周辺組問り

国々穿木 遺偶91 146 51 障 0-22G 971 平安 4平 1J!1I町体錫 イ(8.5)1 (4.1) 7.5YR616 向田8よぴ見込みに鐙射紋碕宜 8 

国々穿木 遺鍋91 ，.7 51 85 0-1岨 1117 平安 停 底留 -15.7/ (.、曲 5YR816 
向併面:ロクロ纏で.91酒:下包量削・J.鹿島:園短糸切

a 
り後周坦盟副"

盟..穿末 温柵舛 146 51 .. N‘.200 N掴・措置 平安 凪 1$鶴ーロ錫鏑 (16.8) /-13.1 5VR6/4 内面:ロヲロ揮で‘外面:固鋸箆回り a 

置..，書ホ 遺備91 ". 51 .. N-2OQ N2<ト剖 平安 皿 体観~口組箇 (16.0) /-12.1 5相関 肉田:ロクロ鋼で、外面:固転昌明り a 

置..#* 通暢91 1田 5' .. G-1OO 5蝿 平安 • 1$11-ロ錫鼠 (37.0) 1-1 (5.5) 7.5YR514 肉面:繍梅で、斜面:鍍鳳毛 • 
迎々寄木 週明係 151 51 85 N.2(旧 N20-13.26.27.28 平安 圏 体島町目録箇 t田.4)14 (7.5) 7.酎刷局 肉面・欄圃毛、斜面:躍圃毛 • 
置々誓木 遺構外 152 51 95 J-19G 4蝿 時燭不明 不明土創晶 1Iさ 4.61幅 1.2 7.5YR制3 ー

置a・穿司区 過欄外 '国 51 .. H-21G H・.21 平安 不明土留品 現存長4.51領 1.3 5明醐 担字放の自陣抹.胎土鉱閉畠置土.11 • 

-32ー



Tab.16 出土遺物観察表(5) 

鎗毘 週初名~IP .. 1 F福. PI グリフド 注曲、 時刻 祖罰 節也 法量 色目 個，. 担踊輔
出..#* 週錫舛 154 I 51 85 G-2OG 58 鱒鋼不明 土鍾 袋さ 3.21幅1.7 10YR7/4 a 
国々~木 遺憾併 '田 51 85 1-21G 513 中盤 向耳土割 口組節~鯵留 【26.0)f.I (6.5) 5Y肉513 内外面:繍衝で 8 
由々穿* 週舗斜 '輔副 蝿 Hト21G '掴 時間不明 打1li15停 昌喜市.1/0置5.3 片錯lIi 8 
置..#* 遇制.外 157 I 51 曲 G-2OG 1304 蝿宜 否蝕 畳さ 1.85/掴1田 国&111‘凪圃E創 a 

久保留1 '号盟穴温絢 1 盟 田 T錐剖 平安 4事 E包~口組箇 8.4刈0/2.2 IOYR邸4 向斜面:ロク口俊で、直也.回転糸切り s 
久保園1 1号車穴11絢 2 盟 B7 1住掴.79 平安 高台梼 庭園~体箇 .， (9.4) I (5.7) 7.5YR町. 内外面:ロクロ銅で‘底鏑:付付高台 9 
久保図1 t号盟穴趨物 S 担 87 T住括 平安 高停 関節 . .J./ (3.4) 7.5YR醐 面取りのある高杯 9 
久保園1 "苦盟穴11絢 4 盟 87 1住-36.37.45 平安 E稲闇器.1lI 直面白目録留 (16.6) I (7.6)息e 抑制 向91函:ロクロ舗で φ周毛傘"軸徳.虚留・付付高台.

' 久保闘1 1't!ll穴瞳絢 5 盟 B7 1佳剖曲.58 平安 車 E箇肉体田 ./ (10.0) J (叩0) 5YR御冒 肉函:繍鑑で‘斜面 :11掴で、庭園:木11111 9 

久保園1 1号車穴阻物 @盟 87 1位曲 平安 a 底徳町口組鐙 (34.4)パ10.4)パ22.4) 5YR4I8 向面:梱復で、斜面:土佐総掴で.下包繍個で.1lE1I!:木
g 

11111 
久保図1 1号E穴11絢 7 1 52 B7 1住-70-74且掴 平安 餓腿館館事 現存長4.5.岨4.0 血食が脅し<*停の錫舗鼠不明圃 9 
久保園1 2号盟穴趨絢 1 1 52 88 衛2盆4 吉崎律問 事事 1lE1!B-口組箇 【官.. 6】，.， (6.3) 5YR618 ロ錫箇:繍鍾で.体留:外留置制り

' 久保園， 2号E穴11絢 2 盟 88 繍2住a 平安 血 摩鏑~口組留 (12.8) I (4.4) I (2.3) 7.5VR618 向斜面:ロクロ復で.1$1!B下位~鹿鼠:直蘭り g 
久保箇1 3号!Illl:lI絢 1 1 52 89 3住ー咽 平安 害事 llE舗~体鶴 イ (4.7)I {2.1} 5YR516 内外面:ロク口組で.鹿島:踊望書不明

' 久保図， 3号盟穴11物 2 盟 89 3往.24 平i? 4平 底留~口鎗鏑 (11.6) I (5.8) I (4.8) 10YR7/4 
内外面:ロクロ鋼で.舛面下位置削'J.底lI!:ilI・il持切り g 
後周週盟問り

久保銅1 3号畳lI:lI絢 3 1 52 89 3佳・5 平安 a 1lE1!B-1$1I! イ【12.5)I (9.0) 7.5YR514 外面:II1II掴で.底偲:木1It11

ー久保図， S号!IllI:1I物 1 盟 剖 5住・蝿.113 平安 停 体6-ロ鍋田 (11.2)1-1(3.5) 5YR師 内外面.ロクロ銅で

' 久錫園t 5't!ll穴11111 2 盟 田 S笹田 平安 符 車館町口組筒 【11.8)I (5.2) I (3.0) lOYR8I4 内外国:ロクロ闘で.1lE留・園伝来切り

' 久保圏1 5号E穴盛物 3 盟 田 5住・112 平安 ‘事 庫健~口組儲 10.315.513.4 1町民胡 内外面:ロタロ掴....虚鶴:固・il長切り 9 

久保園1 S号量穴盛物 4 1 52 90 5佳・甜.101 平安 ，事 E留-1$箇 .f6.2J(2.5) 軒R5I8
向係国:ロクロ掴で{向面にロクロ右目巨111'"りL底留: a 
固伝染切り

久保図1 5't1l穴11鎗 5 盟 曲 5住岨 平安 岡高高台停 底飼~目録偲 刊 ，417.014.0 2.5V1喫瑚
内外国:ロクロ僅で(両面にロクロ右圃伝1II).a台向底値:

' 園仮糸切り、付付高台

久領園1 S号盟lI:lI絢 @留 90 5住掴 平安 車 .留~口組留 {剖0)1-1 (8.1) 7.5VA512 向田:繍周毛.斜面:醒圃毛 ' 久領図' 5号霊E穴11物 7 1 52 90 5住-51 平安 車 目録留 fイ(3.6) 5YR418 内面:帽刷毛.5時田直周毛 a 
久領周' 5't!llll:1I鎗 -盟 .，・92 5住・百 平安 傘掴翻淘4!盤 総会且 lI'存長 5.2. 椙 1.4. 高~ 2.6 解個別匝

' 久保図1 7't畢究極鈎 1 田 93 7住.7 平安 直 0811!-体偲 (18，剖 f./2.7 7.5VR釘窃 内外箇:ロクロ錨で.つまみ鼠欠掴.路面11胎土 ，。

久保図1 7't!llll:II'鞠 2 由 田 7住田 平安 置 目録箇~休館 (17.8) 1-12.2 7.5YR6/6 向舛面:ロヲロ掴で‘つまみ留欠踊 ，。

久保図1 7't量穴11絢 3 田 93 7住ー11.酉，.26 平安 盟 口組邸~体留 (17.6)山色S 7.5YR814 内外国:ロクロ掴で‘つまみ燭欠鍋 ，。

久保図1 7号IIlI:lI物 4 国 田 7盆剖 平安 符 露儲~口組鑓 10.515.214.4 7.5VA718 
内側面:ロクロ掴で.舛面下位臨回'J.底包:圃艇幾切り

10 
1111ぽ全面E削'J

久保園1 7't!llll:隆物 S 田 93 7島34 平安 皿 体舗~口組鰯 (1.剖許，12.6 5VR518 内斜面:ロタロ掴で ，。

久保闘1 7号E穴11絢 6 国 由 7住・16 平安 血 鹿留~ロ録留 12.815.912.7 7.5YR616 向斜面:ロクロ鍋で.llEiI:回‘糸切り ，。

久保図1 7号耳穴温絢 7 国 国 7佳.. 平安 車 体箇~ロ8箇 {酉，6)/./ (4.6) 5YR4必 外面:，霊園毛 10 

久保図1 7't!ll穴園紛 8 国 田 7住剖揖 平安 車 ロ錨箇 {描0)1-1 (3.，・) 7.SVA516 内面:繍圃毛.外国:Il周毛 10 

久保回， 8号聾穴圃絢 1 国 94・帽 8偉剖 平安 百色終 車笛~ロ8i1 れ5.4)I (7.6) n.s 7.5VR6I4 向斜面:ロク回復で.底箇:高台嗣り幽し ，。

久錫悶' 8号E穴盤物 2 国 94・95 自住・113.115 平安 者降 llEiI-口組偲 11.016.014.7 5VR716 
内外面:ロクロ銅で.外面下位:鐘隅り.底留.. 全面園間

10 
り

久保周2 8l}1I穴11物 3 田 94・95 8佳品 専曳 符 体包~口錫留 {官3.8)1-14.4 7.5YR8I4 内外面.ロクロg闘で 10 

久保闘1 .号.，宅11絢 4 国 制・田 8住ー帽 平安 電椿 体iI-口偏留 (13.6】/./(4.2) 7.5YRW6 内外面:ロクロ掴で 10 

久保困1 8号.，常盛綱 5 国 制・輔 8住-31 平安 置 ロ8i1-1$舗 (22.8) '-13.9 lOVR7J3 内舛田:ロクロ掴で 10 

久保箇1 8't盟穴橿絢 8 田 94・蝿 8住.12 平安 皿 底留~口組留 (19，酎/(8.0)庖S 7.5VR518 向斜面:ロクロ舗で.底舗:盟問り.置の可陪健'"り ，。

久e母国1 8 't亜~fI~絢 7 1 53 剖・蝿 8佳 72 平安 置 .留 -1-12.1 ?忌iYR6/6 向舛面:ロクロ鎗で.底飽:鎗放のつまみ.血弱11胎土 ，。

久保図1 8'til穴建物 8 国 制・蝿 -盆ぐ悶.85.1昂 平安 皿 底値ーロ11111 (12.0) I (6.0) /3.0 7.5VR7/4 向斜面:ロタロ衝で.庭園:匝属議切" ，。

久保園t 8号盟穴且拘 9 1 53 制・田 8住:-25 平安 血 庫協 晶s、3 5YR宙宙 向斜面:ロクロ衝で.底留:園伝染切り ，。

久保闘， 81昔盟lI:圃拘 10 国 94・95 8住町 平霊E 皿 1lE1!B-ロ8i1 13町5.813.3 5YR616 向例酉:ロクロ僅で.直田:1静止粂切" ，。

久保図， 8号盟穴11'絢 11 担 制・ 95 8住・1田 平安 血 llE留 品制。 5YR518 向舛面:ロクロ梅で.底箇:回転轟切り ，。

久健闘1 8't!ll穴橿絶 12 国 制・ 85 8住.1回 平安 1M事 国留 -I-fl.4 町奥田 函怒りの....a符国包 ，。

久保闘， 8号盟lI:盈鈎 13 国 94・95 自住ー世7
省鍋後綱~

平E 現存畠17.0、幅帽.0 10VR6I4 内面:銅叩t 斜面:有国 ，。
器提良

久保園1 1 臼 .. S佳・揖 平安 11' 盛留~口組飽 11.715.214.6 7.5VR718 
肉外面:ロクロ錨で.鹿舗:圃・lil持切り、ウルシ放の凪色

11 9号E穴盛物
付鐙物"'1

久保図1 9号IIlI:lI物 2 副 .. 9佳-67 平安 電搭 底節目白錫箇 {惜2)1 (9.6) 15.5 7.5VR613 内面:ロクロ掴で 11 

久伺図1 9't!ll穴種物 3 制 蝿 9佳 84.94 平曹 電棒 庫銀~体留 イ (5.7)12.6 7.5VR7/4 
斜面:ロクロ衝で+下位置剛り.鹿郎:固・i.帳切り纏周辺

11 
園間り

久保銅1 9l}lIlI:館街 4 1 54 田 9住ー百回 平安 符 鹿節句口組鶴 11.816.514.4 5YR6/4 肉外国:ロクロ衝で‘lIiI:圃伝染切り後周辺盟問り 11 

S 副 蝿 S住・16 平安 停 虚包~口組筒 11.915.7/4.6 7.5VRBf4 
内外面:ロクロ掴で 惨飽肉園:!t射随宜.1lE留.回毎幾

" 久保闘1 9号盟穴E盆絢
切り織同盟圃岡"

.. 9位。7.'岨 平安 4不 底鼠~ロ館館 (11.2)庖，.514.1 7.5YA814 
内外国:ロクロ衝で.底箇:全面箆間"‘鹿穏厚い‘口鎗 11 久保図1 9.f}H，管障絢 6 I 54 
飽鋭付錨

久保園1 9't!ll穴11絢 7 嗣 .. 9住.21 平安 杯 鹿鶴~口錫箇 13.016.015.1 百対司唖 内外国・ロタロ鋼で.虚留:固厳象切り後周坦盟削り 11 

久保箇1 9't盟穴fI絢 8 I 54 蝿 9住.1 平安 ‘降 車節句口組留 (11.4) 1 (5.6) 14.2 7.5VR7j局
内田:ロヲロ掴で+盤射暗宜、斜面:ロヲロ歯で+下位

11 
圃閉り.直面:由佳幾切り後周辺盟問り

久伺闘1 @母'!IllI:彊絢 9 嗣 蝿 '住-86 平安 置 ロ8i1-体留 (17.0) 1-1 (4.0) ま5YR7/4 内外面:ロクロ備で 11 

久領図1 9骨量穴11絢 ，。 副 蝿 9佳喝5 平安 直 日銀飽h 鯵留 17.41-1 (2.4) 10VR町宮 内外面:ロクロ衝で 11 

久保図1 9't!ll穴庖絢 11 制 蝿 9住・10.13.'回 平安 置 ロlIiI町鯵留 (21.0) J.J (1.7) 10VR412 内外面:ロタロ舗で " 
久保園1 9't!ll穴fI絢 12 制 蝿 包色岨 平安 E 日銀笛-1$留 帽，.81-1(2.6) 5YR518 向舛面:ロク白血で " 
!l保図t 91t1l穴11鞠 13 副 田 9住-51 平宜 血 底鼠~ロ錫筒 園間0.812.9 7.5VR5I4 

向面:ロヲロ揮で‘斜面:ロタロ銅で.底留:回転轟切り
11 

後周辺箆網り

久保&11 9lJ盤穴脂綿 14 割 97 8往，-22.2.・.25.40.41.57 平安 凪 虚iI-口組筒 17.01-13.3 7.5VR513 内面:ロクロ錨で.外函:図録薗剛り.重の可能性あり 11 

久領園1 9'111穴盛物 15 制 97 9往"9 平安 血 虚包~口偏箇 16.1n.8J3.1 10VR6I4 
内面:ロクロ鋼で‘外面:ロフロ掴で+下位箆酬リ‘底

" 舗:周伝来切り後周辺圃屍富岡り

!ll事図1 9'1!1l穴血物 制 割 9住 87 平安 皿 底鶴~ロ鰻筒 15.町7.6/3.1 7.5VR5I4 
内面:ロヲロ楓で‘舛面:ロヲロ掴で+下位置闘吋司底

11 16 
館:回転縁切り後周辺圃削り

!ll暴図1 9'1!1!穴橿絢 副 盟 S伎畠田 平安 皿 鹿包~ロ1111 (15.0) 1 (5.6) 12.6 7.5VR馴
肉面・ロクロ衝で.外面:ロク回復で+下世直剛'1.車

11 17 
iI:1圏厳縁切り

久領国1 @号室E穴盛物 18 制 97 9t主.. 7 平安 皿 底扇町休館 イ'4.71(1.9) 7.5VR618 内面:ロクロ橿で‘舛面:ロクロ銅で " 
久保図1 '号E穴建物 19 制 97 9!生田 平安 皿 庇節句ロ8鏑 16.017.2/3.1 7.5VR516 

向田:ロクロ掴で‘舛箇:ロクロ揖で+下位箆剛り、底
11 

iI:全国園仮置剛り

久保図1 副 田 9住.... 平安 皿 底節句ロ8爾 【15.0)， (5.5)庖4 10YR5/4 
内面:ロヲロ揖で、持面:ロクロ銅で+下位箆嗣リ‘ E

11 g号盟穴11絢 白
鼠:園経糸切り彼周辺盟問り

久保闘， 9.!Il穴凪絢 54 間 9住田曲目 平安 凪 底節句体鶴 ー1(5.8) ， (1.8) 7.5YR616 
内面ロクロ抱で.外面:ロクロ備で φ下位置剛り.底

11 21 
11:関紙糸切り織周辺回転置削"

久保図， 9't!ll穴鎗絢 盟 54 97 B住ー田 平安 皿 底iI-ロ陽鼠 14.5必412.9 7.5YR5I4 肉面:ロクロ掴で‘斜面+底部:回毎盟問り 11 

久保園t 8号堕穴砲絢 23 副 97 9!主4 平安 皿 底包ー口組箇 15.617.413.1 10YR713 
内面:ロタロ衝で.!t射説崎支.斜面:ロクロ侮で+下

" 位置陶り 鹿島:圃・量糸切り後周辺直朗り

久保闘T 9'1聖穴量物 割 54 .. 9佳・珂 平安 角事事 提手偏 現存轟4.0、幅1.8 5YR616 I!!手偏のみ、先11爾.. 将鶴田放に面恵"細工 " 
久保図1 @号盟穴a絢 25 54 88 91主... 平安 E 虚舗~休眠 イ (8.0)1 (4.3) 7.5YR513 内面:繊圃毛外国:‘刷毛 11 

久保図t 9'1!1l穴a絢 首 54 88 9往時 平安 車 底節句体節 -1 (10.0) ， (7.3) 7.5YR412 内面:俄圃毛外面:Il刷毛 1市
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Tab.17 出土遺物観察表(6 ) 

例 '1リッド 注匝h 時調 祖鳳 鶴位 言髭量 色固 舗 4彦 収曲第
鎗区 遺欄省II<U! 地 Flg 

54 個 9住S 平安 車 体留~口銀鼠 【回.8)1-1 (2.9) 7.5YR516 内面:繍圃毛.外面:健闘毛 11 
久保図1 94t1l穴盛絢 '0 

98 @住・咽
省績信網-u 現存晶5.5 幅7.. 7.5YR814 肉面:布目‘外面:繍衝で 12 

久保IBI 9号E穴姐絢 28 55 積良

55 98 @佳甜
古編後姻~

丸亙 現存晶9.5.由13.1 10YR町3 内面・布目.外国:繍掴で 12 
久保図2 94tH穴iI物 四 著書良

久保園t 39<t土統 1 I 55 99 調土ー' 平安 事事 底節句口錫箇 11.51'4.614.4 5YR町S
内面ロクロ担で φ盤射線路宜、見畠みに錫車伐の鴎宜"

12 
'1.外面:ロタロ衝で+箇闘り.車笛:全面盟問り

久fIl図も 54号土統 1 I 55 99 54土・1.2
省繍後闇~

欝S込
平耳 現存長8.0.幅 13.8 割術師 肉面:侮で.外面:布目 12 

向田:ロヲロ掴で+蹟射統国宜‘且込みに蝿睡状の暗宜畠

久保図t B7土統 t 田 曲 67土.1 平安 停 iI留ーロ徳留 叩.915.314.3 7.5YR胡 り‘外面:ロクロ備で令直削り.車留:園経糸切り後周週 12 

盟問り

久保園1 103号土紘 1 I 55 1曲 103土・田 平安 .. iIi包 イ(10.8)11.0 7.5VR313 
内面:ロクロ舗で+盤射杭暗宜、舛面:ロヲロ掴で+直

12 
削り‘ E儲全面図鑑圃削り

久保図1 1伯母土筑 2 I 55 ‘凹 1国土・18 平安 書怪 底儲~口組笛 12.315.314.4 7.5VR7/4 
内面:ロクロ掴で+蝕射統陪宜‘舛面:ロクロ侮で+盟

12 
削り

久保園t 1国'4t土脱 3 I 55 1叩 t国土，-'4 平安 杯 iIlIII-ロ徳田 (11.4) I (5.0) 14.0 5VR4IB 
向田・ロクロ自慢で+盤射線暗宜、外面:ロクロ掴で+11

12 
削り‘底値:全面圃閉り

久保闘1 叩3号土筑 4 I 55 1曲 103土・19 平安 電俸 111l1li-口館館 (13.5) 1 (6.0) 14.6 5VR516 
内面:ロクロ街で+ll射放路宜‘外面:ロクロ衝で+盟

12 
回り

久保図1 唱団号土紘 5 I 55 100 103土・1 平安 割磁器.111 底鶴 .1 (16.0) 1 (7.0) N5I 向田・衝で‘外函:叩書目 12 

久鍋園' '昌号土統 1 田 99 125土・1 平安 符 111111-口組箇 12.015.813.9 7.5YA町宮 内外面.ロタロ衝で.底鶴:回転糸句" ‘2 

久保園旬 1踊毎土統 唱 58 唱01・2田 市圏土.. 平安 停 底留~口級車S 10.815.613.2 5VR4I8 内外面:ロクロ担で.車箇.図鑑幾切'1 13 

久保図1 128号土統 2 I 58 101・102 1由主4 平安 者怪 盛箇~ロ絹留 11.415.513.1 5YR518 内外面:ロクロ掴で.底留.回転換切り 13 

久保図1 1四号土銑 3 国 101・102 126土・7 平安 事事 鹿留~口組留 12.3訓8.0/3.9 7.5VR6自白 向舛面:ロヲロ掴で司底面:園転舟切り 13 

久保園1 市回。土銑 4 掴 101・10宮 1掴土8 平安 得 E創~ロ緑樹 10.915.012.8 5YR518 内外面:ロクロ指で‘底留・回転a持切り 13 

久保図1 124号土統 1 I 55 99 124土・帽 平安 符 E節目口組鶴 11.516.町2.5 7.5YA516 内外面:ロクロ銅で‘底箇:固伝舟切り 12 

久保図1 1剖号土焼 2 I 55 99 1剖土・10 平安 者吾 停留-口錫留 12.0M (2.6) 5VR悶 内舛面:ロクロ姐で 12 

久保園， '副号土統 3 I 55 99 124土・7.8 平安 綜 111留~口錫包 (11.8) I (7.0)厄j 5VR醐 内外面:ロタロ狙で、鹿島:図鑑糸切り 、12

久保園t 1241き土筑 4 I 55 99 124土.2 平安 車 f$箇~ロ録音B (30.0) /./ (5.4) 5VA4I4 内面:楓圃毛、斜面 :1霊園毛 12 

久保図1 149土銑 1 I 55 個 149土・1 平安 4不 底舗 イ(5.0)1 (2.0) 5VR邸8
肉面:ロヲ口組で+盤射松崎宜、舛面:ロヲロ掴で+盟

12 
削'1.底儲・園経糸切り役会面直削り

久保図1 158号土銑 1 I 55 曲 ‘国土.. 平安 杯 鹿留~口組留 (12.0) 1 (6.0) 14.5 7.5YR5J也 内外商:ロクロ掴で‘庫銀:園経糸切り 官

久保図2 旬開。土統 1 描 '曲 '田土ー' 平安 綜 鹿留~目録包 (12.0) ，【6.0)14.3 7.SYR&l4 
内外面:ロク口組で.外面:外面:ロタロ掴で+下位置闇

13 

久保園2 '盟毎土lIt 1 踊 '回 192土・1 盲繍後期 事事 庫協~口組師 12.0/-'4.2 7.5YR5I・ 内面:不明.係面:圃鋼嗣り+繍担で 13 

久保図2 '由。土lIt t 田 103 195土・1 平安 4不 底舗 Jσ8) 13.1 5YR516 内外面:ロクロ担で 、2

久保園， 自S号土銑 t 晶 104 4住・蝿.115 平安 事事 底筒~ロ締舗 12.8訓6.0/3.4 5VR516 肉外国.ロクロ担で、底留.回転来切り 13 

久保図2 四8号土統 2 I 58 10‘ 4住 65 平安 4本 車曲目口館館 11.凪 113.1 5YR釦S 内面:ロクロ自慢で+下位薗附'1.底留:園伝幾切り 13 

久保図， 206号土統 3 I 58 104 4佳・113 平安 園高高台停 盛留-f$留 イ【8.4)'4.0 5YR516 Il!留:全面圃魅置削り.付"高台 13 

久保図2 2曲。土筑 4 晶 104 4俊樹凪凪 平安 4平 底l1li-目録箇 12.0/5.013.1 5YR宮S 内外面:ロタロ備で.底包:固伝来切り 13 

久保園， '号濁 1 I 56 105 1調・132 吉相飽鰭 蛮轟 ロ11鏑 (25.0) 1-1 (4.5) 7.5VR即S 停留下位に極のめる高符 13 

久保図1 t号溺 2 I 56 105 1沼田4 音羽前悶 高停 回毎 イ" (7.7) 10VR6l4 内面:給土依・J込み.外面:鑓方向の掴かい盟副り 13 

久保図1 1号潟 3 田 105 1鴻ー掴1 宮崎舗網 健省 岡留~停鑓 (8.6) ，./ (4.4) 7.5VR6I4 肉面:盤射方向の1II@.併面:縦方向の'III@sI 13 

久保困1 "奇潟 4 I 58 105 1潟回S 古1II11!1III 高停 岡留 .J.J (8.4) 10YR613 内面.綱方向車剖り、外面:II!方向圃削り 13 

久保図1 t号調 S 国 '国 '溝田 吉繍飾闇 高符 脚薗~符l1li -'-1 (5.2) 7.5YR416 内面:綱方向車削り.外面:館方向車岡り 、3

久保IBI も号淘 @由 S国 '濁4但 盲繍II!IIII '1‘盤量 E節句罰翻 -12.01 (7.0) 7.5'鴨倒 内面:稲罰等による侮で.斜面:富岡り 13 

久保図唱 14t濁 7 掴 '国 '溜.... 省繍筒錫 小型霊 目録留 (10.8) J.I (4.6) 7.5Y1喫描 内外国:備方向の掴で 13 

久保信1 '号清 8 描 '国 '濁C 婿 宮崎前繍 盛 目録錫 -1-1 (1.3) 7.SVR6I4 口組閣鼠に溜韓胴突支 13 

久保田1 t号潟 8 国 105 t濁鋸 盲繍前期 盛 目録l1li .f.1 (1.2) 守割問12 ロ縁組留に鋼み 13 

久保図司 1号測 10 畠 1国 1潤B 措 宮崎前銅 盤 体留 .1.1 (2.4) 10YR614 倒鎗麹波支 13 

久保園S 1号淘 11 描 1国 ?潟2 省繍舗網 鐙 体留 .1-1 (3.8) 7.5YR6/4 鎗瀞ボタン紙付支 13 

久保図， '聖子凋 世田 S冊 t湖一鑑 盲償問鋼 S字書 (A掴) ロ栂留 .1・1(1.8) 10YR7J4 
ロ俗段館下位に働歯先統工具による遮揖割安.園邸内置に

13 
刷毛

久保図1 1号渇 時酷 105 ljMC 鑑 盲繍前期 S字書 (A盟) ロ級協 .1-1 (1.8) 10VR町3 ロ鎗厩廊下位に御箇9量級工品tニよる遮銀副突 13 

久保図t t号溜 14 I 56 105 1講.65 省繍筒闇 S字II(A掴) ロ縁笛 .，.， (3.0) 7.5VR7J必 ロw!l舗下位に締状工具による遮鎗刺突.顕留内面に圃毛 13 

久保園' 1母摺 15 描 105 1理'-3曲 盲繍前綱 台付盛 鎗合留 N (3.7) 10VR5I4 体館・脚館内面 :ftllllU!による鏑かい銅で 13 

久保鴎' 11署漏 時国 105 1満・1国 宮崎前期 台付麹 鎗合侮 .J.I (4.4) 10VR5I4 
f$錫・闘附内面:繍回努による掴かい銅で.体節・脚節外

13 
面:狙い周毛

久保図1 '号調 17 田 1国 1潤・318 宵繍舗網 盛 底億 ./ (8.4) J (2.6) 7.5VR6I4 斜面 :1恨め方向の圃毛.鹿箇:_t'fIl!絞伝中心のみ富む 13 

久保園市 t号濁 18 田 1帽 '淘4町 古繍稲岡 盛 庫協 -1 (5.1) I【2.9) 7.5VRS18 内面:細田停による備で 13 

久保図1 1<t淘 19 騎 1国 1潤・211.440 盲繍前国 盛 底留 .1 (4.6) 1 (1.4) 10VR6I4 底留:上げ底放に中心のみ歯む 13 

久保図T 1号澗 20158 1田 '潟82 禽焔前期 盟 底面 " (3.0) 1 (3.9) 7.5VR5I4 内面:後方向の掴かい侮で 13 

久保図1 1<t潟 21 曲 市冊 3璃・3田 古繍後繍 綜 鹿留~口級協 12.21.円/3.9 7.5VR7/4 口組踊:繍備で、体留:外面圃副'1.肉置に赤影 13 

久保図1 1号iII 盟 58 唱曲 1潤・271.418 古畑後回 杯 直信~口組節 “2.0) J./42 7.5VR513 
ロ11箇:繍銅で.休館:斜面盟削り.ロ鎗舗の肉舛置に審

13 
'国

久保図t "善規 白血 1師 1舗を国ι掴9 省綱後期 事事 鹿舗~日銀留 世2叫 1 7酎 'R7/4
口組郎:繍衝で.体箇:外面掴削り.内面に血色.舛面に

13 
廊軍事

久保図t 1号溜 24 随 1曲 1 ifiI-2制 宵倒後期 符 底館~ロ館館 11.9μ-13.5 10YR4/4 目録飼:舗網守、体錫:外面苗制り.肉外商に務影 13 

久保困1 1号潟 25156 106 '海醐帽。 宵繍後舗 鈴 体協~口組留 12晶 '5.0 7.5VR413 内面倒砲で.外国:鐙圃毛 13 

久保園1 1号潟 28156 '曲 1漕・.76 宮崎後刻 杯あるいlil$ 鹿沼町口録音S (18.8) /-，掲3 7.5VR616 口組鼠:繍担で.f$箇・舛函E閑り 13 

久保園t 1号調 27 1 56 '国 '璃 225 宮刷復調 高停 関留 .1 (9.6) 15.0 7.5VR4I4 内面:刷毛橿‘繍鑑で.斜面:櫨直削り 13 

久保図， 1号潟 団副 1聞 1沼市 吉綱復刻 高杯 聞協 .， (11.4)厄7 2.5VR312 内外面:繍衝で 13 

久保園t 1号潟 園田 '曲 1濁S曲 吉明後期 事 E留 (9.6) 1-1 (2.3) 10VR416 体歯肉面・4・a工且による飼かい衝で、底値:木.Q 13 

久保図t '号議 30 1 56 '曲 1潟22B 育相後期 11 体l1li-口組邸 (16.0) 1-1 (5.5) 叩VR7/3
口館内面:繍朗毛.f$1III向面:繍勉で.回線斜面・織抱で

13 
φー箇斜め聞毛.体留外面:U毛

久保図1 1号漏 3市 56 '田 1講・106 育刷後網 聾 111l1li .1 (3.8) I (3.7) 5VR516 内面:催方向の刷毛+細田樟による自で、外面:包い周毛 13 

久保園， 1号濁 32 描 1帽 t沼田4 1i1ll後lUI 111 1If1lll (10.0) J.イ(3.5) 5VR4I，・ 体歯肉面:帽杭工具による細かい纏で、底留:木寓a 13 

久保園t 1号潟 盟関 1曲 1潟C 錯 平安 高轟 事事liIl -f.fI.7 5VR616 回毎に面取りのiIlる高符 13 

久保図1 '号満 34 描 1曲 1調C 括 時網不明 不明主観晶 現存轟2.3‘幅1.2 13 

~I暴園 1 2号濁 1 I 57 107 2苅2 省繍前鮪 台付聾 縫合l1li .，_， (5.2) 7.5VR5I4 開陣内罰・繍方向の尉毛 14 

久保園t 3号濁 1 I 57 107 3潟鏑 平安 不明土111晶 現存轟2.0、幅1.2 7割問‘ 絶手状の形波 14 

久保図t 5号需 1 I 57 107 S濁a 平安 停 底割ー目録箇 (12.0) / (6.0) ， (4.1) 7.5VRSIG 内斜面:ロヲロ掴で 14 

久保図， 64t溺 1 I 57 107 8濁・3 省組前期 褒 底箆 ./ (7.2) I (2.8) 10VRS/4 肉画:鍋圃毛.外国:II!毘備で 14 

久保IBI @号君事 2 I 57 107 6渇S 宮崎鏑姻 盛 鹿鼠 ./4.61 (2.0) 7.5VR6I4 斜面:倉時め箆剤'1 14 

久保園、 @潟漏 1 I 57 107 9潟.. 古1II1ll網 荷停 側留 ゅ， (3.3) 7.5VR513 内面:綱方向の箪衝で‘斜面:II!方向の庖き 1‘ 

久保飼1 9調講 2 I 57 107 S潟循 省繍前網 小型書 停留~ロ館館 .1イ(5.1) 5VR616 ロ緑館下位に2箇掃の.. 孔"り 14 

久保図1 104潟 1 I 57 106 10鴻剖 古鳩銅剣 高綜 開鼠 N (4.0) 7.5VR即窃 内面:繍備で.外面:級車御で 、4

久保園1 叩号満 2 I 57 108 10漕召11 古鳩a時刻 高綜 闘錫 州 (5.21 7.5VR6I竃 向面.繍御で.外面 :1震直樹で 14 

久保園育 叩号調関 3 I 57 108 叩満・1回 盲繍II!IIII 富轟 嗣郎 f.f (5.4) 7.5VR516 外薗:II!II舗でのQl)iIlり 14 

久保図1 叩号淘 4 I 57 1国 叩濁田 古繍筒鱒 高杯 醐鶴 ι， (4.5) で7.5~帽1516 短い胴.穿孔なし 14 

久保園1 10号潟 5 I 57 t国 叩璃・15 古峨前期 高杯 闘鼠 -， (9.5) I (4.6) 5VR5箱 内面:繍舗で.外面:II!箆復で.醐砲撃孔なし 14 
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Tab.18 出土遺物観察表(7)

治区 遺舗名称w No. I FIQ PI グリッド i主E包ぬ 崎悶 祖翻 範位 滋量 色園 備考 段踊箱
久保図 1 10号淘 6 I 57 10' 10漕・56 省繍悶湖 高杯 国鼠 イ (14.6)I (5.2) 7.5YR町S 穿孔なし 14 
久保園1 叩号渇 7 I 57 10a 10溝・15 省鳩銅剣 甑 体部~口組留 (14.0) Iイ'4.5 5YR616 肉面:繍併め方向の周毛、外面.繍衝で 14 
久保図 1 10号淘 8 I 57 10a 10満括 富繍附鋼 蛮 体il! /イ (2.0) 7.5YR5I6 1JIl飽盆?体留信片 14 
久保図1 10号濁 9 I 57 10. 10鴻 203 盲織前期 E量 体il! fイ(2.0) 7.5YR町S 体箇破片、鋸歯状の遺録制み"'} 14 
久保図1 10号淘 10 I 57 10a 叩淘-46 盲泊際問 盛 口緩留 (14.0) ，-， (4.0) 7.5YR6J4 目録留:繍備で、体節舛箇:縫周毛 14 
久保図1 叩号ヨー 11 I 57 10a 10謂・.213 省繍銅剣 重量 体協~ロ錫留 (10.0) f.イ(6.') 7.5YR6f4 ロ1Ilil!:繍鎗で.体飽舛薗:緩周毛 、a‘
久保図' 叩号濁 12 I 57 100 10湾 94 古舗前期 蛮 底il! イー.f(3.0) 7.5YA6J6 内面:慣鐙で.外面 :1竃御で 14 
久保困1 10号濁 13 I 57 100 叩淘2担 古鳩前踊 董量 底盤 .， (6.0) I (2.1) 7.5YR6I4 内面:繍慌で.外面盟衝で 14 
久保図t 叩号湾 14 I 57 10a 10講-41 省IllIRIIIl盈 底包 ー.， (2.8) I (1.9) 7.5YR6I4 肉面繍鎗で、斜面箆砲で 14 
久保図1 叩号濁 15 I 57 10a 10溜剖8 省綱IRIIIl 壷 鹿沼 イ (9.5)I (3.1) 7.5VR416 内面:繍侮で.外面 :ll衝で 14 
久保図， 叩号潟 16 I 57 100 10溝・170 省繍IRIIIl S字聾 体留~口錫il! (14.0) ，.・1(4.6) 5YR5/6 体箇・脚留内面:縮問句鎗で、舛面盟問り後に刷毛 14 
久保図1 叩号ヨ暗 17 J 57 10a 10鴻"2 貧血目前期 S字聾 盛合lIlI イイ (3.') 5YR616 体観・脚部内面指聞句織で、舛罰;捌毛

'‘ 久保図 1 10号潟 18 r 57 10a 10潟-69 古繍前期 S字麹 蜂会鉱 .J.I (3.7) 5YR5I6 体鼠脚鼠内函:術覇傍御で.外面:刷毛 14 
久保図 t 12号渇 1 1 57 107 12溝.23 古細前期 片口小型盛 底飽~目録留 7.013.8/4.6 7.5YR7f4 手づ〈抱成目隊司外函 II!方向の細目衝で、内面赤彰 14 
久保図 1 12号淘 2 I 57 107 12潤・17 宮崎前期 lI! 底鼠~体節 イ(6.2)I (5.4) 10YA513 内面館繍衝で、外面・縫臨鑓で 14 
久保図2 暗号淘 、言3 109 16鴻-25 禽繍前繍 Iil;杯 田鶴 -， (13.0) I (4，2) 7.5YA釘S 内面:繊醐毛.穿孔3穴 14 
久保図2 暗号溜 2 I 57 109 16洛.34 省繍悶鋼 富轟 腕館 イ (10.71(3.4) 10YR7/3 穿孔3穴 14 
久保図2 16号濁 3 I 57 109 16溝・14 音羽前期 高杯 国留 件1(5.3) 5YA616 穿孔不明 14 
久保図2 16号鴻 4 I 57 109 16鴻-4， 古繍附繍 高杯 鐘会鼠 ，.， (3.1) 2.5YA5J6 内圏 直繍録達で 14 
久保図2 16号濁 5 I 57 109 16沼措 盲繍前期 雪量 口錫箇 .，.， (2.2) 7.5YR616 訴り返しロIII‘ロlIlJIl僚に刻み目 14 
久保図2 暗号淘 6 I 57 109 16苅95 宮摘後綱 本事 底鐙~口錫鑓 (13.0) ，.・1(4.2) 10YR5'4 向面・柵担で、舛面:口組部禍衝で+体箇盤固り 14 
久保図2 暗号涜 7 I 57 '開 時濁-93 育期後期 杯 体盤~口組箇 (13.9) J.f (3.2) 7.5YA413 内面:楠揺で‘斜面:口組部繍僅で+体I!I!ll閑り 14 
久保図2 暗号濁 • 1 57 109 時潟73 省湖町後期 停 底畠~口組B (11.6) 1-1 (3.5) 10YR5l4 向面:楠握で、斜面:口組盤楓樋で+体罰箆周り 14 
久保図2 暗号湾 9 I 57 110 16溝・124 古周回復刻 想嗣聾 体il!-口III隠 (22.0) /./ (23.5) 烹5YR6/4 内面:繍衝で‘外函:$1め闘毛 15 
久保図2 叩号潟 1 I 57 111 19潟 2 古1II11111l鉢 体協~口III錫 (17.8) ，.・1(6.6) 5YR6厄 内面:繍OIでφ鳳色.外面倒侮で 14 
久保図2 21号濁 1 1 57 111 21淘-42 察良 杯 底il!-口錫箇 (14.8) f (9.0) I (5，4) 7.5YR616 向舛面:ロクロ侮でー底回目隠箆閉り 14 

久保図2 21号濁 2 1 57 111 叩住4 奈良 杯 lil:錫~口錫留 13.718.613.3 7.5YR8I4 内外箇ロクロaで.1lI留・目・s館岡り 14 

久保図2 21号濁 3 1 57 111 10住・1B 奈良 事事 底儀~口総錫 (15.8) / (8.0)庖.4 7.5YR6I6 内外箇:ロクロ鎗で.底飽・園舷盟削・J 14 

久保闘2 21号涜 4 I 57 111 目潟・23 奈良 聾 底留~体節 ベ19.01(4.4) lQYR813 内面積抱で.舛面:不登方向調で 14 

久保図2 21号濁 5 I 57 111 目刻。 平安 皿 底部~体鴎 .， (10.0) I (1.5) 5YR釘B 内外面:ロクロ掴で 14 

久保図2 21号溜 6 I sa 112 21溝・24 奈良 聾 体認~口級協 (21.6) 1・.f(8.0) 7.5YR716 内面:繍織で 16 

久保図2 21号規 7 1 56 112 10住・53.54 奈良 聾 体I!s-口III郎 (24.0) (-( (3.8) 5YR5J6 内面:綱織で外面:械悶毛 16 

久保図2 21号潟 e I 56 112 10住-47 奈良 lI! 体認~ロ錫箇 (32.0) 1-( (3.8) 7.5YR4" 内面:繍袋署で.外面・繊闘毛 16 

久保図2 引号潟 9 I 56 112 21溝・5.12 奈良 聾 体留~ロIi館 (33.4) f.( (6.8) 7.5YR6f4 内面:繍留で、外面白繍刷毛 16 

久保図2 21号濁 10 担 112 21溝-41 褒良 lI! 体笛 (39.4) /-1 (2.1) 10YR713 内面・繍鎗で.外面:繍刷毛 16 

久保図 1 2H剖土1111帥 t 担 113 2130-417 古傷悶悶 器台 国濁~符飽 (10.2) {./ (6.0) 7.5YR616 
停邸内外面:繍復で.闘歯肉面:禍館岡り‘岡留外面袋

16 
庖き、 11孔3穴

久保闘1 2H.:却土111111中 2 I 56 113 2H30.2田.247.871 古焔附峨 高率不 胴留~口組筒 (11.9) 18.219.2 7.5YR7.厄 脚節外面'盟OIで 16 

久保園1 2H.30土111111中 3 1 56 113 2H30-892 古畑前期 高杯 開箆~口組舘 (14.1) 1 (11.7) 112.5 5YR町S 向舛面とも剥落苦しい 16 

久保悶1 2件担土111寝中 4 1 56 113 
2胞か

吉繍前期 高杯 岡留~杯留 15.21 (13.8) 114.3 7.5YR616 
事事館内外面:鐙Eき 開留外面.鑓B!@ 聞筋肉箇・給土

16 
141.142.144.183‘199.2担 続り込み‘穿孔3穴

久保闘1 2H.却土弱篠中 5 I 56 114 2H30.380.523 古慣例矧 高符 事不包 (22.8)ト{(12.6) 10YR616 内外面:直方向車曹+赤軍主 16 

久保図1 2H.30土1111臨中 6 1 56 114 2H30-397.1凹5 古繍附賜 高杯 杯鼠 13.町.((4.7) 10YR7/4 内外面・縦方向llJ!φ赤軍多 16 

久保図1 2H.30土111111中 7 I 59 114 2H30・1159 省慣附鰍 高綜 杯盤 (10.8) 1.1 (3.9) 7.5YR7/4 内外面繍繍で 16 

久保図1 2H・30土鯵自民中 • 1 59 114 四 0-220 古繍前期 器台 杯I!s (10.2) 1-1 (6.1) 7.5YR6f6 杯館内外函:繍梅で 16 

久保図1 2H.30土密集中 9 1 59 114 2130.531 省繍前悶 商事不 関節~本不備 ，.， (4.5) 7.5YR6f4 穿孔3穴 16 

久保悶1 2H-30土包鎗中 10 国 114 2H30-491.1362 古繍附銅 高杯 岡留-1不I!s /.1 (3.6) 5YR6I4 穿孔3穴 16 

久保図1 2除却土器a眠中 11 担 113 2H30-535.2000 宮崎前倒 高綜 関節 (15.0) '.1 (7.4) 10YR7/4 内面:繍箆復で、外面 :111毘衝で穿孔3穴 16 

久保図' 2H.30土健筆中 12 56 114 2H3G・2161 省繍前期 高符 田錦 -， (6.2) { (3.0) 7.5YR716 内外面復箆鎗で 16 

久保図1 2H.30土器舗中 13 56 113 2H30・1B1 盲111前期 話事杯 岡留 -1 (8.8) 1 (5.3) 10YR7/4 外面 :111箆備で、穿孔3穴 16 

久保図1 2H.国土111111ゅ 14 59 113 2H30.1421.21師 .2178 省期的瑚 五E係 園調 M (4.3) 5YR6I4 穿孔3穴 16 

久保園' 2件却土墨痕中 15 国 114 2H30-1559 盲繍前悶 台付廻/高率亭? 回g -地2J(5.6) 7.5YR7/4 日包内面:指図窃砲で.岡留併函 :1霊園削り 16 

久保図1 2H・30土留寝中 16 担 113 2H30.2220 省繍嗣矧 高杯 関留 イイ (5.6) 10YR313 
内面:禍麗慢で、舛面:直箆衝でー聞鼠の寧孔は上下2段

16 
上部1:3穴

久保図， 2 ... 却土11111中 17 国 114 2即§但 育期前期 高杯 停留 .，・"(2.6) 5YR4I4 内外面:躍厨き+捧D 16 

久保図， 2"'30土1111‘中 1B 59 114 2130-484 盲IllIRIIIl 高杯 日舗 ー1(16.8)/ (4.5) 7.5YR616 内面指IfilUI. 留箆削り、外面:緩B!@ 16 

久保図 t 2H-30土111111中 19 56 114 2悶0-4B5 古湖IRIIIl 商高苓 国留 .， (8.8) ， (2.7) 7.5YA5I4 穿孔4穴 16 

久保図 1 2H-30土盤集中 20 田 115 2悶0-449 盲繍前姻 Iil;'係 関趨 ー， (8.6) I (4.8) 叩YR5I4 内面.繍箆嗣り、外面:級車剛り 官

久保図1 2H叩土留舗中 21 56 115 2130.390 古繍前期 高杯 関留 f.I (8.6) 7.5YR5J4 内面，粘土絞り込み、外面:縦臨削り 17 

久保留1 2H.:却土l1li集中 E 56 115 2H3G-638 古繍附繍 高杯 国留 ./.， (7.7) 7.5YA616 内面.繊劃毛.舛函 :111刷毛、穿孔3穴 17 

久保図1 2H甜土器g眠中 国 59 115 2130-450 古畑前期 台付聾/高綜? 底包~体趨 ー局.61(11.7) 5YR616 
休館内箇:繍備で、体留外面:後箆侮で.岡留舛函復調固

17 
で闇館内面:盟績で

久保図 1 2H.30土包集中 24 59 116 2130・394.395.456 古繍附姻 小型盟 体邸~口偏鏑 (14.4) f.・I(5.1) 7.5YR6J4 口組節外箇:IIIIU 17 

久保図 1 2H.30土111111中 25 59 116 2130-51 古繍附矧 小型亜 体I!I!-口総飽 (10，7) /./ (4.8) 10YR6/4 内外面綴庖曹 17 

久保図 1 2H-30土&1&中 26 50 116 2H30・7凪 707，736.824，825 古制DIR矧 小型車 底il!-口絹餓 9.51./4.8 7.5YR7/6 車揖膏しい 17 

久保図t 2H-却土&I&<T 27 閣 116 2H3Q..107.5回 古償問綱 小型盛 体協~口錫飽 (15.2) f.f (5.1) 7.5YR6I6 内外面，繍掴で 17 

久保図1 2H-却土極集中 28 国 116 2H3O・1描.281.2但.1139 古島目前期 小型蜜 窓飽~口組田 (10.2) 13.町6.1 7.5YR6I4 内面.術纏で‘外面上位:ll衝で 舛面下位.斜め圏剛り 17 

久保図t 2H-30土&1&中 29 曲 116 2H3口ト211.4昂 省当削指期 小型盤 目録郎 (10.4) fイ'4.7 10YR713 内外田:繍銅で 17 

2H30-
久保図1 2H.30土&1&中 30 国 116 245.270.324.478.11日.185 盲繍前期 盛 口組偲 12.21-f7.8 7.5YA7f4 内外国:鍋纏で 17 

4.1876.1984 

久保図1 2外剖土&1&中 31 56 116 2悶1).350 省調目前期 小型盈 窓徳~口組鼠 且7/(3.5) / (15.5) 7.5YA7/6 鳳誠脅しい 17 

久保国1 2比四土密集中 担 国 116 2H3Q-1851 盲繍前期 S字目録小型盛 E飽~口銀笛 10.213.616.5 5YR7局 口組留がS字訣、内外面繍復で 17 

久保図1 2件30土曇集中 33 国 116 2130-445 省泊悶悶 盛 休館~口組飽 (11.0) f-/ (3.8) 7.5YR5I4 有段口縮、体認内酉:機置砲で 17 

久保図1 2H.30土&1&中 34 50 11B 2130一括 古繍悶悶 11 体1iI!-口偏留 (9.0) f.f (3.9) 10YR6/4 内外商繍衝で 17 

2H30ヨ

久保図1 2H-30土&111中 35 50 117 802.803.1684.1692.1693.1 古111附閥 随 底節~口111倒 13.413.218.8 7.5Y円714 内面.箆梅で外面::不盤方向の織で、 III孔 17 

695 

久保図1 2H.3Q土器集中 36 50 117 2H30・7.9.15.16.726 古繍飼悶 邸 底留~日銀箇 イ (3.4)I (8.4) 7.5YR7/4 内面:斜め刷毛+直僧で、外面.'不盤方向の鎗で、 III孔 17 

久保図' 2H.30土器集中 37 50 117 2H30・1949.1950.1955 古栂悶悶 甑 底鼠~口鍋鶴 (14.0) 1 (3.8) 16.4 5YR616 内面:斜め刷毛外醤:1It麟毛、単孔 17 

久保留1 2H.30土密集中 " 50 117 2H3Q.557 省湖町附悶 慌 底III! .1 (4.2) 1 (1.6) 7.5YR412 III孔 17 

久保図1 21<剖土密集中 由 阻 11B 2130 穏 古繍飼悶 UlI不明 目録留 fイ (3.0) 7.5YR8I4 
内面:齢9o訣工具による鋸筒状ltlll支が績走、巡杯の目録

17 
I!I!I>、

久保図1 2外国土器111中 40 59 120 2130-469 古翁前燭 塑 口鍋館 (34.0) 1イ (7.6) 7.5YR616 自陣り返し口li‘向面・椴刷毛舛面:緩周毛後に繍庖倉 1. 

久保図1 2Hト30土密集中 41 59 120 2130・173 古制自前悶 盟 口組鼠 (17.2) 1イ (5.0) 7.5YR616 lJTり返しロ錫 1B 

久保図1 2Hド30土器集中 42 国 120 2H30-1179 古焔前期 盈 体留~口錫箇 (16.0) Iイ(5.5) 7.5YA5I4 内面.機庖き外面.繍複で.締り返し口鎗 1. 
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Tab.19 出土遺物観察表 (8) 

タリフド 量配地 時掴 祖掴 o怯 t産量 色闘 備考 唱曲描

1II1K 温繍名称:'" h FIg PI. 

2H田・7担 省繍前期 盛 目録画 イイ (5.4) 7.5VR114 内外聞:醒廟書、苛り遍し口組 18 
丸領国1 怨，-30土場畠中 相関 120 

2t田-488 省繍前掴 盛 1$歯~ロ錨圃 (16.0) /4 (6.5) 主国間除 日銀血肉面:掴周毛...t也の轟繍掴で、口組曲外面:躍朗唱 16 
久保園， 2H-30土:1&血中 44 国 t却

2H3O-1母謁 古織田園 亜 口組盟 {問。)14 (2.4) 7.5VR創@ 内面:繍111.外面:直自陣で.下t立巳直周毛 18 
久保園1 盛時O土器畠中 45 69 1回

2130-剖 古焔帥掴 聾 目録薗 (16.4) f.I (3.8) 7目5YA7J6 有段ロ錫‘外面:繍圃毛後にIiIIIt 18 
久保図， 2H剖土包寝中 46 国 120 

119 
勧130ト

久傷国' 2H-剖土掴盤中 岨 国
200剖4.245.709.8剖.18刊

古繍臨調 車 体郎町口組筒 世 21-112.0 7.5VR師 思櫨曹しい 16 

久保図1 舗情。土.1&集中 46 56 119 2H30-138.140 盲焔前銅 壷 1$留~口組111 11.018.01 (13.2) 5VR踊 向田 :111銅で.外面:繊樹で 18 

久保園1 2H-30土星蝿中 46 騎 119 2130-由.40.47， 省繍前闇 謹 車錨町田田 4 (5.4) / (10.5) 7.5VR6I4 内面:網舗Eで、外面:下位に届置き 18 

2H3lIト

久保園S 2H-30土鶴篠中 国 騎 119 235.2甜刷。2崎7個S曲 8 省繍前回 密 庫筒“1$留 ./8.0/12.5 割陣. 向函:繊細で.外函:俄衝で 18 

01.1制措-1.師'.1個7

丸保図1 泊曲。土器由中 51 国 119 2H田・1787.1押'6.2135 古繍曲悶 直 III留~体S ./ (5.0) / (9.7) 守忌晴慣割民 肉函:楓圃毛、斜面上位:帽圏さわずかに輯る 18 

古繍附田 !I ロ錫包 (16.2) /4 (3.0) 5YR5/4 
向田:繍圃毛‘併置:鋭!()嗣毛、口組に働由紙工品の週蝿

18 
久保園' 2H・剖土:1&1・中 52 田 '国 母留か盟13 制実

久保図1 怨キ却土俸血中 53 国 1四 2隠1).416 盲繍鈎掴 盈 車111 4 (9.5) / (3.3) 10YR!>3 肉酉:繊刷毛、斜面:繍且衝で.Ill留:*富由 18 

久保回， 2跡調土器蝿中 制 56 1剖 2H30-16E淘 宮崎岡田 亜 直留 .15.41【2.8) 7.sVFflI4 内面:俄砲で 16 

久保園1 盛時a土器集中 自 国 '四 2H3O-剖12 禽繍飼国 盟 底包 44.0/ (2.5) 7.5YR7，恥 向面・傾鳳毛‘併置:躍刷毛 18 

久領図1 盛時@土昆畠中 56 56 1田 怨脅かS圃 官組前醐 車 庫錫 .f6.4J (5.5) 7.5VR珊 内面:繊細で 18 

久保図1 2件剖:1:器集中 国 国 '却 2同ロー時押 省繍前期 盛 直面 品刈 (3.6) 7.5VR618 向田.繍闘毛、外面:圃掴で 16 

禽償問綱 S字書 (A掴) 1$包~目録儲 (14.0) 1-1 (4.9) 7l押R7/3
口組画外出土位:暢紋工品による皐躍傘踊‘罰翻内面:圃

19 
久保園1 観も剖土醐11中 国 国 121 勧勉tト田町 毛.体邸肉面:釦租E由‘1$偲斜面:鍾厩毛+網走圃毛

省舗前副 S字掴 (AIII) 体笛向口組包 (14.0) 1-1 (3.0) 7.5YR7，刈
ロ錫外面下位:1・a工品による遮躍輔襲、顕圏内面:圃毛

19 久保図旬 盛時0土題集中 59 由 121 2H30・1435.1拍8 体留内面.縮罰E誼.体留外面:斜!()樹毛

口組外面:段留の観組よ』ζ樽技工具による車艇輔鍵‘罰箇

久保園1 2件30土111111中 開 由 121 2H3(ト1田 盲腸附掴 8字書 (A盟} 1$$-ロ鍋鶴 (1‘9) 14 (4.6) 7.5'明視'/3 向田:圃毛.体畠向田翁臨E由‘体面外面:曜闘毛+繍 19 

定刷毛

久保田， 副剖土器血中 61 国 121 2同0-504 富島a圃姻 S字a 1$笛~ロ録画 (13.8) 14 (4.3) 7.町R回 体園内面:織田alil、体留外直:斜!()周毛.lIlma由 19 

久保図1 制剖土畠協中 62 国 121 2H3。・135.笥10.1震褐 省繍前回 S字書 1$舗ーロ鍋田 (12.8) 14 (3.9) 町民踊 1$田肉面:街恒正直.停留斜面:輔!()闘毛 19 

久領園1 島"田土鍋畠中 63 国 121 副島~.94 盲繍前回 S字盛 体節句ロIi箇 (14.4) I.J (4.3) 7.5VR614 体面肉面:錨観E由、停留外面:劃め周毛 19 

久保園1 掛剖土器畠中 64 国 121 2H田・14掴.1帽7 宮崎前掴 S字畠 体面~口組曲 (12.6) /4 (4.8) 10Y同局 1$薗向面:掴ma由、体圏外面:斜め周毛 19 

久保園1 2悼剖土鶴集中 曲目 121 2H30-511 古畑曲掴 S字唖 1$節目白銀鼠 4./ (3.3) 7.SYR8I4 
体圏内面:繍姐で.体錫外函:輯!()刷毛、口組舛面下位:

19 
J:1I11lで

久保図1 観キ30土畠圏中 個師 121 2H30-111B 省繍前期 S字書 体面~口組錫 れ2.0)f.I (4.7) 7.5YA5I4 
9・留肉面:稲田alll‘体翻外面:斜め嗣毛‘副島斜面:圃

19 
毛俊樹銅で

久保田2 2H-30土混血中 67 I 56 121 治但ル曇盟.5田.5回 省繍附掴 S字書 体錦町ロ鍋田 (17目。)/./ (7目5) 5YR醐 1$邸内面.稲田aa.f$働外面:斜め圃毛 19 

久保図， 2H-30土移畠中 園田 121 勧i3(1-135 吉備前闇 S字麗 1$童書白目録留 (16.8) /.リ (2.4) 7.5YR6I4 体館内面:繍翻E由、 9・$外面:斜め圃'I! 19 

久保悶1 2 .. 剖土器畠中 国国 121 2H30-5 省繍陶掴 S字a ロIl鶴 (16.8) 1-1【2.4) 10VR4J3 内外面:繍掴で 19 

久保園' 2H-30土:1&1島中 70156 121 針。0-14担 古JllIIQIIIl S字掴 体節句目録郎 (15.0) 1-1 (4.7) 2.5YR7/4 1$$内面:指図alil‘1$包斜面:割!()圃毛 19 

久保箇' 2H-30土器血中 71 I 59 121 2H3か3国 古繍前畑 S字聾 体包~ロ錫鶴 (13.6)14(3.5) 7郡田a 体面倒面:斜!()圃毛 19 

久保図t 舗叫O土lIIlI中 祖師 123 2回0-1揖 省調悶悶 S字癌 像画~口組留 17.0/-1 (4.2) 7.5YR114 体儲肉面:1陥甑alll.体面外面:斜!()鹿毛 19 

2H3I). 

久保図' 2 .. 剖土題担中 両国 ‘23 4剖.464.4商'.18由.1臨調，.18 古島a蘭瑚 8字聾 1$111-口組鶴 叩214(4.9) 7.5YR7.刈 体園内函:猫額E由‘体留外面:錫!()周毛 19 
国j田1.1回7

久保図1 活崎0土器畠中 74 国 121 2脇島田 省欄前期 S字書 1$面~口組圃 (19.8)14(3.3) 10VR414 体圏内置:繍罰aa.f$節外画:掴め周毛 埠

久保図1 2H-3O土留置中 75 田 121 2H3Q.396 盲繍飼悶 S字書 体偏向口組館 (16.8) /4 (3.6) 噛苦闘/3 1$館内面:縮問E由.体面外国:斜め周毛 " 
久保図1 副-30土器血中 76100 1盟 谷信0-8田 宵繍師掴 S字書 体箇・・口鼠鶴 (17.3) /4 (4.9) 7.5VR6I4 体節肉面:猶観E由、体観斜面:斜め周毛 国

久保図1 活'-30土II1II中 n 回 '盟 2H30-547 古繍前岡 S字砲 体鰯勾口Il儲 (18.4) 1-1 (4.4】 7.5VA7/4 体鶴向国:繍匝aa‘体倒斜面:斜め周毛 回

久保園1 2H-3O土111陣中 祖国 122 2130-112 古繍前回 S字a 体悶~ロ館館 (18.0) /./ (4.6) 10VR713 9・飽肉面:繍限E由、 0・111'外面:斜め周毛 20 

久保園1 創刊0土器揖中 79 曲 122 2H3O-35.719.810 省繍前田 S字書 1$歯~口鶴留 (18.0) /4 (6.9) 町'R7/6 体節肉薗:錨鼠E由+稲田修掴で.体苗掛箇:斜!()圃毛 20 

久保図1 2叫0土111集中 曲曲 '盟 勧偲砂市7 省繍飼闇 S字易 1$留~口館館 イイ (4.2) 2.5YR516 1$鶴肉面:錨厩alil、1$留外面:輔副b周毛 20 

久保図1 剖剖土111畠中 剖師 122 即時閣 古繍岡田 S字a 1$田~口組圃 イイ (5.6) lOVR713 1$包肉面:錨malll‘1$錫外面 :1関め闇毛 四

立健闘， 副剖土省担中 国間 122 2130-79 省繍舗網 S字書 口組箇 (21.6) 14 (3.0) 10Y附氾 体協外国:邑朗毛 割

久保図' 2H唱団土留揖中 園田 122 2.句。創却4 3省繍前掴 S字a 1$鰯向口組儲 イイ (3.7) 2.SVR7J刈 1$鴎倒置:斜め周毛‘罰留91i1ii:龍a祖る 20 

久保園1 毎時O土留揖中 制 60 122 2H3D-2C渇7 省崎前期 S字萄 1$箇m 目録錨 .14 (3.5) 7.5YR61'8 1$血肉面:錨maa‘依田91面:輔!()閤毛 剖

久保園1 怨+剖土塩E畠中 暗闇 122 2H3O-1173 省繍問掴 S字書 0・留~ロ舗留 .14 (3.9) 割回. 1$鼠肉園:栂掴で、1$舗斜面:斜鈴刷毛 20 

久保闘t 2H-30土星描中 86160 122 2.也0-007 盲繍前掴 S字盛 1$由~目録留 ./4 (3.1) 2.5YR516 体邸内面:指盟aa.体圏外面・網め闘毛 20 

久保図' 2H剖土器畠中 87100 122 2H30-149 禽繍岡田 S字圏 体面勾口岨鏑 イイ (4.3) 7.5VR614 体留内面:掴ma置、体協外面:斜め圃毛 四

久保園' 2H-30土持畠中 園田 122 2HSD-l剖5.1910 省繍前瑚 n'lII 1$筒何回舗筒 (21.9) /./ (5.3) 10VR113 体鶴向罰:繍掴で、体飽外面:斜め刷毛 20 

久保園1 局'-30土111畠中 園田 122 2H骨踊1.275 禽焔前闇 S字宿 体舗勾口組錫 ./4 (3.6) 10YR713 体節肉田:指図aa、体郎外国・斜!()圃毛 20 

久健闘1 創刊0土器揖中 00 曲 1盟 2H3Q.865 古畑前聞 S字a 体錫~口組儲 ./-1 (5.4) 2.SVA516 体筋肉面 :1包囲alil‘1$111外面:斜め刷毛 四

久鋼図1 怨泊。土器畠中 91 帥 '剖 2H3lIト列泡 盲繍前回 S字砲 国留 -18.&'【6.0) 7.5YA7/4 聞郎内面:縮図穆掴で、体111肉面:置揖で.斜面:圃毛 20 

久保園1 舗"3lI土墨血中 世曲 T剖 2H3D-1田4 省繍前掴 S字111 開留 .n.81 (6.6) 7.5YA町富 岡田肉面:郷田敏揖で.岡田純面:斜め圃毛 20 

久保図1 島崎0土器集中 閣制 1割 133.136.21抱ゆ鍵3 古繍前畑 S字111 開館~体節 ー局.81(17.0) 7.5YA7/4 闘飽肉面:鋪翻硲揖で.体留・岡留外直:斜め周毛 21 

2H3D-

久保園' 2仲田土11111申 94 回 '田
251.254.2曲'.321.2似弘田3.3

古畑鈎姻 S字a 岡留町体$ 4・.41(12.2) 7.5YR8I4 岡留肉面:繍国等掴で.体銀・国留舛罰:錫!()圃毛 21 
32.418.440.4曲 465.467.47
0.475.1273 

2H3O-

久領園1 2仲田土11111中 輔副 125 
2101.2107.2109.2111.副12

育繍前期 S字書 開館時口飽鶴 16.819.8132.7 5YR5I6 
体邸内面:稲田aa.錨圃H で、 e・包斜面:斜め周a色、

21 
.2113.2116.2118.21盟.212 開館内面:猫聞等梅で‘脚鼠外国:斜!()眉毛

0.2123.2185 

丸係国1 2同O土器躍中 輔曲 124 b惚0.240剖2.1875 古細前期 8"'1・ 縫合111 ./.f (4目7) 7.5VR8I4 
脚鼠向田:指園管銅で‘1$111外国:縦圃毛.岡留併面:蝿

剖
薗衝で

久保園1 舗伺O土1811中 97 I 60 124 2H30-811 古刷前綱 S字a 蟻合留 ./01【2.6) 10VA713 醐留向田:繍回線衝で.体錨内面:圃梅で.併面:刷毛 20 

久伺園1 2H剖土鍾畠中 国曲 1剖 2H3Q.175 省繍網開 S字書 纏合錫 .'" (2.8) 10VA&'4 回廊肉面:指田・復で、体舗内面:量歯で‘舛面:圃毛 回

久保園1 副剖土癖S帥 園田 1剖 2H担4帽 省繍前回 S亨唖 鯵合錫 .f.I (2.9) 5VR釦8 醐郎内田:稲田19.で、1$111内面:盟副り.外国:圃毛 20 

久保園1 剖剖土.111集中 '曲 曲 1剖 2H3Q.4掴 盲繍前綱 S字衝 鱗合錫 イイ【2.7) 7.5YR513 嗣郎内田:指国籍鎗で.外国:刷毛 20 

久保図1 2峠甜土:18!11中 101 回 124 2H却・田17.721.1回目 官111m綱 S字書 岡留~体留 ./01 (5.5) 10VA6I.‘ 
田陣内面:繍圃寄抱で.体舗内面:草衝で+押さえ，1$111

20 
外国:圃毛

久保a1 鈴本国土舗暗中 '国 60 12，・ 針。。自由 3信組前凋 S字盤 岡留 .19.61 (6.2) 10YA1/4 圃偏向酉:指田稽衝で.州国:圃毛 四

久保留' 2H-30土易自民中 1国 00 124 2H30-1420 禽欄前棚 S字書 開価 .n21 (4.9) 7.5YR臨調邑 闇館内面:繍麟毛+繍置組で 回

久保園1 器+剖土密集中 104 回 124 2H:却.1732 省繍前期 S字111 舘合留 4./【3.7) 5VR5I4 肉面:指田等姐で.舛面:斜!()J(毛 四

久保図1 2件剖土器集中 105 00 124 2H30・惜16-惜16 宵繍前悶 S字a 聞協 .f6.31 (5.9) 守S明珊晶 開錫内面:縄問・aで、外面:刷毛 剖

~保留' 2..30土鰻畠中 1国 回 、副 2H30-367.18曲 省繍前期 S字111 聞編 47.8/ (日} 7.5VR副‘ 闘錫内面:繍..で.脚邸斜面:創め周毛 剖

久保111 z-担土鍋篠中 '曲 '揖 ..... 町 古繍前畑 軍時 岡留 -1-1 (3.0) 7日将軍鼠崎 体圏内面:軸土鼠り込み+薗楓で‘体留外国:雌庖曹 20 

久保留' Z担土鍋E紳 2 1 00 、26 国2"刷 盲組問掴 奮晶 園鶴 ，I..f (4.8) 7.SVR町窃 体偲肉面:圃衝で 20 

久保図， z・担土留11. 3 1 00 1揖 四回国 省繍悶姻 甑 底爾 イ'4.51(2.2) 10VR412 向田:不盤方向の圃毛.外面:鍍圃毛、単孔 20 

-36ー



Tab.20 出土遺物観察表(9) 

旭区 還綱省樟W .. 1 F陶. .1. タリ"';1'" 注館副也 時鋼 !l1II 筒位 lti量 色国 也考 思蹄掴

久保図1 Z哩土器車中 4 曲 126 Z担・，218.11国 禽燭網棚 阻 111偲~体筒 .15.51 (4.3) 向田:楠直鍋で.舛面:縦刷毛+掴置銅で‘鍵a織に単孔1QYR8I4 
でlI'孔? 回

久保留' z.担土器畠中 S 曲 '掴 Z担・曲.祖国.1'嗣 2省繍舗掴 tj¥盟盛 車田町ロIl留 5.1川辺 5VR413 肉面:縮図WMで.斜面:舗面持掴で 四

丸.1Iil図1 Z唱土墨畠中 6 曲 1踊 四2・.75.蝿創鑓 省樋前園 11 底包~口組留 .13.81 (11.5) 1$飽内面:輔副毛.ロIl箇斜面~体留よ.1t・下位:圃毛.7.5Y円716
1$田中盤 :11111嗣り 回

久保.， z...土包袋中 7 嗣 、官 23204担 省111鶴岡 小型霊 1$留~ロIiB (10.0) 1-1 (5.5) 10VR513 向面:錨圃WMで.併箇:繍盟侮で 担久保園1 z...土器鐘申 8 I 81 127 Z32-241.6C施 禽繍飼闇 由 体節句口鶴箇 (田.2)/4 (6.21 10V岡616 体留内面:鍋田匡直‘口組留・体留外国:II!庖曾 盟
久領図T z.担土髭畠中 9 I 61 127 Z誼・1田 貧血alllllll 密 ロ舗箇 (15.0) 1-1 (4.7) 5YR即S 折・J遍しロa 22 久保図1 Z唱土器鎗中 10 I 61 127 担剖@田 省沼岡国 11 ロIl舗 (16.6) 1-1 (5.8) 町蹄6 省段ロIl.向面下位:椙闘毛、タキ園:億1118 盟
久保図1 z...土器血中 11 I 81 127 z32剖町 宵繍前周 直 ロ舗鼠 {盟0)J.I (4.7) 7.5YR5/6 有段ロ録、内外面:1I!III8 盟久偏図1 z.担土，111集中 12 I 61 127 232-10園 宮崎MIIII 111 目録儲 叩島./(7.8) 7.5VR8局 有段ロIi.向斜面:lI!IIIe 盟

久保園1 z.担土，111揖中 13 I 61 127 Z担ー却 省組関姻 鍵 目録曲 {盟国，.， (4.4) 7.5V:笥邸S 省I!IロIl.目録錨留・ロIiI!IB線車上:fD箇統IAによる
適量岡実 22 

久保闘t z...土密集中 14 I 61 127 Z担・旭畠 古繍MIIII 111 E留 イ(4.3)/ (4.4) 5VR616 向面:4・a工具による悶り.例箇:畠圃毛 担
立伺図' z...土包集中 15 I 61 127 Z担:-1185 省鳩舗掴 盟 底鼠 -1 (7.0) I (2.9) 2.5VR414 内面:偶11Mで.斜面I!III回り‘直包:11m・J 盟
久保図t z.担土鍵畠中 18 I 81 127 232-13揖 盲繍筒周 盟 底箇 ./ (4.0) / (2.4) 7.5VR街@ 向面:締罰等衝で.111包:中心が富む 22 
丸.1Iil回' z・担土畠t車中 17 I 81 127 自2 措 古繍岡田 盈 鹿81 .， (8.4) I (包2) 5VR醐 外面:躍刷毛.底包"炉心が富む‘聞週111悶り 盟
久保園1 Zも2土器畠中 18 I 81 127 z32・1135 古繍悶悶 謹 虚歯 ./ (11.0) I (3.9) 7.5YR616 向面:細田e.fI面下位:繍量制り 盟
~~事国' Z哩土器畠中 19 I 61 127 四2-151 盲繍附闇 盟 E留 イ(13.6)I (2.・1 7.5YR5t6 外国:躍周毛.鹿鏑:*寝禽 盟

久領園t z...土lIilII中 四 61 1掴 Z担割3 省繍箇鋼 S字書【A罰) 1$筒~ロIl留 ./ (4.3) ， (4.7) 守S沼R6I6 ロ錫斜面:1書留のwaょに得統工具による温腫剖興‘1$留
内面:翁思AIlI.体園外面:鑑局毛・掴傘周毛

担

久保園t z...土密集中 21 61 '掴 232 .... 吉積飼闇 S字宿 ロIl錫 (16.0) 1-1 (2.5) 7.5YR創也 1$包外面:鍋Ib周毛 担
久保園， z.躍土墨畠中 盟 .， '掴 Z担~-1剖a叩76.13睦 古績舗網 S字書 ロIl留 何6.0)/.ィ【3.0) う7.5Y哩照ぬ 1$S舛回:斜Ib周毛 盟
久保掴' z.担土俸血中 23 .， 1掴 Z事 1270 盲繍前期 S字a 日銀留 (17.6) 1-' (3.0) 7.5YR616 国留内面:周毛.1$a外直:割Ib圃毛 盟
久保図1 z...土盤車中 剖 61 126 国2・10掴 古111M闇 S字書 目録留 (24.2) 1-1 (6.3) 7.5YR5I4 内外国:繊細で.山臆系S字11.. 置

久保図， Z哩土器血中 酉 .， '担 Z盟~-1国，.187， 古償問掴 S字圏 国留 イ(9.• 】1(5.2) 7.5YR師 向薗:抱回毎錘で 盟
久保図1 z...土極集中 揖 .， 1掴 Z担'-1000 省繍前期 S字鍵 醐箇 4 (7.8) I (5.2) 7.5YR614 内面:初回毎衝で、併薗:繍且掴で、鎗合留:凸続突幽 盟
久領園1 z...土器畠中 自 .， '掴 Z担・1274 貧血自前鋼 台付盛 岡田 .n.OI(3.2】 1.5VfW‘ 向面:倒防圃悶り.外国:縦圃毛 盟
主保図1 z.担土星鳩中 掴 .， '掴 Z担.. 73 官織問国 台付聾 岡留 .J8.61(6.2) 5YR釘B 向面:繍周毛.斜面:健闘毛 盟
~1Iil図 1 z.担土墨書中 酋 .， T掴 z32錯 省償筒掴 瞳盤司区 現存畠:5.7.厚さ:1.9 5YR邸4 全面:掴で 22 
丸1Iil園1 温傷fI 1 I 61 129 "'240 325 圃宜皐掴 .1$ 停留 fイ{‘5) 7.5YR5I4 l>I立木式の可陪位.r.・2 誼
久保圏1 遇制‘併 2 I 61 1掴 2ト28G 2闘 蝿宜鏑悶 g震鉢 0・田 イイ(3.4) 5YR516 調漢式~箇瞳a筆記 担

久保図1 温栂舛 3 I 81 '掴 .... 2帽 且坦 圃宜中岡 事晶 体筒 .1-1 (1.6) 5YR‘16 玉置~l!t l ;t 担

丸鋸図1 壇綱審併 4 I 61 '国 時墨拍 省鑓自S .宜中国 積轟 1$81 4-1 (2.9) 2.5YR6IS 曽制1I;t 盟

久保図' 週備舛 5 I 61 T掴 昌也踊 &飽ε 鍋宜中姻 潔1$ ロIiB -/./ (6.2) 2.5YR616 III制11武 22 

久保園1 選得外 6 I 81 130 2Hト割田 143 省繍筒姻 高停 聞B-停留 .1-/ (4.8) 7.5VR714 開館のlI'孔1<3穴 誼

久領園1 遺楊外 7 ‘、 '国 y~担。 y32 宙局自前鋼 高11' 岡留 N (7.3) 10'畑514 開館の寧孔..，穴 担

久保図2 遭綱外 8 61 '却 2H-3国 118 古翁悶掴 奄轟 国留 -1-1(5.5) 7.5YR師 斜面のみ寧移6り 盟

久保図， 週初外 ' .， 130 劉剖姐 m 盲織筒掴 商轟 回81-符鼠 -/./ (1.5) 7.5YR514 事事偲:穿孔が上下2段姐る.岡留:穿孔6・J 22 

久保園， 壇繍舛 10 61 130 21-300 富岡 省繍飼闇 高符 駒田 イ(12.4)13.5 7.5VA718 向面:圃揖で‘穿孔4穴 盟

久保図' 壇綱fI 11 .， 130 &同時 2J担 古繍飼周 高符 関箇 4-1 (3.7) 10VA513 外面:II!III@のoa.J 担

久保闘T 温傷fI 12 .， 130 Y-:握。 4住・制 古繍箇瑚 小型盈 1$箇向ロ錫由 (9.2) /4 (5.0) 7.5YA816 圃耗脅しい 盟

久保園1 遺憾舛 13 61 130 2H-3IIG 3嗣 古島1111姻 Ij¥盟量 ロIiB (8.0) 14 (5.3) 7.5YA7J6 内面:縮図E直、舛面:畠I!I@の誼酷611 E 

~1Iil園 1 壇楊外 14 .， 130 2W-43G 8田 禽樋鶴田 直 目録田 (25，3) 14 (.‘7) 7.5VR7/4 内外面:岨揖で.目録鋼電置が突出 22 

久保園， 遺憾併 15 .， '却 Z-310 414 省繍IRIIII 盛 目録筒 (18.6) 14 (2.8) 1OVR712 者瞳E揖畠 盟

久鋼図' 遺憾外 ，. .， '却 X-23G 4，71 盲繍簡略 謹 ロIlIIII (24.4) 1-1 (3.2) 叩W帯同 向面:栂周毛.外面:繍復で 22 

主面図2 週繍fI 17 .， 130 掛 4埠 72.9<掲 盲繍飼掴 盛 体a-口組舗 【且0)1-1 (5.4) 7.5VR8I4 
日銀翻内面:繍1118.罰包向面:岨周毛.1$留向田:繍周

盟
司島φ繍盟掴... 

I!;保図1 週繍錦 18 .， 130 21-300 71.149 省繍前田 直 体錫向ロ錫筒 “6.2) 1.・/(1に.7) 5VR創冒 内面:繍眉毛 盟

久信.， 遺憾斜 19 .， 130 剖@帽 135 盲焔飼綱 磁 目録鼠 【18.8)1-1 (5.2) 10VR616 内面:揖掴で 担

丸係国1 週綱" 回 .， 130 2H-31G '回 盲繍筒圏 直 ロ錨鼠 (15.4) 1-1 (3.7) 7.町R師 続・2量しロ錫 盟

久保園1 遺憾伺 21 .， 130 V-3l由 4盆畠 省崎舗網 盟 口組留 -1./ (6.0) 5VR釦S 有段ロ11.I・S長謬飾文 盟

久儒図1 温網" 担 61 130 21-3掴 21措 富細筒凋 盈 体留 -1-1 (4.8) 10VR513 パレス彊の体由..， 担

久保図1 遇制・fI 国 61 130 2A・240 掛凪 宙繍111l1li 10 目録鑓 .，.， (2.2) 7.5YA町@ 外面:繍圃毛鎗に箆の逮鍵詑鎗 担

久保図1 遺鋤外 割 国 131 V-32G 3国 省繍舗網 盛 底鼠 イ(7.8)1 (2.1) 7.5VA釘冒 盛包:*11111 坦

久保園1 週羽目舛 揖 担 131 働時間 249 省副舗掴 密 E留 .， (7.2) 1 (2.4) 10VR6/2 底値:中心包盟C鎗絞 割

久保図1 壇偶外 盟 国 131 z・>240 122 奮鳩鏑悶 直 鷹飼 イ(6.6)1 (1.9) 1DVA釦2 E館内面:織先紙工品の不量方向復で 四

久保図1 壇栂外 盟 国 131 2J.3OG 劉淘 省瑚前期 盛 IEB イ(7.0)1 (3.8) 7.5YA5I4 庫健舛面.不盤方向の庖曾 国

久保園， 壇繊舛 掴 国 131 2J.3田 2J35 音羽前圃 S字書 (A阻】 1$留~口組留 /-1 (5.3) 7.町R踊
向面鏑1llA1II.罰趨向面:斜Ib国毛.斜面:輔の圃毛後

自
に周繍定創毛

久保図1 ;t偶併 掴 国 131 鍾 ー鑑 音羽舗網 S字掴 (A盟】 口組畠 イイ (1.8) 10VA5I4 ロ飯田上位:1・統工具による遺量制突.四箇肉面:周毛 国

久保園t 遺偶然 掴 田 131 2'"帽 275 古繍舗掴 8字書 日銀笛 (15.4】J./(5.0) 10V即'/3 内函:纏鼠E由、外面:斜必周毛 国

久保図t 遺燭外 31 国 131 掛 S闘 2園田信 古繍鏑岡 S字鎗 白銀鼠 (15.4) J./ (4.1) 7.5YR4I4 肉図:猶IllAIII、外面:鎮め圃毛 自

久保困t 温婦外 担 瞳 131 掛 S帽 2崎 古繍舗姻 S字鍵 ロ録郎 (16.3) J./ (5.0) 7.5YAB16 肉面:綱田AIlI.併置:斜。周毛 国

久保図， 温_.外 33 国 131 2H.3DG 、町 省羽前期 S字書 DIi郎 〈問，0)J.I (4.0) 5V1喧崎
目録曲飽土佐伝6・a工具による温畠輔突.内面:縮図AIII

国
斜面:斜め圃毛

久保園t 通例外 制 盟 131 V-31G S剖 宮崎前凋 密 lEa .， (12.8) / (5.9) 10VR6I4 lfjI語審しい 自

久保園， 置網舛 措 国 1担 Y.23G 111 古111111凋 畠綜 目白 -1-1 (5.6) 10VR5l4 併面:躍E剖・1.向面:揖圃毛 国

久保園1 温燭外 36 国 131 2凶描 1田 古細繍羽 台付11 圃箇 ィ(7.0)1 (5.2) 7.5YA5列島 外面:斜め圃毛復に繍草岡・J 23 

久保図2 温関係 37 国 132 2V-48G 727 省綱後期 解 111飽句目録留 叩QJ-I(3.0) 7.5VA5f.・ 目録揚:揖衝で、1$包:外面置嗣り 国

久保園2 遺綱舛 掴 国 132 38-‘時 慰印I時1 省繍後期 事事 塵歯車町目録錫 (13.0)川".1 10VR8/3 向面:繍纏で、例面:目録節織掴でφ体留置田・J 国

久保闘2 遺楊舛 調 62 132 3A-48G @田a掴 古綱11l1li 14事 底節句ロIl留 (12.8) /.舟7 2.町同盟 向面:繍鎗で.斜面:ロ鍋節倹掴で+体趨盟問り 自

且保図t 遺燭俳 40 国 132 2C-2!泊 2住-35 古繍後期 停 鹿島町口組錫 (11.8) 14 (3.6) 10VR5J3 向罰:鼠色‘ロ11錫:繍衝で‘体穆:斜面盟副" 四

久錦図1 遭綱舛 41 国 '盟 筏〉袋詰 21島田 育期後期 停 鹿筒ーロIiB (13.0】/4【4.0) 10VR5/2 内外国:掴色.目録包:繍侮で.1$a:外面軍削り 回

久保闘2 量栂舛 42 国 t躍 2V-48G 担4-7割 禽舗後期 1$ 底値~ロlIa (13.8) 1.1 (8.0) 7.5YA町S ロIla:帽衝で.体罰向面:繊薗掴で、1$鍋舛圃:11削り 自

久保園t 置網外 43 国 132 2ル鎖措 446 古綱後l1li 11$ 1$偏向ロ縁留 {訂'.6)1-1【9.8) 7.""""網島 外面:陸直掴で 国

久保闘' 遺構斜 44 瞳 133 Z-3!由 目。 平安 医輸屠11.. 底値-1$11 .， (7.0) 12.4 2.5YR6I1 向併面:ロクロ侮で.lIla:付吋高台 国

久保図t 温柵舛 ‘s 国 旬開 盛時国 1咽 平安 反柏田昌・槍 .筒肉体包 .n.81 (2.9) 2.5VR711 内外面:ロクロ纏で.1Il留:園眠盟岡・J.付"荷台 国

久保園t 遺燭外 46 国 1国 x，釘也制 平安 康相圃11'. .11-1事鶴 ， (9，剖 12.3 10V向島a 向舛面:ロヲロ抱で‘底爾:付"'高台 国

久保悶2 遺梅舛 相 国 133 3A-36G 1444 平安 反駒田111.. 1$飽~ロIi留 (16.0) J./【:4.1) 5VR711 向僻面:ロクロ掴で 国

久保図2 遺偶外 46 国 133 自3・割拍 511 司Fi1 費目11111.. .鏑M 停留 イ(7.9)12.8 2.5VRBI1 向舛面:ロクロ衝で司底値:付け高台 国

久保周' 温調外 46 国 133 刻河田 調土.2.2住・14 積良~平安 卑互{玉縁付) 1. 車存轟帽.0、幅12.7 2町制 内面:布図.斜面:圃叩事+僅で 四

久保園2 遺備fI 国 世 '担 回2 事官 事事 .歯-1$81 イ(5.9)I (2.9) 7.5VR816 
向舛園:ロクロ侮で.1$留~面:下位置問リ.底値:圃伝

回
糸切り後周車車問り

久領園2 温.，ー 51 62 1担 """7G回5 平安 事事 .偏向i$a イ(6.0)12.2 7.5YR7/l‘ 
内外面:ロタロ衝で.タヰ面下位:0り.底値:目隠舟切

国
IJ復周辺直回り

久保図2 量制巳外 盟 国 133 2Z..開 856 平安 4平 傍観ーロIla (10.2) '-/4.3 割聞旅 向舛面:ロクロ衝で.外面下位:草岡り 坦

久保闘， 遺構外 国 匝 133 2ト町'G 187 平安 事事 底値向日銀笛 (12.0) I (5.0) 14.9 5VR町' 向斜面:ロヲロ掴で.舛面下位:直醐り 割
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Tab.21 出土遺物観察表 (10)

地E 遺構名祢!f 地 Rg .， グリ.，ド 逮配地 時刻 極圏 飽位 lIill 色固 備考 収納箱

底協同日銀鼠 (14.4) I (4.6) 14.0 5YR516 
内外面:ロクロ樋で、外面下位:車削り.1I!1i!:全面圃削 23 

久保回市 遺例外 54 62 '国 2H-30G 244 平安 者棒

久保図2 ;a繍外 55 田 133 3A-47G 720 平安 杯 底留~ロ絹81 (11.7) I (5.6) 14.3 10YR713 内外面:ロクロ鍋で、斜面下位:箆削り 国

底留~口組隠 (12.8) I (3.5) 13.9 5YR町B
内外面・ロクロ掴で、外面下位:It剛り.底Ii!:全面盟削

自

久保園1 遺情外 56 62 133 2H.3OG 153 平安 事苓 ') 

久保留1 遺繍舛 57 62 133 28.250 105 平安 杯 底81-回線邸 (14.4) I (5.4) 14.6 10YA7/4 向斜面:ロクロ抱で、肉薗:風色 国

高台杯 底鶴~休部 -/ (7.8) I (3.5) 5YA6/4 
内外面・ロクロ鍋で、内図書支射状暗宜、底81高台削り 23 

久保図t 遺構外 58 62 133 2C-25G 2伎.36 平安 出し

久保図1 遇制聞外 59 63 134 20-36G 519 平安 杯 車箇~ロ級協 (13.6) I (5.6) 13.4 5YR616 向斜面:ロクロ抱で.底留:回転糸切り 2‘ 

符 底館~口1>>筒 (12.8)局.013.6 7，5YR616 
内外面:ロクロ毎週で(内面にロクロ省回伝復あり)、底箇!

24 
久保圏、 遺繍外 60 国 134 2A.括。 575 平安 園仮糸切り

久保図1 遺燭外 61 63 134 2G.310 302 平安 事不 底部m 体節 イ'5.1/1.7 5YR516 
内外面:ロクロ纏で{向面にロクロ右固転1lI"り)、底留:

国経糸切り
24 

久保図2 遺栂外 担 63 134 3M回 3A4Iト8 平安 事不 鹿沼~口組留 (7.6) 13.9.尼6 7.5YR7/4 内外面:ロク回線で、底錫:園伝糸切り 24 

久保図t 遺暢外 回 回 134 Z-3εG 4住・1叩 .101.1田 平安 杯 底飯町ロ錫銅 (11.5) I (6.0) I (3.6) 5YR516 内外面.ロクロ衝で.底館:会面直悶り 24 

久保園1 遺鍋舛 64 回 134 2G-3市 2曲 平安 杯 底包~口組笛 【10.7)I (5.6) 13.0 5YR即事 内外面ロクロ衝で、II!飽:固伝来切り 24 

久保図1 遺燭外 65 63 134 2H-3<IG 2H30-1市3 平安 事不 底留~口組隠 世 9/5.6142 7.5VR8I4 内外面.日夕ロ!IIで.直$:園・S糸切り 24 

久保園、 温綱舛 回 回 134 2D-36G 512.514.518 平安 事不 底81-口組鼠 (10.9) I (5.7) 12.9 5YR516 向舛面:ロクロ砲で 居室箇.回転糸切り 24 

久保困1 遇制陣舛 自 回 134 Z・.20 4住・96.1但 .105 平安 4事 底留~ロ1>>81 (13.8)厄.413.7 5YR町宮 向舛面:ロクロ指揮で.隆盛s:国経糸切り 24 

久偏図市 遺綱外 68 63 134 Y.32G 330 平安 電事 底郎~口組館 叩 916.314.4 2.5YR516 
内外面ロクロ抱で{肉面にロクロ右回転1lI'"川、底鼠:

回転糸切り
24 

久保図市 遺111外 69 I 63 134 20.360 521.525.526 平安 電‘ 底鶴~体節 .， (5.7)皮B 7.5YR6J6 内外面白ロクロ織で、鹿鶴田経糸切り 24 

久保図2 遇制外 70 I 63 134 2Z-47G 674 平安 須I!!II・盛 底鶴~体餓 -1 (11.0) 16.4 N4/0 内外面:ロクロ鎗で‘底飽・付付o'i台 24 

久保困1 遺繍外 71 I 63 135 Z-350 556 平安 高台綜 台舗~体協 1 (9.2) 1 (3.0) 7，5YA6絹
内外面:ロクロ御で、内面時文状の廊きあり‘内面のみ

24 
血色

久保図S 遣制外 72 I 63 135 2N・350 e住8 平安 岡高高台杯 底部~口健郎 (15.6) f.イ (6.4) 5YR6JB 
内外面:ロク回復で(内面にロクロ右園仮復おり).底鶴:

24 
ロクロ銅で、付け高台

久保図2 遺柵舛 73 田 135 3A-46G 3A46-4 平安 重量 つまみ回 .J.I (1.6) 10YR7/4 24 

久保図1 i・鴎外 74 回 135 21.27G 88.89 平安 萱 ロIi歯肉体認 (18.4) f.イ'4.7 5YR町S 内外面白ロクロ勉で 24 

久保図1 週楊タキ 75 I 63 135 21昂o 179 平安 血 II!III-口組留 (16.0) I (7.0)尼.6 5YR518 内面:ロク口組で、外面:固艦盟副り 24 

久保図1 遺暢タキ 76 I 63 135 2H.3OG 215.218 平安 血 底鼠~口組包 (14.0) ，./2.5 7.5VR516 内面:ロク口組で.舛面:It回り 24 

久保闘1 遺繍舛 77 回 135 2H・30G 154.204却6 平安 凪 底留~口組協 (13.0) I (6.2) 13.1 5YR516 向面:ロタロ衝で、舛面:盟副り 24 

久保圏1 遺蝿舛 78 回 135 Z.32Q 4住・1曲 j曲 平安 皿 体節~ロ錫箇 (12.0) '-1 (3.6) 7.5対A5I‘ 向舛田:ロクロ歯で 24 

久保図2 遁栂舛 79 回 3時 3島-45G 曲' 平安 血 虚留 -1-16.0 7.5YR516 内斜面:ロヲロ慢で、底鼠:回転来切り 24 

久保闘1 遺栂ター 四回 136 2C.25G 2佳ー12 平安 高杯 開館 .1-1 (10.0) 7.5YR516 向斜面:繍衝で.舗創された胎土 24 

久保国2 遺割陣舛 81 田 136 3A-45G 3A45 平安 富締 間偲 ./.， (8.2) 10YR7/4 内面:繍鍾で.*面 :1霊園回り+績纏で 24 

久保図1 遺111外 82163 136 2F-37G 683 平安 高4亭 縫合協 .1・.， (1.5) 7.5YR町B 面取りのある高停 24 

久保困2 遺綱タト 63163 136 2Z・450 763 平安 高杯 関81 1.' (3.7) 7，5Y何6/6 面取りのある罰杯 24 

久保図1 遺摘外 84 田 136 X.24G J 7 平安 高杯 権合蹴~杯鼠 -/./、s 7.5YR51S 内外面:機御で 2. 

久保1D2 遺綱外 65163 136 3A-46G 3MB・35 平安 ' 体鈎~ロ鋼部 (15.6) i-I (6.0) 7，5YA413 肉面:繍刷毛、外面:縦圃毛 2. 

久保関2 遺111外 師団 136 3A-45G 812 平安 鉢 休部~口級自問 (12.0) f.イ'6.2 5YR5I6 内外面:ロクロ梅で 24 

久保図1 遺構外 87 I 63 136 2H.3QG 2H30.165 平安 国益 体留~目録郎 (35.6) 1-12.8 5YR418 内外面:繍侮で、体儲:付付酒箇 2. 

久保図2 遺4掲舛 68163 136 2X.45G 2X45 時鯛不明 不明土劇晶 現存畠5.21舗2.2 7.5YR町B 自民足闘状の形状、随土は甲虫型土鍵 2. 

久保図2 遺憾外 89 I 63 138 3A.44G 3A44 時期不明 不明土制品 現存畠3.6/錨 1.6 10YR7/4 把手状の帯状.随土iま閉盟型土穂 2. 

久保国1 遺111外 90163 136 21田G 2129 時瑚不明 不明土刷晶 現存A3.0I鍋1.' 5YR5/6 把手状の硲状、胎土1:'"塑型土留 2. 

久保図1 週備外 引田 136 2s.36G 制8 時綱不明 不明土創晶 現存長'.5 7.5YR4I4 把手状の111状.I台土U甲斐型土密 2. 

久保図2 遺得舛 盟国 136 2XY-44G 757 時刻不瞬 反輸間信・不明 現存長2.3 N5IO 用途・形統不明 2' 
久保図1 遺柵舛 回目 136 Z・.70 440 平安 紛鍾事 指定径0.5 10YR4I1 須I!!IIlI片の転用 2. 

久保図1 過繍舛 94 回 136 2A.24G 2A2. 時悶不明 極右 現存:Bl4.71錨2.5 2' 
久保図2 遺備ター 95 回 136 2Y-45G 2Y45 時期不明 磁石 2量存長6.6/幅3.2 2. 
久保図1 違例外 師団 136 v・.320 352 時糊不明 不明土創晶 現存轟5.51個'.7 7.5YR6I4 土留片.雇用 2. 

遺物観察表使用色調凡例

Hue2.5YR 7/1 :明赤灰 7/4 :淡赤櫨 6/1 赤灰 6/3 :にぷい燈 6/6 : ~萱

5/2 : F.k赤 5/6 :明赤褐 5/8 :明赤褐 4/4 :にぷい赤褐 4/6 :赤褐 3/2 暗赤褐

Hue5YR 7/1 :明褐灰 7/4 :にぷい権 7/6 : ~萱 6/4 :にぷい橿 6/6 :鐙 6/8 樫

5/3 :にぷい赤褐 5/4 :にぷい赤褐 5/6 :明赤褐 5/8 :明赤褐

4/3 :にぶい赤縄 4/4 にぷい赤褐 4/6 :赤褐 4/8 :赤褐

Hue7.5YR 8/3 :浅黄櫨 8/4 浅黄信 7/3 :にぷい檀 7/4 :にぷい櫨 7/6 鐙

6/3 :にぷい褐 6/4 にぷい櫨 6/6 償 6/8 :燈

5/2 灰褐 5/3 にぷい褐 5/4 にぷい褐 5/6 :明褐 5/8 日月褐

4/1 :褐灰 4/2 灰褐 4/3 褐 4/4 :褐 4/6 褐 3/1 :黒褐 I 3/3 i暗褐
Hue10YR 8/2 :灰白 8/3 浅黄燈 8/4 :浅黄櫨 7/2 :にぷい黄笹 7/3 :にぶい黄櫨 7/4 iにぷい貧燈 I7/6 i明黄褐

6/1 :褐灰 6/2 :灰黄褐 6/3 :にぷい賛纏 6/4 :にぷい黄櫨 6/6 :明賛褐

5/2 :灰黄褐 5/3 :にぷい黄褐 5/4 :にぷい黄褐 5/6 :賛褐

4パ:褐灰 4/2 : O{貧褐 4/3 :にぷい賛褐 4/4 :褐 4/6 :褐 3/3 :暗褐

Hue2.5Y 7/2 灰黄 6/1 貧灰 6/2 :灰黄

Hue5Y 6/1 灰 5パ i灰

N 51 灰 41 灰
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久保田・道々芽木遺跡出土金銅製海老錠の科学分析

川鉄テクノリサーチ株式会社 分析・評価事業部埋蔵文化財調査研究室

岡原正明・小川太一・菅 孝宏

トはじめに

山梨県埋蔵文化財センターが平成12年に発掘調査し、久保田・道々芽木遺跡より出土した金銅製海老錠につい

て、学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調査のご依頼があ

った。調査の観点として、①金銅製海老錠の完全非破壊による化学成分分析、②観察上の特記事項などを中心

に調査した。その結果について報告する。

2.調査項目および試験・検査方法

( 1 )調査項目

名称 出土位置

1 | 金銅製海老錠 I NQ5竪穴建物跡 I 20.0 I 無
註:(1) MC反応とはメタルチェッカー(金属探知機)への感応を言う。

( 2 )重量計測と着磁力調査

計重は電子天秤を使用して行い、小数点 1位で四捨五入した。着磁力調査については、直径30凹・ 1300ガウ

ス (0.13テスラ)のリング状フェライト磁石を使用し、官能検査により「強・やや強・中・やや弱・弱」の 5ラ

ンクで個別調査を行ったが、資料の着磁力は、認められなかった。その結果は、調査項目に表示した。

( 3 )外観の観察と写真撮影

入念な観察を行うとともに、資料をm単位まであるスケールを同時写し込みで、かつ光線の照射方向を工夫

し表面状況が明瞭に識別できるようにカラーで撮影した。

(4)蛍光X線による化学成分分析

化学成分分析は、堀場製作所製蛍光X線分析装置 (MESA-500)を用いて、資料の4箇所(先端箇所、右肩

箇所、右脇箇所、背中央箇所)について、完全非破壊分析で行った。この装置は測定室が径150皿、高さ70凹程

度あるため、今回の資料はそのまま測定部に設置可能であった。測定条件は、 X線管ターゲット (Rh、ロジ

ウム)、 X線管電圧・電流 (15KV・500μAと50KV・240μA)、測定時間(各50秒)計100秒、検出器(高純

度シリコン検出器XEROPHY)、試料室雰囲気(真空)、照射面積 (o5 mm)で、測定元素範囲は、 Na (ナト
リウム)-u (ウラン)である。
( 5 )電子顕微鏡分析

鍍金箇所と地金箇所を区別して、その形態と各々の箇所 (o 0.2mm)での化学成分分析を行うために、エネル
ギー分散型特性X線分析装置 (KEVEX社性Quantum検出器、測定元素範囲B(ポロン)-u (ウラン)、 143eV)
を装備した日立製作所製電界放出型電子顕微鏡 (FE-SEM) S -400を用いて分析した。

3.調査結果および考察

資料の調査結果および考察を次に述べる。

外観写真を6頁に示した。長さ50.9mmX幅14.1阻、厚み11.3凹の海老錠の弦受け部に付随する装飾金具である。

施錠部は鋳化により欠落している。非常に轍密な鋳物製でセミの文様の上にやや白色かかった金色の鍍金また

は箔押しが施されたような外観の試料である。腹部には角が面取りされた5.5mm併の弦通し孔のある突起があり、

へそ部分に鋳込み跡が確認される。この腹面は、金の表面膜の残りも良好である。1.2mm厚さの外周部や頭部周

辺に鋳パリが見られるが、全体に精巧轍密な資料である。全体に着磁力はないが、 MC反応はある。貴重な出
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土遺物であるため、分析はすべて完全非破壊で行った。総重量20.0gである。

6頁の外観写真に矢印で付記した4箇所(先端箇所、右肩箇所、右脇箇所、背中央箇所)の蛍光X線分析に

よる分析値を 5 頁の表 l にまとめて示した。蛍光X線による化学成分分析結果は、総じて銅 (Cu) が43~57%

で主要成分として検出され、次いで資料表面に付着した土壌由来の化合物によると考えられる桂素 (Si)、アル

ミニウム (Al)、鉄 (Fe)、カルシウム (Ca)、カリウム (K)、チタン (Ti)等が測定箇所により若干異なるが

比較的多く検出される。また、鉛 (Pb)が2.1%~5.2%の範囲で検出されたが、錫 (Sn) や亜鉛 (Zn) は検出

されないことから、本金銅製海老錠の地金は、銅 (Cu) と錫 (Sn)の合金である青銅もしくは銅 (Cu) と亜鉛

(Zn)の合金である真鎗ではなく、単に鉛 (Pb)が含まれる純銅製品で、鉛は鋳造を容易にするために、意図的

に混入されたものか原料から混入したものかは定かではない。

また、本資料の特徴として、黒色の資料先端箇所を除き金 (Au) が15%~20% と高い濃度で検出され、更に

銀 (Ag) や水銀 (Hg) も各々 ~2%程度検出される。水銀 (Hg) が検出されることから、古代の鍍金法の l つ

で1種の化学メッキである水銀と金の合金アマルガム法1)2) (金を水銀に熔かし、そのアマルガムを金属表面に

塗布後、加熱して水銀を蒸発させる)が用いられた可能性が高い。

一方、 7頁の資料の脇から腹部にかけての電子顕微鏡写真において、白く見える鍍金箇所の化学成分分析結果

(表lの腹部鍍金微小箇所⑤)は、銅地金の影響が相対的に小さいことから、金メッキ層の成分組成を代表する

ものと考えられる。金メッキ層中の銀 (Ag)の含有量は約1割程度あり、先の本資料数箇所の蛍光X線分析結果

と類似している。したがって、検出された銀 (Ag)は、主として鍍金時、金メツキ原料中に銅金属地金との接

着性を向上(一種の銀蝋)2) させるために、意図的に添加されたものかもしくは金の不純物として合金化して

いたものと推定され、銅金属素材中の不純物ではないものと考えられる。

また、 7頁の資料の脇から腹部にかけての電子顕微鏡写真における黒い地金部分箇所の分析では、炭素 (C)

以外の元素は検出されず、これは保存処理による含浸樹脂塗膜による影響と思われ、当初漆が塗布されていた

かは処理後のため不明であり、また地金箇所の詳細な分析値が得られなかったことは残念である。更に、今回

の分析では、資料の埋め込み研磨による資料断面の形態観察は行わず、完全非破壊で行なったことから、金メ

ッキ層の厚み等に関する知見も得られなかった。

以上の分析結果をまとめると、

①地金金属は、鉛 (Pb)が含まれる純銅製品で、

②鍍金方法は水銀と金の合金アマルガム法が用いられた可能性が高く、

([銀 (Ag)は、主として鍍金時、金メッキ原料中に銅金属地金との接着性を向上(一種の銀蝋)させるために、

意図的に添加されたかもしくは金の不純物として合金化していたものと推定される。

4.参考文献

1 )国立歴史民俗博物館、『科学の目で見る文化財.!(財)歴史民俗博物館振興会、 p55，1992 

2 )村上陸、『古代に挑戦する自然科学』第9回大学と科学公開シンポジウム組織委員会、 p109，1995 
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写真 1 久保田 ・道々芽木遺跡出土の金銅製海老錠の外観写真
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表 1 海老錠試料の蛍光X線による化学成分分析結果

一γu
jRI]A:箇所 Cu Si Fe Au AI Pb Ag Ca Ti K Hg As S Au%:Ag% 

(鋼) (珪素) (鉄) (金) (アルミニウム) (鉛) (銀) (カルシウム} (チタン} (カリウム) (ホ飽) (員!i!¥) (硫黄)

先端部① 57.01 12.59 17.59 4.80 3.59 2.10 1.46 0.35 0.27 0.19 0.04 7Hも 23')も

標準偏差((J) 0.32 0.23 0.18 0.17 0.24 0.10 0.10 0.1 0.07 0.1 0.09 

右肩箇所② 49.14 21.88 1.45 18.21 5.16 1.55 0.73 1.88 0.00 82')も:8')也

標準偏差(σ) 1.16 1.59 0.11 0.74 0.27 0.19 0.23 0.69 0.26 

右脇箇所③ 43.68 21.31 1.04 20.04 6.27 2.69 1.24 0.58 2.15 0.88 94号色:6早も

標準偏差((J) 0.61 0.67 0.07 0.39 0.87 0.25 0.11 0.15 0.24 0.12 

背中央箇所④ 45.11 24.19 1.26 15.75 4.21 4.85 1.51 0.60 0.12 0.36 2.03 91呼色:9')也

標準偏差(σ) 0.28 0.21 0.06 0.28 0.17 0.15 0.09 0.05 0.06 0.03 0.23 

腹部鍍金微小
8.82 82.24 8.94 90争6:10')も

箇所⑤
標準偏差((J) 0.54 5.03 0.35 

1)定量値は、検出された元素濃度の合計を100重量%として補正して求めた。

2)標準偏差は、分析値の平均値に対するバラツキを表す値

3)Au%:Ag%項は、 Au含有量とAg含有量を100%としたときの重量比率を表す。

写真2 試料の脇から腹部にかけての電子顕微鏡写真
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久保田・道々芽木遺跡出土土師器の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

甲府盆地北部に位置する久保田・道々芽木遺跡では、弥生時代後期から平安時代に至るまでの遺構・遺物が

確認されている。その中で、特に平安時代とされる土師器は両遺跡において多数出土している。また、これら

の土師器を伴う柱穴や竪穴建物跡などが検出されたことから、平安時代にムラがあったと考えられている。こ

の大量に出土した土師器は、「甲斐型土器Jと呼ばれている土器であり、 8世紀中葉から10世紀末までに、甲斐

国一円で消費されたといわれている。今回の発掘調査により、甲斐型土器は、久保田・道々芽木遺跡、に隣接す

る大坪遺跡で集中生産されたと考えられているが、いまだ不明な点が多いとされている。

今回の分析調査では、甲斐型土器の生産に関わる資料作成を目的として、久保田遺跡より出土した甲斐型土

器片の胎土分析を行う。甲斐型土器の胎土分析については、これまでに河西 (1996a)により近接する狐原遺跡

から出土した土器が調査されており、胎土中に含まれる岩石鉱物組成より、笛吹川流域の甲府盆地東半部で生

産された可能性が高いと推定されている。さらに今回は、土器片の胎土分析とともに、その対照試料として

道々芽木遺跡より採取された土壌試料の分析も行い、それが甲斐型土器の材料として使用された可能性を検討

する。

1 .試料

試料は、久保田遺跡の7号竪穴建物跡より出土した杯(7住-26)、同建物跡より出土した翠(7住-8)、

8号竪穴建物跡より出土した杯2点(8住-119、8住-124)の合計4点の土器片と道々芽木遺跡F-20・21

グリッドの土層断面の町層から X層までの各層から l点ずつ採取された土壌試料7点である。

土器試料のうち、 7号建物跡から出土した 2点は 9世紀第3四半期のものとされ、 8号建物跡から出土した

2点は 9世紀第2四半期のものとされている。また、添付資料による各土壌試料の色調と記載は、分析結果を

示した表 2 に併記する。なお、依頼者による焼成実験によれば、土壌試料のうち珊~X層の土が比較的土器に

適しているとされている。

2.分析方法

ここでは、胎土中に含まれる細砂径の重鉱物組成を胎土の特徴とし、土壌試料についても同様の処理を行い、

重鉱物組成の比較を行う。以下に処理過程を述べる。土器試料は、適量をアルミナ製乳鉢で粉砕、土壌試料は

そのまま、水を加え超音波洗浄装置により分散、 #250の分析備により水洗、粒径1/16mm以下の粒子を除去する。

乾燥の後、簡別し、得られた1/4mm-1/8mmの粒子をポリタングステン酸ナトリウム(比重約2.96に調整)によ

り重液分離、重鉱物のプレパラ トを作製した後、偏光顕微鏡下にて同定した。鉱物の同定粒数は、 250個を目

標とした。同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するものを「不透

明鉱物Jとし、それ以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他jとした。

3.結果

(1)土器試料

分析結果を表I、図 lに示す。 4点の試料のうち、 7住-26と8住-124の2点については、重鉱物粒を100

個以上計数することができなかったことから、グラフにはせずに比較的多い鉱物名を呈示するに留めた。

7住-26では斜方輝石と黒雲母、 8住-124は斜方輝石と角閃石が、それぞれ若干多く認められた。なお、こ
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れらの試料は、その分析処理量が下記の重鉱物粒の充分に得られ

た試料のそれと大差ない(表1参照)ことから、重鉱物の含有量

が少ないことも胎土の特徴とすることができる。

表 1 土師器試料の重鉱物分析結果

7住-8と8住-119については、ほとんど角閃石のみからな

る重鉱物組成を示し、他に極めて微量の斜方輝石または不透明鉱

物が含まれるのみである。なお、これら 2点の試料の軽鉱物分お

よび極細砂分には、多量の黒雲母片が認められた。黒雲母は、岩

石学上本来は重鉱物に入れるべき鉱物ではあるが、おそらく風化

したことにより本分析処理における重液よりも比重が軽くなった

ため、重鉱物として回収できなかったと考えられる。したがって、

これら 2点の胎土における重鉱物組成の特徴として、黒雲母を多

量に伴うことも加えたい。

( 2 )土壌試料

分析結果を表2、図2に示す。全試料ともに斜方輝石が多く、

50-70%を占め、他に少量の単斜輝石と不透明鉱物を伴う。ま

た、町層から四層までは微量の角閃石をともない、困層からX層

までは少量の角閃石を伴う。さらに、羽層については、他の試料

に比べて「その他」とした未分解粒が多く、医層には緑レン石族

の鉱物(おそらくゅうれん石)

が少量含まれる。 表2 土察霊式事の重鉱物分析結果
層 カ 斜 単 角 ザ 電 緑
名 ン 方 斜 閃 ク 気 レ

4.考察 フ 輝 輝 石 ロ 石 ン
ン 石 石 石 石

今回の分析調査により、甲

斐型土器とされた土師器に

は、 2種類の胎土が認められ

た。 7住ー26と8住-124の

重鉱物量の少ない胎土と、 7

住ー 8、8住-119のほとん

ど角閃石からなる重鉱物組成

石 族

W層 01 170 36 1 。。。
V層 01 152 45 6 。。。
VI層 01 110 36 3 。。。
vn層 01 167 25 3 。。。
VDI層 01 198 18 10 。。。
区層 1 65 4 9 l 。19 
X層 。84 15 7 1 l 

を示しかっ黒雲母を伴う胎土の 2種類である。前述した河西

(1996a) による狐原遺跡の甲斐型土器でも 2種類の胎土が呈示され

ているが、そのうちの lつは、上記の本分析における後者の胎土と

ほぼ一致する。河西 (1996a)のもう一方の胎土と本分析の前者の

胎土とでは、黒雲母の含有量に違いが認められることから、おそら

く異なる胎土である可能性が高い。したがって、本分析結果と河西

(1996a) とにより、甲斐型土器における 3種類の胎土を確認したと

いえる。なお、河西 (1996a) は、甲斐型土器の胎土の違いを器種

の違いに対応するとしたが、本分析結果では器種との対応関係は認

められない。また、本分析結果では 9世紀第3四半期と同第2四半

期の試料があるが、時期の違いとも対応しない。現時点では、本分

析と河西 (1996a) とを合わせても 6点の試料による結果であるこ

とから、これら 3種類の胎土の違いが何に起因するかを解明するた

-102-

。

試 斜 角 黒 緑 不 そ 正ロ』

料 方 閃 雲 レ 透 の 言十
名 輝 石 母 ン 明 他
石 石 鉱

物

7住ー26 3 2 19 27 
7住-8 21 246 。。。21 250 
8住-119 01 245 。。3 21 250 
8住-124 5 9 1 。4 11 30 
試料名 胎土重鉱物組成

7 住ー 261~圏
7住- 8 

8性一119

8住一叶zz-

不
透
明
鉱
物

17 
24 
21 
28 
13 
15 
6 

田 10時

凡例~斜方輝石.不透明鉱物

昌角閃石 圏その他

臨黒雲母

図1 土師器胎土の重鉱物組成

そ iロL 

の 計
他 色調 注記

26 250 暗褐色古境~平安遺構確認面
23 250 黒褐色N層より黒色帯びる
80 250 灰褐色粘土層
27 250 褐灰色灰青色を帯びる粘質土
11 250 褐灰色灰色を帯びる粘質土
16 130 黒色 腐植植物を含砂む質土
7 121 灰白色パミス状の

層名 重鉱物組成

W層

V層

VI層

vn層
VDI層

IX層

X層

o M W叫

凡例~斜方輝石 匿璽緑レン石族

~単斜輝石 .不透明鉱物

昌角閃石 圏その他

図2 土壌試料の重鉱物組成



めには、今後の分析例の蓄積を必要とする。

道々芽木遺跡で採取された土壌試料については、重鉱物量が多く、かつ全て斜方輝石が優占することから、

現時点では甲斐型土器の材料になった可能性は低いと考えられる。また、どの土壌試料においても軽鉱物分や

細粒分の中にほとんど黒雲母を認めることができなかった。このことからも、これら土壌試料が甲斐型土器に

使われた可能性は低いといえる。道々芽木遺跡に隣接し、甲斐型土器の生産遺跡と考えられている大坪遺跡で

は、表層から深度1.5m程までは斜方輝石の多い黒色土が堆積するが、その下位に角閃石と黒雲母の多いシルト

層が認められる(河西， 1996b)。したがって、道々芽木遺跡周辺においても、今回の土器試料に認められたよ

うな重鉱物組成を示す土層が分布する可能性がある。今後、より多くの分析例を得た上で検討したい。

引用文献

河西学 (1996a)狐原遺跡出土甲斐型土器の胎土分析.山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第120集狐原遺跡一山梨県森林

公園金川の森建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書ー， p.91ー93，山梨県教育委員会・山梨県林務部.

河西 学 (1996b)大坪遺跡のテフラ分析.山梨県甲府市大坪遺跡発掘調査報告書Eーケアハウスグレープハウス建設に伴う調

査一， p.72一75，甲府市遺跡調査会・甲府市教育委員会・社会福祉法人緑樹会.
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図版1 胎土および土層中の重鉱物

。PX

1. 7住 -26 杯

3. 8住 119 1不

5. N層(暗褐色土層)

ー

7. IX層(黒色土層)

Otll • 
.... 

一 31 
司F 司. ...明園. iiWl通l

--・・圃固L -...... ~-
2. 7住 -8 寵

QllX 

4. 8住-124 杯

6. VI層(灰褐色土層)

8. X層(灰白色土層)

Opx:斜方輝石. Cpx:単斜輝石.Ho:角閃石.Ep:緑レン石族. Oth:その他. O.5mm 
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久保田・道々芽木遺跡出土の軟質土師器の観察

山梨文化財研究所河西 学

本遺跡では、一般的な土師器とともに、非常に軟質で通常の方法では崩壊してしまい土層中から取り上げる

ことのできない軟質土師器が複数個体出土した。遺跡周辺には、大坪遺跡、や川田遺跡・上土器遺跡など古代の

生産関連遺跡が分布する。これらの軟質土器は、土器製作過程での焼成がなされていない可能性が、発掘調査

の観察所見として指摘された。ここでは、軟質土器が焼成されたか否かについて考察するための情報のーっと

して土器薄片の定性的な観察をしたので以下に報告する。

試料は、軟質土器No.5 (9号竪穴建物跡、 9住-47)、および一般的土師器の比較試料No.8 (7号竪穴建物跡、

7住D)の2点の 9世紀中葉土師器皿口縁部試料を用いた。なおNo.5は、現場での取り上げ前に酢酸ピニル樹脂

「コニシ木工用ボンド水性jを水で、希釈し土器に浸透させてあった。薄片作製に先立ちエポキシ樹脂を含浸岩石

薄片と同様の方向で、土器片試料はエポキシ樹脂を含浸させて補強し、土器の鉛直断面切片(厚さ 3皿)を切断

し、 X線透過写真を撮影し、その後岩石薄片と同じ要領で薄片を作製した。

No. 5のX線透過写真では、黒色の筋が土器中央部を器壁に平行してどの切片でも観察される(第l図)。黒色

部分は土器胎土よりも原子番号の大きい元素が集中していると考えられる。無色の亀裂は新しいものと考えら

れる。 No.8で、は、全体的に均質な色調を呈し、器壁に平行する無色のレンズ状空隙が中央部分に点在する。

顕微鏡下において、 No.5のX線透過写真黒色部分は、赤褐色物質が充填している大小の亀裂からなっている。

亀裂は、高角度で斜交し器壁まで達する亀裂、あるいは胎土内部でほぼ器壁に平行したきわめて細かい葉片状

亀裂などからなる(第2図)。これら赤褐色物質は、亀裂が生じた胎土内部に鉄分を含んだ地下水が長期間浸透

したことで形成された褐鉄鉱と考えられる。両試料の土器胎土は、細粒で含砂率がかなり低く、岩石鉱物では

石英の粒子が比較的多く、ほかに花両岩類・斜長石・普通角閃石・黒雲母・白雲母・緑簾石・不透明鉱物・火

山ガラス・赤褐色粒子・植物珪酸体などが認められる。主として花両岩類とその構成鉱物から構成されること

から、狐原遺跡・社口遺跡の甲斐型杯の胎士組成と類似し、本遺跡での土師器胎士の重鉱物組成とも共通する

(河西、 1996、1997、パリノ・サーヴ、ェイ、 2002)。両試料は、同質の胎土原料を用いているといえる。

さらに土器胎土をアセトンで洗浄した後、乳鉢で粉砕し比較したところ、 No.5は軟質で、粉砕しやすく水を含ん

だ、粉砕物はNo.8よりも粘性が明らかに高かった。粉砕物の色調は、 No.5が10YR3/3暗褐色、 No.8が5YR4/6赤褐色

で後者が明らかに赤みが強い。

以上の比較から、両者は胎土原料は同質であるものの、軟質土器において硬度・強度が低いこと、内部に褐

鉄鉱で充填された亀裂が多い特徴をもつこと、粉砕物が粘性を有していることなど両者の違いは、物理的な特

性に顕著に認められた。粘土質原料は、焼成によって硬さ・耐久性などの性質を獲得する。焼成されることで

まず吸着水が放出され、次に結晶水が放出され、さらに高温では新しい化合物が生成したり、溶融が生じる。

軟質土器No.5は、一般的な土師器No.8と比較して硬度・耐久性などの点で明らかに劣ることから、一般的な土器

と同程度の焼成を受けていなかった可能性が高いものと推定される。それが成形後に乾燥されただけなのか、

何らかの火熱を受けたのかについては明かでない。ただしNo.5の表面や内部に沈着した褐鉄鉱によってその後の

土器の強度は高められている可能性があるかもしれない。

文献

河西学 (1996)狐原遺跡出土甲斐型土器の胎土分析。『狐原遺跡』、山梨県埋蔵文化財センター調査報告書、第120集、 91-93。

河西学 (1997)社口遺跡出土土器の胎土分析。『社口遺跡第3次調査報告書』、 201-207。

パリノ・サーヴェイ (2002)久保田・道々芽木遺跡出土土師器の胎土分析。『久保田・道々芽木遺跡』、山梨県埋蔵文化財センター

調査報告書、第197集、 101-104。
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久保田・道々芽木遺跡出土土師器の焼成の有無の解析

帝京科学大学理工学部 中保利一郎、村上雄、横田努

l はじめに

標記久保田・道々芽木遺跡から出土した土師器の中には、軟質で焼成されているかどうか不明のものがある

1 )。これが本当に焼成されているのかどうかを確かめるのが、筆者らの研究の目的である。用いた試料は表1

に掲げる①から⑥まで(ただし⑤はない)の5点である。これらの試料は遺跡から取り上げる際、崩れないよ

うに酢酸ピニル樹脂で処理しである 1)。また、比較のために⑦から⑫まで(ただし、③を除く)の同じ遺跡か

ら出土した焼成を受けていると思われる土師器、⑬、⑭の遺跡の土についても測定する。ただし、偏光顕微鏡

観察の結果2)によれば、重鉱物量が多く、斜方輝石が優先するため、土師器の原料になっている可能性は小さ

いと考えられる。さらに、別のところからの焼成を受けた試料として、⑮の茨城県玉里(たまり)村の部室

(ひむろ)貝塚出土の縄文土器についても測定する。測定はX線回折と ES C A (Electron Spectroscopy for 

Chemical Analysis)の両方を用いる。前者は結晶格子を通じて含まれる結晶の種類を求めるためのものであり、

後者は焼成の有無を酸化物の比率から求めるためのものである。

2 X線回折

各試料の回折パターンを図 1に纏めて示す。横軸はブラッグ角、 θの2倍で、規則的な結晶に固有の28の

ところで、それに対応する原子数に比例する強度のピークが観測される。左側は28が4.00から28.00までの聞

の回折パターン、右側はそれに対応する20.00から40.00までの回折パターンである。 JCPDS(Joint Committee 

on Powder Diffraction Standards)に記載のブラッグ角の値を図中にO、ム、.、口、・印で図中に表示しであ

る。それぞれ、石英 (JCPDS5-490、33-1161)、クリストパライト(同、 39-1425)、緑簾石(同、 17-514)、

白雲母(同、 21-993)、白雲母(問、ふ263)に対応する。これらのパターンはピークのプラツグ角、ピーク強

度ともに、各試料で極めて類似している。従って、焼成の前後で、結晶構造に変化がないためか、全試料が未

焼成のためちがいがないのか、或いは全試料が焼成のためちがいがないのか不明である。なお、偏光顕微鏡で

観察される 2)斜長石、普通角閃石は固溶体であり、格子定数が一定でないため、 X線回折では観測出来ない。

3 光電子スペクトル

光を試料に照射すると、試料から電子が放出されることがある。これが光電効果である。試料の電子は束縛

エネルギー、 Ebで原子核に束縛されているから、光のエネルギー、 hν がこれより大きい時にだけ光電効果は

観測される。従って、光電効果が観測可能な光は可視光線より量子エネルギーの大きい真空紫外線、 X線など

に限られる。それらの内、軟X線 (X線回折や身体検査で用いられるX線より量子エネルギーが小さいX線)

を用いて化学に応用できるようにした装置をESCAという。 XP S (X-ray Photoelectron Spectroscopy)と

も呼ばれるが、ここでは筆者らが使用している装置のメーカーが使用しているアクロニム，ES C A (エスカと

読む)を用いることにする。 ESCAでは試料中に含まれる元素すべて (Hを除く)が一つのスペクトルとし

て観測される。また、試料内部からの電子は途中で他の原子の格子振動に捕捉されて観測されなくなる。従っ

て、試料表面のよごれ(予期しないものだけでなく、試料の表面処理をした時、処理剤もよごれに分類される)

からの信号を試料からの信号と見誤らないように注意する必要がある。 1で述べた酢酸ピニル樹脂はこのよご

れの範障に入るが、もともと炭素はどこにでもあるよごれの元凶であり、炭素そのものを議論の対象からはず

すことにする。図2に試料②の広域スペクトルを示す。束縛エネルギー280-293eVに観測されるのが、 CのIs軌

道からの信号である 3)。なお、 ESCAスペクトルでは横軸の束縛エネルギーの値が右に行くに従って小さく
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なっていることに注意して欲しい。これは直接観測しているのは光電子の運動エネルギ一、 Ekinで、これをエネ

ルギ一保存則、 Eb =hν-Ekinにより、 Ebに換算したものを書いてあるためである。また、 440-446eVに観測さ

れるInの3d軌道からの信号は粉末試料の高真空中での飛散を防ぐため包埋に用いたインジウムによるものであ

る。土壌中に含まれる元素の内、焼成により原子価や結合の相手が変わるのは鉄だけである。従って、束縛エ

ネルギー710-720eVの範囲に観測されるFeの2p領域の信号についてだけ議論することにする。この領域だけを

拡大した高分解能スベクトルを図3に示す。この領域には未焼成種の代表である水和酸化鉄、 FeOOHと焼成種

の代表である二三酸化鉄、 Fe203と三四酸化鉄、 Fe304からのピークが観測される 4)。ただし、後二者のピーク

聞の距たり(化学シフトという)はそれぞれのピークの幅よりも小さく、分離して観測することは出来ない。

そこで、以下では両者を総称して単に酸化鉄と言うことにする。水和酸化鉄と酸化鉄それぞれのピークへの分

離は装置内蔵のコンピューターで行う。これらの化学種は悉無的に存在するのではなく、未焼成でも二三酸化

鉄や三四酸化鉄が存在し、焼成後でも水和酸化鉄が存在するからである。焼成により、その比率が水和酸化鉄

の側から二三酸化鉄や三四酸化鉄の側に移動することに注意する必要がある。

図3のデコボコした曲線が実測スベクトル、水和酸化鉄、酸化鉄のスペクトルは図中に記入のとおり、両者

の和がデコボコに重なるように書いていある滑らかな曲線である。デコボコと滑らかな曲線の一致がよいこと

から、ここで、行った分離が妥当であることがわかる。分離した曲線の面積比が2種の化合物のモル比になる。

それらの内、酸化鉄のモル分率を全部の試料について棒グラフにしたのが、図4である。縦軸の値が大きいも

のが熱を受けたもの、小さいものが熱を受けていないものである。未焼成と思われていたものも、焼成と思わ

れていたものも、かなり値にバラツキがあり、両者を画然と分けることは出来ない。それぞれの平均値を右の

方に示しである。平均値で見る限り、両群の聞には殆どちがいがない。次ぎに確実に焼成されていると考えら

れる⑮との比較では、個別に見ると、焼成と思われるものも未焼成と思われるものもあり、平均値で見ると、

両群の聞には殆どちがいがない。

文献

1 )河西学:久保田・道々芽木遺跡出土の軟質土師器の観察

2 )パリノ・サーヴェイ:久保田・道々芽木遺跡出土土師器の胎土分析

3) D. Briggs and M. P. Seah : Practical Surface Analysis (SecondEdition)， 595-634 (1990， John Wiley & Sons， Chichester) 

4 )中保利一郎、松本嘉代、畑大介:泥塔が焼成されているかどうかの理化学的検証(穴太遺跡発掘調査報告書N、278-281

(2001、滋賀県教育委員会、(防滋賀県文化財保護協会、大津)
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解析試料一覧

No. 出土遺構名称 注記ナンバー 時代 器種 部位 状態

久保田① 7号竪穴建物跡 7住 平安 (9C中) 土師器蓋 口縁部 未焼成?

久保田② 7号竪穴建物跡 7住ー10 平安 (9C中) 土師器蓋 体部 未焼成?

久保田③ 7号竪穴建物跡 注記無し 平安 (9C中) 土師器蓋 体部 未焼成?

久保田④ 8号竪穴建物跡 8住104+100 平安 (9C中) 土師器杯 口縁部 未焼成?

久保田⑥ 9号竪穴建物跡 クボタ2-696 平安 (9C中) 土師器皿 口縁部 未焼成?

久保田⑦ 7号竪穴建物跡 7住ー31 平安 (9C中) 土師器杯 体部 焼成?

久保田⑨ 7号竪穴建物跡 7住B 平安 (9C中) 土師器蓋 口縁部 焼成?

久保田⑩ 8号竪穴建物跡 8住112 平安 (9C中) 土師器杯 口縁部 焼成?

久保田⑪ 9号竪穴建物跡 9住-38 平安 (9C中) 土師器杯 口縁部 焼成?

久保田⑫ 9号竪穴建物跡 9住 平安 (9C中) 土師器卸 口縁部 焼成?

久保田⑬ 基本土層第VI層 土壌サンプル ーーー園田ーーーー ーーーーーーーー ー--一- 』ーーーーーー

久保田⑪ 基本土層第四層 土壌サンプル ーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーー 一ー回ーーーー

表 1 水和酸化鉄、酸化鉄のモル分率

試料No. 焼成/未焼成 水和酸化鉄(%) 酸化鉄(%)

久保田① 未焼成? 46.4 53.6 

久保田② 未焼成? 29.9 70.1 

久保田③ 未焼成? 19.3 80.7 

久保田④ 未焼成? 33.6 66.4 

久保田⑥ 未焼成? 42.4 57.6 

久保田⑦ 焼成? 25.1 74.9 

久保田⑨ 焼成? 40.8 59.2 

久保田⑩ 焼成? 17.7 82.3 

久保田⑪ 焼成? 49.9 50.1 

久保田⑫ 焼成? 39.1 60.9 

久保田⑬ ーーーーー 12.3 87.7 

久保田⑬ ーーーー目 36.9 63.1 

部室貝塚⑮ 焼成 15.6 84.4 
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Pl.l 
道々芽木地区

調査風景 (南東→)

調査区北端の遺構検出風景、

奥に山梨英和短大キャンパス、

奥の告が大山沢

PI. 2 
道々芽木地区

調査風景 (南西→)

0-21クリ ッド周辺の遺構平板
実測風景

PI. 3 
道々芽木地区

第2号竪穴建物 (西→)
床面直上に弥生時代後期の遺

物が分布



PI. 4 
道々芽木地区

第 1号溝 (西→)

縦断する石列は近現代施工の
暗渠、先端部分の円形土坑は

第7号土坑

PI. 5 
道々芽木地区

第2号溝 (北西→)
古墳前期を中心とする遺物が
出土

PI. 6 
道々芽木地区

第3号溝 (南西→)
南側の第5号溝を切る



ト

山
町

b
閣

ノ
、
軍
隊
凶
桝
属
〆
棚
桝
一
い
剛
山
W

V

美
原

(↑
恒
)
細
川
昨
h

眼

凶
型
ν
有
株
々
畑∞一止

川
明
主

'V

N

川
半
期
ゐ
話
量
醐
芋
hw
リ
一
担
制
限
轄
刑

(↑
阪
怪
)
純
一
昨

ω
拙

凶
訓
羽
根
株
N
Y

畑∞一止

の
わ
円
廿
蝋
リ
-
畑
一
川
「
刊
肥
村
一
葉
捌

(↑
恒
)
純
一
昨
旧
日
肱

凶
型
ν有
株
N
Y
捌h
一
仏



PI.10 
道々芽木地区
第8号溝 (北西→)
断面がV字状になる弧状の溝

PI.11 
道々芽木地区

第 9号溝 (東→)
調査区を東西に横断する幅広
の溝

PI.12 
道々芽木地区

第11号溝周辺 (南西→)
画面左の溝が第11号溝、 右は
第3号竪穴の検出風景



PI.13 道々芽木地区第10号溝(東→)
西側カず浅く細くなる溝、 南側にある近現代の暗

渠と平行する

PI.15 道々芽木地区第12号溝 (西→)

古墳時代後期を中心に遺物が出土

PI.14 道々芽木地区第11号溝(北→)

弧状を呈し調査区東側ヘ延びる溝、推定半径は

約10m以上となる

';/4 

，'， 
<fI/ 
.' 
色ンr

PI.16 道々芽木地区第13号溝 (西→)

第11号溝を切る深く細し、溝



PI.17 
道々芽木地区
第41号土坑 (南→)
底面に瓢 1点、が設置されるよ
うに出土、柱礎板への転用が

考えられる

PI.18 
道々芽木地区

第83号土坑 (西→)
奥の高まり周辺は面的に焼土

化する

PI.19 
道々芽木地区

第110号土坑 (南→)
古墳時代前期の遺物が集中的
に出土
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PI.20 
道々芽木地区

第31~第36号土坑 (北→)
規則性のある配列を見せる土

坑群、左手前から右周りに第

31~36号土坑

PI.21 
道々芽木地区

F-21グリ ッ卜遺物出土 (東→)
F. G. H -20・21グリ ッド周
辺からは古墳時代前期の遺物

が集中的に出土

PI.22 
道々芽木地区

調査風景 (南→)

調査区北端の調査風景
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PI.23 
久保田地区

第 1号竪穴建物 (南西→)
床面には柱穴なし、竃閏辺が
東ヘ突出

PI.24 
久保田地区

第 1号竪穴建物竃周辺 (西→)
竃右袖の脇に棚状施設あり 、
その上に竃構築材と考えられ
る複数の礁が.置かれている状
況

PI.25 
久保田地区

第 1号竪穴建物竃 (西→)
壁画への煙道の掘り込みは短
い、 竃内面の焼土化は弱い

- 122-

. ，司
守...:‘-.
"、.，_........ . 
_.... ... . 

ー'J..-

'‘・e 

"'." 

.， 

J主， _ιγ ，円，1' -.，_ .，.、
f 去、'.'T..__'.... 、._....‘ r ・

白vず匂-一信‘司.司-
‘;ι .:_.{、

自白 ，~ .. ・斗‘
一'・~ .... - .... 

す:;.._ ~‘ 
』畠



PI.26 
久保田地区

第2号竪穴建物 (南→)
方形を呈し、調査区東側ヘ延

びる

PI.27 
久保田地区

第3号竪穴建物 (北→)
焼土ブロ ックが複数箇所ある

PI.28 
久保田地区

第5号竪穴建物 (北→)

南東隅に竃、 南西隅にピット

11、西壁中央奥にスロープ状

の施設あり

- 123-



ー
ー

ザ
N
H
I--

州

司
'V
M
M
}
樫
h
Q

叫
川
明
記
の
即
時

G
糧
端

(↑
恨
)
「掛
川
市
黒
部
E
細川判
」

町禁
制
vh副
耐
叩
山
総

凶
要
目
撃
d
n
?の
.一仏

什

司
令山間細

川
市
岐
部
E
細
川
明
心
ゐ
園
川
「
刊
腕
章
wm

(↑

#
)
FFム
ス
'U

零
醐

K
副
昨
旧
日
拙

凶
安
田
嵯
J
n

。め
.一止

へ
占
持
制
埋
禁
罪
リ
-
謹
mH十
凶
刊

〆
川
相
主
札
ド

N
M
V
U
H
h
Q
げ
専
リ
プ
明
日
叩
口
献

(↑
回
以
廿
)
欄
間
察
側

K
副
昨
山
総

凶
索
困
惑
《ON
.一止



PI.32 
久保田地区

第7号竪穴建物 (西→)

複数のピッ トカf不規則配列で

存在し、第8号竪穴建物を切

る

PI.33 
久保団地区

第8号竪穴建物 (西→)
東壁の南寄りに竃あり 、南壁

中央に建物内への突出部分あ

PI.34 
久保田地区

第8号竪穴建物 (北→)
左袖の竃内面か ら布目瓦が貼

り付けられるように出土
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PI.35 

久保田地区

第9号竪穴建物 (北西→)
壁の残りは非常に悪い、床面
の北側に遺物が集中、東壁に

竃的な焼土域あり

PI.36 
久保団地区

第9号竪穴建物 (北→)
床面の北側に遺物が集中、硬
く締まった焼成の土器に脆弱
な土器が混在して出土

PI.37 
久保田地区

第 1号溝 (商→)

底面付近に古墳時代後期の遺
物が集中
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PI.38 
久保田地区

第1号溝 (北→)

南北方向ヘ調査区外ヘ延びる、

底面は南ヘ向けて緩く傾斜す

る

PI.39 
久保田地区

第2・3・6号溝 (北→)
中央の第 2号溝か.東側の第 3

号溝と西側の第6号溝を切る

PI.40 
久保田地区

第5号溝 (北→)
中央が第 5号溝、東側に第 1
号溝、西側に第 2号溝、南奥
に第 6号溝の一部が見える
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PI.41 
久保田地区

第4号溝 (東→)
覆土から中世青磁の小片が出
土、北側の市道と平行する溝、
市道の西奥に古剃光福寺あり 、
東方向に川田館跡あり

PI.42 
久保田地区

第11・12号溝 (南東→)
平行して存在する短い溝

PI.43 
久保団地区

第14・15号溝 (西→)
平行する浅い溝、屈曲部分も
同様に平行する
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，1 

PI.50 
久保田地区

第125・126号土坑 (商→)

西側が第126号、東側が125号

奥は第5号竪穴建物ピット11

PI.51 
久保団地区

第126号土坑 (南→)

覆土中層に合わせ口状に重ね

られた杯カI~' 2組埋置された土

t1i: 

q
J
 

PI.52 
久保田地区

第158号土坑 (南→)

不整形の土坑、遺物の出土状

況



PI.53 
久保田地区

第208号土坑 (東→)
北側端に人頭大の円擦が立て
置かれる

PI.54 
久保田地区

第208号土坑 (北→)
立て置かれた円礁の北側脇に
置かれた合わせ口状に重ねら
れた杯

PI.55 
久保田地区

2 H-30土器集中 (北→)
南北方向に延びる溝状の窪地
に多量の古漬時代前期の遺物
が.折り重なるように分布する

一 132-



PI.56 
久保田地区

2 H-30土器集中 (西→)
底面は緩やかに南側lヘ傾斜す
る

PI.57 
久保田地区

2 H-30土器集中 (南東→)
覆土には砂層が互層に堆積す

る

PI.58 
久保田地区

Z-32土器集中 (北→)

楕円形の窪地に多量の古墳時

代前期の遺物が折り重なるよ

うに分布する
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PI.59 
久保田地区

調査風景 (南東→)
2H-28グリ ッド周辺から北側を
望む、北側に複数の溝がほぼ
平行して集中しその南側に多
くの小土坑が集中する

PI.60 
久保田地区

調査風景 (北→)

第 1号溝の遺物出土状況の記
録風景

PI.61 
久保田地区

遺跡公開風景
春日居中学校生徒による体験
発掘実習の風景
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道々芽木地区
第3.5.7.16.31.35.36.40.43.70.72.86.89.97.110号土坑

PI.64 第2号竪穴建物 (1-14)
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第9号溝 (17-22)道々芽木地区PI.69 



PI.71 道々芽木地区第11号溝 (7、11、12、15)
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PI.75 道々芽木地区遺構外 (26-42)

PI.77 道々芽木地区遺構外 (35-38)
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PI.72 道々芽木地区第12号溝 (1-11)
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PI.74 道々芽木地区 遺構外 (17-25)
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PI.76 道々芽木地区遺構外 (26、34、39-41) 
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円78 道々芽木地区遺構外 (43-58)
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P I.79 道々芽木地区 遺構外 (59~77)
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PI.81 道々芽木地区 遺構外 (80~95)

PI.83 道々芽木地区 遺構外
( 109~122 、 124 、 125 )

PI.80 道々芽木地区遺構外 (78、79)

ー・・・・・・E

PI 目 82 道々芽木地区遺構外 (96~108) 

¥喝

PI.84 道々芽木地区遺構外(123 、 126~ 135 )

P I. 85 道々芽木地区 遺構外 (136~156) PI.86 道々芽木地区遺構外(157) 

- 138-



l J f;:t 

PI.87 久保田地区 第1号竪穴建物 (1~7) 

ソベ一、一

PI.89 久保田地区 第3号竪穴建物 (1~3) 

PI.91 久保田地区第5号竪穴建物 (8 )正面

PI.93 久保田地区第7号竪穴建物 (1~8) 

:二Jιゴ

PI.88 久保田地区第2号竪穴建物 (1、2)

:ム¥j / j 

PI.90 久保田地区 第 5 号竪穴建物 (1~ 7) 

PI.92 久保田地区 第5号竪穴建物 (8 )側面
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PI. 94 久保田地区第 8 号竪穴建物 (1~13 )
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円95 久保田地区第 8 号竪穴建物 (1~13 ) 外面

~セプ
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PI.97 久保田地区 第 9 号竪穴建物 (13~23 )

比二一/

PI.99 久保田地区
第39.54.67.124.125.141.158号土坑

PI.101 久保田地区第126号土坑 (1~4) 

_， 

PI.96 久保田地区 第9号竪穴建物 (1~12) 
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PI.98 久保田地区 第 9 号竪穴建物 (24~27 )

持斡:

、、

PI.100 久保田地区第103号土坑 (1~ 5) 

PI.102 久保田地区 第126号土坑 (1~4) セ ッ ト関係
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PI.103 久保田地区第190.192.195号土坑
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PI.105 久保団地区第 1号溝 (1~20 ) 
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PI.107 久保田地区第2.3.5.6.12号溝

PI.109 久保田地区第16号溝 (1~8) 

PI.104 久保田地区第208号土坑 (1~4) 

PI.106 久保田地区第1号溝 (21~34) 

PI.108 久保田地区第10号溝 (1~18) 

PI.110 久保田地区第16号溝 (9 ) 
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PI.111 久保田地区第19号溝 (1)、
第21号溝 (1~5) 
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PI.113 久保田地区 2 H-30土器集中
(1 ~4 、 11 、 13 、 14 、 16 )

込ー時一戸/
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PI.115 久保田地区 2 H-30土器集中 (20~23 )

PI.117 久保田地区 2 H-30土器集中 (35~38 )

P I. 112 久保田地区 第21 号溝 (6~ 10)

G 

一一/
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PI.114 久保田地区 2 H-30土器集中
( 5~ 10 、 12 、 15 、 17~ 19 )

ぷ証明ふ-/
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PI.116 久保田地区 2 H -30土器集中 (24~34)

PI.118 久保田地区 2 H-30土器集中 (39)
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PI.119 久保田地区 2 H-30土器集中 (47~51) 
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PI.121 久保田地区 2 H-30土器集中
( 58~71 、 74 、 75)
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PI.123 久保田地区 2 H-30土器集中
(72、73、93、94)
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PI.125 久保田地区 2 H-30土器集中 (95)
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PI.120 久保田地区 2 H-30土器集中
(40~46 、 52~59 )
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PI.122 久保田地区 2 H-30土器集中 (76~90 )
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PI.124 久保田地区 2 H-30土器集中
(91， 92 、 96~106 )
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PI.126 久保田地区 Z-32土器集中 (1~6 ) 
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PI.127 久保田地区 Z-32土器集中 (7-19)
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PI.129 久保田地区遺構外(1 -5) 
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PI.131 久保田地区遺構外 (24-34、36)

PI.133 久保田地区遺構外 (44-58)
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PI.128 久保田地区 Z-32土器集中 (20-29)
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PI.130 久保田地区 遺構外 (6-23) 
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PI.132 久保田地区遺構外 (35、37-43)

PI.134 久保田地区 遺構外 (59-70)
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P I. 135 久保田地区遺構外 (71~79 )
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PI. 136 久保田地区 遺構外 (80~96)

PI.137 久保田・道々芽木遺跡 全景 (北方から鳥轍)

- 145-



報告書抄録

ゐ、 カ1・ な くぼた・どどめぎいせき

書 名 久保田・道々芽木遺跡

言リ 題 新環状・西関東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

シリーズ名 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第 197集

著 者 森原明贋

発 イ'丁ー 者 山梨県教育委員会・山梨県土木部

編 集 機 関 山梨県埋蔵文化財センター

所在地 / 電話 @J400-1508 山梨県東八代郡中道町下曾根923 電話 .055-266-3016

印 席1 所 株式会社少国民社

発 行 日 2002年 3月29日

ふり力、な ふりがな コード 北緯 東経 調査

調査期間 面積

所収遺跡名 所在地
。

市町村 遺跡番号 " 
。

" (rri ) 

くぼた ・
やまなしけん

どどめぎいせき
こうふし

よこねち ょう 平成12年

4月21日 新環状 ・

山梨県
19201 35

0 

39' 10 138" 37" 00 ~ 3，000 西関東

久保田 ・ 甲府市
平成12年 道路建設

道々芽木遺跡 横根町
10月30日

875番地他

所収遺跡名 日寺 代 種別 主 な遺構 主な 遺物 特記事項

縄文時代

弥生時代後期 竪穴建物

久保田・
古墳時代前期 集落 竪穴

土器 (縄文土器、弥生土器、土師

道々芽木遺跡
古墳時代後期 および 土坑

器、須恵器、灰紬陶器、中世土 金銅製海老錠

白鳳~奈良時代 散布地 i1音
器)、石器(石鍛、 打製石斧、砥 (平安時代)

平安時代 土器集中
石)、 金属器 (紡錘車ほか)

中世
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